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1馬曳 1畦用カノレチベーターの愛達史

並びに性能に閥ナる賓験的研究

常松柴
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緒雷

農機具と農業との関係は級めて密接不可分のものであることは厳〈認められて居る。然し乍b此等の関係

を瓦〈吟味して見るに，土地，農作物，農業経管の様式等より構成される fr詞農業の規模如何に依!J，使用さ

れる農機具の種類も自ら限定されて居る。反撃すに農機具の護主主及ひー新製品の出現に依ワて農業の規模， l!Pち耕

作商伎の増加，作物の栽培種類の増加，或は叉経管様式の多角形H~等を惹起する事がある。

之等の事1JJjは世界各閣の農業護主主奥を絡けば夏〈了解出来るのみならず，我園待に北海道に於ても，伺様

に述べることが出来る。

以上の如き闘係はカノレチペーターに於ても同様に観察されるのである o 例えば明治の初年に洋式農機具一

聯の輸入を見た中に 1馬曳 1畦用カノレチペーターはあワたが，其のt吉時は開拓後日旬浅く耕地に多数の切株残

存したるため，之が使用にあたり破損、操作の困難より普及を見ずして終ったが，耕地の状況が使用に遜する

に及んで盛に使用されるに至り， 惑には十勝地方の 1戸平均 15町の如き耕作面積の機張に及んだのである。

叉作物に於て甜菜の栽培が再ひ。奨励され始めた犬正末期より昭和の初期に於ては，カルチベーターは大いに普

及し，惑には甜楽の栽培に遁憶した国鋲付カノレチベータ』の護主量販賢を見るが如き扶況となった。叉従来中耕

除草を入カ用除草器たる草削，ホー，突ホー等にて行って居たが，カノレチペータ円の導入により，中耕除草の

努力が大いに節約された結果，徐剰努力を利用して乳牛の飼育を開始し，従来，穀萩農業たりし経替が犬家寄

を加味したる混同級後にその様式を斡換し，農家経済を安定し絞径の基礎を擁立したるが如き事笈もある。

斯如〈カノレチベータ』は農機具の中でも農業特に知i作に於て密接不可分の関係にあるのは 1日の工程が

大で， 1査のカノレチベーターに依り 2，3種の相異なる作業(中耕，除草，場合に依つては培土)が出来，更に

其等の作業は作物の成育期間中度々行い，且つ作物の種類に際、じて使用方法に多少の差異はあるが可成容易に

i菌感し得る等の特徴が具備されて居る結果にタトならぬのである。

然し乍ら斯虫日き特徴を具備したカノレチペ{ターは一夜にして考案夜明されたものでは無<I 農業の軍基主主に

つれ，農業者と農機具製作者との血の ß~ るが如き努カ工夫に依って出来上ワたもので，一小部分の考案と離も

努力の結品であると言うも過言て・はi恥、。斯様にして出来上り普及を見たものが現今のカルチペ【ターで，我

図特に北海道の畑作品主管には~くてはならぬ重要なる器具であることは前述の通りである o 従って農機具製作
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者に依ワては細部の構造，構成材料等に多タの差異があるが，カノレチペータ{としてはー感纏った形態を採っ

て居る。

庭が支那事媛，大東亜戦の進展に伴ない農村に於ける苦手カ難は勢い農機具使用の度を増長したが，製作業

者は資材開係、の不足逼迫に伶ない，製作技術の低下，粗悪化の現象を呈し始めて来た。特にカノレチペ戸ターに

於てその傾向が一段と高<，従来の特徴でありた 2，3種の作業が出来たカノレチベーターも製品の粗悪化，弱体

化及び附属品の不添加等により，僅かに 1種の作業しか施行出来ず.場合に依つては 1回使用したのみで修理

を必要とするが如き現象を査芝生して来たのである。其の結果，反常り4lc量の低下，作付面積の縮減，農業経管

の単純化の如き第コヨた的悪影響を及ぼして来たのである。

斯掬Iき悪現象を惹品した理由は，カルチペ{ターに重きする基本的科撃的研究が無く，皐なる経験とタト鴎製

品の模倣とに依~ ，往時は資材の塑富なるにまかせ，製作奴質して居たものが，近年は銭鋼その他の素材類の

狭乏等より有合せ主義で製作販質したからである。賓際，農機具製作者には除草作業のために農家が盛夏の侯，

炎熱にさらされつワ，関場に立働く苦労も，叉1悶の;盛期除草作業の省略が如何程の減敢になるかも了知され

ぬから，除草真正を附属品として添加せぬ位のことは慈意で無くとも資材，労力節約の意味から常;然行ν、勝ちで

ある。叉桁組の材料にしても適常な材料がなければ，車に形態を整えるが如き弱体す法で製作することも別に

不思議ではない。若し製作者に此等に闘し正しい知識があったならば，斯程ーまでにならなかったと思考される。

要するに確固たる理論的科接的研究の無かったことが精したのである。

カノレチベータ{に関する著書を見るも形態的説明はあるも詳細なる記載は誠にさbなし僅かに G.KUHNE

の著書にあるのみである。叉使用法に就ては 1，2の作物に就て注意事項が述べられて屠るに過ぎない扶・況で，

他の農機具の如き多数の研究業績が乏しし SMITHはその著書に於て， rカルナベーターの牢曳抵抗力に闘し

ては緩めて僅タの研究がなされた」と記述しであるのを見ても了解出来る。

それで筆者は， カルチベーターを既存業者の製作品の構造， 構成材料を調査し， 号制ζ一般農家の使用方

法，技術の調査を行い，之等を基礎として理論的に設計製作し， 11ワ1実際に使用して作業性能が如何に重要で・

あるか，叉作業を完成するためには如何なる形態，種類のものでなければならぬかを決定し，更に農家に重量し

ては，性能高〈最も効果的なる使用法を展示するため本研究を行ったのである。従ワて本研究はカルテベータ

ー製作法の研究で・あると同時に使用方法の研究でもある。一般農機具同様カノレティーターも此等の雨研究が相

，平行して初めて効果が設揮出来るものである。

本研究は文部省科撃研究費の補助により，昭和 17-19年の 3~î年間に行ったものであり，明記して感謝

の意を表する。

叉質検には別府正一，青山農夫，瀬戸川宏，岡村俊民，奥田毅海，佐々木恭子，御園生幸子の諸君の援助

を得，供試カノレチベーターの製作には上回議勝，別府正一.瀬戸川宏の三君に，設計製闘には悶所松露，小野

哲也，奥田数海，松居勝康，須山啓介，佐々木恭子，御園生辛子の諸君に頁う蕗が極めて多<，衷心より感謝

するものである。
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第 1編 線、 論

本編に於て， カノレチベーターの意義を明らかにし，先進農業国たる独，米のカノレチベータ

ーの発達;伏況を尋ねi次に我が国のこれが発達朕況を比較検討し我が国カJレナぺ{ターの特徴

を把握した後，カノレチベ{夕{の分類を記し，詳細に分ける名称、を各部に与え，研究の便に供

せんとする。

第 1章 力Jレチベーターの意義

カノレチベータ{は， CuItivatorの発音をその俵取入れたものである。明治4年， A. KEPLON 

氏により北米から輸入された一連の農機具中に在ったもので，北海道にて Plowをプラヲ， Har-

rowをハローと呼んで居るのと全く同ーである。人により発音を多少異にし，カラスベ{夕

カノレチペ{ター等と呼ぶが， これはプラクをブラオ，プラオと呼ぶのに似て居るが，共に正し

い発音ではない。

農機具として， カノレチベ{夕{が占める主な作業は， J.B. DAVIDSON， H. P. SMITH， H. 

HOLLDACK， G. KUHNE諸氏の著書を綜合批判して総括-的に述べれば，次の如くなる a

カノレチベーターは， (1)作物の播種後， 風雨にさらされた地表部の土壌が沈滞固結し， 温

熱，空気及び水分の浸透を妨げるから，虹起して膨軟にし，破砕して土中へこれ等の浸透を容

易ならしめ， (2)作物の発芽，成育につれ，雑草も自主間，株間処かまわす繁茂し始め，作物の成

長を阻害するため，雑草の繁茂を防止，菱除しなければならず， (3)時には或る種の作物により

畦聞の耕土を浅く或いは深く在起し，膨軟となし，これを作物の根際に押寄せる必要があり，

これ等3種の作業に使用する機具を総称する。以上の3種の作業は各々中耕，除草及び培土と

呼んで居る。

1台のカノレチペータ{によって， これ等3穫の作業を行うものであるが，いずれを重点的

にするかと云うに，第2章に於て詳細に述べるが，北米に於ては中耕に，独乙にては除草に各

々重点を置てい居るο 従って機体の構成，歯刃の形態、に特徴が生じて来るのは勿論，名称より

観ても了解11¥来る。 即ち米国では Cultivatorと称するも，独乙では Hackmaschine，或いは

Pferdehackeと称し除草機或いは畜力除草器との意味を表示して居る。北米にては点播作物た

ると，条橋作物たるとを問わす，主主丈の伸長力大なる玉萄黍，青刈玉萄黍，祈1等の栽培が盛ん

であり，且つ気候的に見て乾燥農業地帯が多いから，単に中耕せるのみにて発育せる雑草を枯

死せしめて， カノレチベータ{の使用目的を満し得るが，独乙にては禾穀類，甜菜等の栽培が多

く，且つ作物成長期は多湿なること多いため，雑草の去を除のためには茎葉と根とを切断分離す

る除草をしなければ，単に中耕程度では雑草を枯死させることが出来ないのである。

以上の差異は作物の稜類，気候等によるものであり，立地条件に適応して発達した農業に，

農機具が導入され易い形態をとらねばならないと言うことの証明の一つ〆とすることも出来るの
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である。

鶴って我が国を見るに， カjレチベーターと称するのは，中耕，除草及び培土に使用し得る

ものであったが， 近々 3-4年以来のものは専ら中耕にのみ重点を置いた形態のものが販売さ

れて居る。 これは農業のための農機具でなく農機具製作者のための機機具とも言える。今次戦

争の為現われた悪い現象の一つである。

カノレデベータ{を牽曳する原動力は畜力又は機械力であるが，例外として袋輪カノレチベ{

ター (GardenCultivator， Radhacke)と云って手で押し進める人力用のものもある。我が国で

は専ら耕馬により牽曳され1本の畦間を作業して進行するものを言って居る。又畑作物にのみ

使用して居るから，畑用中耕除草器等と呼ぶ人もある。

要するに， カノレチk..~ターと呼べば我が国では，主馬曳 1 畦用畑作中耕除草培土器と解し

て良い。

第 2章 猫乙並びに北米に於けるカルチベーター設達の紙況

我が国のカノレチベ{タ{を考察せんとするには，先進国である欧米のそれを先ず眺める必

要がある。欧米を二大陸に分類すれば，旧大陸である欧洲と新大陸であるアメリカに分け，旧

大陸の諸国に於て最も農機具の進歩発達した独乙をその代表に選び，新大陸では北米合衆国を

選び，両国のカノレチベーターに就いてその発達朕況を述べることにする。

第1筒濁乙に於けるカルチベーター援蓮の棋況

独乙ではカノレチベータ~ (Kultivator)なる名称を古い著書に見受けて居たが，第一次欧洲

大戦後には， Pferdehacke， Hackmaschineなる名称、を用いて居るも カルチベーターはこれを

使用する原動力の種類より分類すれば， Handhackeと称して我が国の草削，突ホーに類する人

力用除草器と Radhackeと称して北米の GardenCultivatorに等しき手押用装輪カルチぺータ

ーの 2種類の人力用除草器がある。 これ等二者より発達進歩したものに畜力用及び動力用カノレ

ナベ{ターがある。

畜力用カノレチベーターには鋼管製枠組の除草培土器(Hack-undHaufelgerate mit Stahl-

rohrrahmen)の如き 1馬曳1畦用のものと密条播 (Dri11播)した禾穀類や又甜菜の如く梢広い

条播作物の除草に用いるものの2種がある。前者は左右の側桁をνパーによって開閉自由にし

て中耕幅の調節が出来，中耕深の調節には桁組の先端にある定規車をレパーにて上下して調節

し得る装置である9 装備品として除草刃5枚(左右側桁に4枚，主桁の前に 1枚)と，主桁の末

端に 1枚の培土刃があり，畦幅広き作物のカノレチぺーターとして賞用されて居る。後者は禾穀

類，根菜類専用のカJレチベーターで，最も発達し又良く官及した型である。従って多数の製品

が一流会社 (Siederleben& Co.， Rud. Sack co・， Theodor Hey Co.， Epple & Buxbaum Co. 

及び DeutscheIndustrie werke A.ーG.)により考案発明されて販売されて居る。



156 農場特別報告第十一号

禾穀類，根菜類専用のカノレチベータ戸にて共通の点は全中耕幅が2-3mあり，多畦式(11

-15畦)である。そのためには圃場に凹凸がある時，個々の歯刃を有する歯粁が自動的に貫入

深(耕深)を調節し得る装置が必要であれそれには横粁式 (Hebelhacke)とか，平行四辺形式

(Para11elogrammhacke)とかがあり，且つカノレチベータ{の進行方向の変化に対して歯刃の方

向が直接影響されぬ様に緩衝装置があり，更に又スプリ γグ仕掛で歯粁を取付けた枠組が一度

に上下し得る構造になって居る、運行する車輸は 4個で前2輸は梶棒を取付けた梶車とも言う

べきものでらり，後2輸は種々なる装置を有する機体に取付けられて居ると言う 4輪式であるJ

又操縦者は専ら馬を御し，機体を操りながらカノレデベータ{の後方から歩行するものである。

その他特殊用カノレチベ戸夕{として玉萄黍専用カノレチベーターを挙げなければならぬが，

これは北米の InternationalHarvester Co.の製品を使用して居る。

動力用としては形態を大にし，耕幅4mとし座席を機体の後部に設け，坐りながら機体の

操縦をする程度で機構の上には余り大差がない。独乙としては動力用，特にトラクター用のも

のはその種類が多くない。

1. カルチベーターの忍型

独乙では6種類の刃型がある。

(1) 水鳥の足刃 (Gansefusmesser)
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専ら禾穀類の中耕，除草に用いられ，双幅は6-13cm，刃先の爽角は 600 で第1図2の通

りである。我が国では三角刃，V字型刃と称、する。

(2) 三角刃 (Wi叫celmesser)

禾穀類に使用するものの刃幅は 8-14cm， 甜菜に用いるものは約 20cm， 刃先の爽角は

300，刃背の爽角は 360，貫入角は 140 である。第1図の 3の如き形態寸法を有する。我が国で

は鎌刃，L字型刃と称、して居る。

(3) 七三三角刃(Doppelmesser)

向上の作物に使用するもので刃幅は 14-25cm，特殊用としては 40cmにも及ぶものがあ

るL第2図の 3はその形態を示す。我が国では七三三角刃と言う。

(4) 撃刃(Bodenmeisel)

種々なる程度の深さで耕土を膨軟にするのに用い，刃幅2.6cmで第1図の 1の如き形であ

る。我が国にては角撃刃と言って居る。

(5) 培土刃 (Haufelwerkzeug)

培土プラクの如き形をなし，左右の接土議が固定された第1図4の如まものと開閉自在な

5の如きものの2種があり，馬鈴薯の培土，高畦作り等に用いる。土寄刃・とも云う。

(6) 護葉刃 (Schutzwerkzeug)

稚苗期に土桂で稚苗が埋没するのを保護防止するためにカノレチベータ戸に附する特殊の刃

で護葉円貨刃 (Schutzscheiben)第1図6と，護葉手鎚刃 (Schutzblech)第1図7の2種がある。

以上6種あるも，カノレチベーターの三大作業より見れば (1)，(2)， (3)は専ら除草と解される。

然し刃幅の狭小なるものは中耕とも思われるが，その差異は余り明瞭ではない。 (4)の刃型は或

るときは中耕となり，或る時にはプラヲ耕の代胃，即ち撹耕用と認められる。 (5)は明らかに培

土に供せられる。刃型の種類より見れば除草に主なる工夫が加えられて居ると言うも過言では

ない。次は培土である。その理由は麦類，根菜類及び馬鈴薯の栽培が盛んであり，これ等圃場

のカノレチベ{ター作業を必要とする所以である。

11. 歯忍の醍列と作物との闘係

第2図に示すものは独乙に於ける最も代表的な歯刃配列法である。図中1及び2は密条播

をした禾穀畑に用いるもので1は水鳥の足型を， 2は三角刃を用いて居る。 3-7は全部甜菜類

畑用の配列で3は広幅の水鳥の足型刃と護葉円減刃の併用であり 4は広幅の三角刃を 5は

小型の培土刃を用いて居る。 6は前方に水鳥の足型刃後両側に三角刃を 7は小型な水鳥の足

型刃を3枚雁行的に配列して居る。 6，7は耕土が重粘締結せる圃場に用いると記載してある九

斯くの如く歯刃を相重ねること少なく，普通土では 1畦1枚の刃にて作業目的を達成して

居る。重粘土となれば初めて幅小なる刃を雁行的に配列して居る。斯く配列する理由は，多岐

1) G. KUHNE: Handbuch der Landmaschinentechnik， I. 2. S. 322. 
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ドイツに於ける歯JJ.の配列法

る程度の中耕をも遥せんとするためであると

推定される。

又禾穀類用のカノレチベータ{は，条播機

(Drill)と密接な関係を有して居る。中耕除草

をカノレチベ{ターでなさんとするときは，畦

幅を 18-20cmとなしたる条播機を用い，且

つ左右の畦と除草刃の間隙を合計 8cm与え

る様に，即ち 18cmの畦幅ならば除草刃の刃

幅は 10cm，20 cmならば刃幅 12cmのもの

を使用する様勧告されて居る。それ翼相互的

に密接な述繋を持って居る。

III. ~型と雑草との関係

→定の様式があるのではないが，平均して雑草少なき圃場に水鳥のA型を用い，雑草極め

て多きも，歯粁に茎葉が纏絡することが少ない場合には三角型刃を用いることになって居る。

IV・ カルチベーターへと中耕深との関係

カノレチベ{ターで中耕除草を行う場合，歯刃の貫入深(中耕深)が深きに失すれば作物の側

根或いは主根を切断し，作物成育に悪影響を与え，又余り浅きに失すれば中耕，或いは除草の

目的を果さぬものである。然るにこの限度に就いての記載は， H. HOLLDACK， G. KUHNEの著

書に表示されて居ない。匁型と土壌，作物，或いは雑草の関係に就いては比較的詳細に記載さ

れて居るのに比すれば，誠に奇怪に感ずるのである。ただ G.KUHNE (H. d. L. 1. 2. S. 333)氏

は米国製，玉萄黍用カノレチベータ戸の処で，玉萄黍が5-8cmの主主丈に成長した時に第1回目

の中耕除草をなし以後10，.....，14口毎に草丈が 80-100cmになる迄継続せよ，但し最初の 1，2回

は中耕深 8cmとなすも作物にJ忠影響なく後に根張りが良くなった時には浅く掛けねばならぬ

と言って居るのを見ると 8cmの深さは他の作物にとっては随分深いものであると推定される

のである。要するに貫入深の記載がないことより見ても，浅く掛けて雑草を基除する除草に重

点を置くと解するも支障がない様である ο

V. 歯忍及び歯粁の材質

1*[刃となすべき鉄叡は均質性鋼識にして厚さ 2-3mm，抗張力は 70-85kg/mm2であり，

刃縁の硬度はプリネノレ硬度で400とされて居る。歯十'l'は均質性鋼叙てe抗張力 37-45 kg/mm2の

ものを使用することになって居る。
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VI.特徴

以上の如く各点より独乙に於けるカノレチベ{ターを記して見たが，次に大体の特徴を列挙

する。

1. カノレナベータ{の種類は1畦式の除草培土用のものと，多畦式除草専用のものに分た

れ，後者は麦類専用と根菜類専用とに細分される。

2. 耕馬は 1~2 馬曳にして小なるものは 1 畦， 大なるものは耕幅3mに及ぶもの， 又ト

ラクター用としては 4mに及ぶものがある。

3. トラクタ{用を除く他は専ら歩行用にして， カノレチベーターの後部にて耕馬を街!しな

がらカノレデベーターを操つるのである。

4. 歯刃は 6種類に分けたるも，主として除草用のものであり，土壌の硬軟，雑草の多少

により歯刃の形態，配列を異にする，並列が多い。

5. 麦類専用カノレチベータ{にありては Drillと密接な関連を有し，畦幅を加減し， カノレ

チベ{夕{の導入を便にして居る。

第2節 北米に於けるカJ¥..チベーター援護の拭況

北米にては古くよりカノレチベーターが使用され，多種多様のものが考案発明され，良く使

用されて居る点では世界各国中随ーである。

カノレチベ{タ{の原始的形態、は J.B. DAVlDSON (Agr. Mach.， .p. 140)によれば，ホー(人力

用草削)より発達したもので畜力を利用せんがために 1~2 枚の竪爪 (Shovel) をビ{ムに取付

け，その先端には型鈎を，後端には操縦を便ならしめるためにハシドノレを附した極めて簡単な

るものであると述べて居る。

現今使用されて居るカノレチベーターを原動力の種類より分類すれば，人力用としては専ら

手押カノレチペータ~ (Garden Cultivator)であり， 畜力用としては 1馬曳1畦用7枚刃カノレチ

ベ{タ 同じく 14本爪カノレチベータ{等の如き， 構造は比較的簡単ではあるが，定規車に

より中耕深を調節したり，主桁に装備したレパーで左右両側桁を開閉して中耕幅を調節するが

如き機構を有し，作物の種類により生ずる畦幅の大小に応じて使用するのに適するものである。

これ等両種のカノレチベーターは共に 1本の畦聞を進行するのであるが 1本の播畦を爽み両側

の畦間を半分宛中耕除草して進む 1畦用2馬曳歩行カノレチベーター (One-rowTwo-horse Wal-

king Cultivator)なるものがある。 又 1 畦用 2 馬曳乗用カノレチベータ~ (One-row Two-horse 

Riding Cultivator) がある。更に 2 畦用カノレチベ戸夕{で耕馬 3~4 頭で牽曳するものがある。

これ等の構造は実に巧妙に出来て居て，歯刃の形態，種類， (後に詳細に記述する)枠組，車輪，

耕深，耕幅調節装置が各々調節用手押レパー，或いは足踏レパ{で行われるので，畦聞に大小

があったり，耕地に凹凸があったり，或いは障問物があったりしても，寸時に調節して性能の

良い作業を行うことが出来る。又作物の畦を跨いて作業をなすから，作物の成長部(芯)を損傷
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させぬために，左右に2個の輸を装備する車軸アーチ (Arch)裂でらったり，又そのア{ナの高

さを作物の伸長に応じて高く調節したりする様な工夫がこらしてある。輪数は普通2{闘である

が，特殊のものは後部に1輸の 3輪式で，独乙の如く 4輪式は極めて少ない。

北米に於けるカノレチペ{ターの構造の上で特筆大書するべきものに，第一は歯刃並びに歯

+干の衝撃による破損を防止する安全装置である。これには BreakPinと言って木製棒を用いる

もの， Frictionと云って歯杓:の桁との聞に螺着するのに摩擦抵抗力を用いるもの，及びスプリ

ツグを用いて一定以上の抵抗を受けると外れる仕掛になった3種がある。最も広く用いられる

ものは最後のばね製掛外し装置であって，相当乱暴に使用するも歯粁や桁組を破損したり，撚

転せしめたりすることがないのである。

第二は凹凸のある国場で作業する時 1畦なり 211住なりを左右両側より央んでかけるので

あるから一様な深さで歯刃が貫入せねばならない。従って個々の桁が白白に上下し得る様，又

左右に移動し得る様調節せねばならない。この調節のためには，足踏調節法(DirectFoot Con-

trol)，盛席を左右に移動させて調節する座席法 (SeatGuide)，足で踏みつけると車輸が左右に移

動する軸仕掛になった旋回軸法 (Pivotaxle)， 足踏みで押しつけると桁が左右いずれにも移動

する平行移動法 (ParallelShift)及び旋回軸と平行移動の両仕掛を組合せた旋回軸平行移動組合

せ法 (CombinationParallel Shift and Pivot Axle)等5種の方法が取入れられて，作業の完壁

を期して居る。

第三には特殊な目的のために附属品があり，枠組又は桁組の一部に装備して容易にその目

的たる作業を果させるためであり，附属品には次の9種類のものがある。 (1)護葉器 (Shield司.

Fenders)で護葉匁に相当するが，その種類は鉄議型 (Solid)，丸格子型 (Wireor Ope'n)，屋根型

(H∞ded)及び歯止め車.型 (Rotating)等があり，前二者は玉萄黍栽培地帯 (CornBelt)に，鉄飯

型は主として棉作地帯(CottonBelt)に，又屋根型は溝植をした作物に使用されて居る。 (2)円

叙培土刃 (DiscHi1lers)で畦作り作物や棉作等に用いる。 (3)翼吠培土刃 (WingHi1lers)o (4)砂

土を浅く中耕し， 雑草を枯死せしめるためのばね歯粁中耕器 (Spring-toothAttachment)o (5) 

中耕後，追肥として施肥する肥料撒布器 (FertilizerAttachment)，附特別に煙草の根際まで中

排する煙草用除草器 (TobaccoHoeing Attachlllent)， (7)畦間の中央部を， 特に中お|する中堅

爪 (CenterShovel)や， (8)雑草の纏絡するのを防止するために桁組の間に装備するばねtおれこ製

中堅爪等がある。又， (9)桁組の一端に繰り出し仕掛(JockyArch)があって左右両桁の間隔を

調節するもの等が附属品としてある。 これ寄与はいずれもカノレチベ{夕戸の作業性能を一段と高

めもるのである。

動力用カノレチベーターとしてはトラクター専用のカノレチベ{ターがある。使用する作物は

主として玉萄黍，棉等でらる。構造は畜力乗用式と大差がないが， トラクタ{の前方に桁組が

置いてあるのと， トラクター操縦者がカノレナベーターをも操縦するに過すること，作業する 11庄

数が畜力用は 1~2 畦なるに民し 2~4，.... 6 畦用となって居る点が兵なって居るところである。
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1. カルチベーターの忍型

北米に於けるカノレチベーターの刃型は大きく分類すれば， (1)中耕刃に相当する竪爪 (Sho-

vel)， (2)除草刃に相当する横爪 (Sweep)，(3)培土刃 (Hiller)及び (4)護葉刃等であり，各々は更

に細別することが出来る。

(1) 竪爪 第3図の如く 5種あり， その形態寸法は図示の通りである。三f面竪爪 (Straight

Shovel)，撚転竪爪 (TwistedShovel)，足形竪爪(F<∞tShovel， Spear Point)，転用竪爪(Double

Poited， Reversible Shovel)，半竪爪 (HalfShovel)。

。)横爪 第4図の如く 3種;bり， その形態寸法は図示の通りである。 幅広横爪 (Sweep)，
成畦爪 (Furrower).及び半横爪 (HalfSweep)。

その他円鋲及び翼7tR培土刃があることは前述の通

りである。竪箆型 (ScraperHill~r) 及び接土鋭型 (Moldbo町dHiller)o.

第5図の如く 2種あるも，培土刃(3) 

(4) 護葉刃 (Shields;Fenders; Gu，ard) 第伊図の如く 4種ある。鉄叙型(SolidShields)， 

丸格子型 (Wireor Open Shields)，歯止め車型(RotatingShields)及び屋根型(HoodedShields)。

第3圃

~[ð~I 
iマ」li[「!
ドィtw寸 トペトは可

アメリカに於ける中耕用歯JJ.類

~ 

第 5'圃 アメリカに於ける護葉~類

以上の外に更に特別な刃型がある。 その一つは円叡カノレチベーター (DiscCultivatqr)と言

って，中耕，培土及び濯、既用の小溝を作るのに用いる。 円議を3枚並べて 1個の桁組としたも

のや，除草及び削耕を目的として使用する削耕カノレチペーター (SurfaceCultivator)と言って

干高々長い鉄叡を2枚取付けて 1個の枠組としたもの等がある。

刃型より観た北米のカノレチベ{ターは実に多種多様であって独乙の比ではない。
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11. 特殊用途に供するカルチベーター

北米は気候的に見るも乾燥地帯よりjW潤地帯えと極めて広範囲に主主って営農されて居り，

作物の種類も極めて多く，気候条件に適応した作物を栽培して居るから単一作物ら作付面積も

大で， 勢いそれ等に便利なカノレチベーターが発達して米るのは当然である。 今 2，3に就いて

記せば下の通りである。

(1) 十蒔聞けカノレチベーター (ListerCultivator) 

乾燥農業地帯は濯慨をせんとする目的のために陸子を予め低滑に熔種するが，その低溝を

成j位したり，或いは培土したりするに用いるカルテベーターで刃型はいずれも円識で， 1--3枚

を1個の桁組として居る。 その種類は播式 (SledLister Cultivator)，装輪式 (WheeledLister 

C叫tivator)，2畦用 (Two-rowLister Cult.)及び3畦用 (Three-rowLister Cult.)で後者はトラ

クターにより牽曳される型である。

(2) 甜菜，豆類用カノレチベータ戸(Beet!and Bean， CuItivator) 

畦幅の狭い作物に用いるカノレチベ{夕{で刃型は横爪と護葉刃(多くは鉄叡型)とを有する

4畦用が多い。 この種のカノレチベ F 夕{は又構造を少しく変えて棉の間引用に供することもあ

る。

(3) 棉間引器 (CottonChopper) 

楠作に於て間引を人力ですることは，相当過大な労力を要するが故に考案されたものであ

る。刃型は広幅横爪を用いるもの 1個の大なる円体の周辺に多数の鈎朕針を植付けたもの等

がある。いずれも表土の上層部を削破するから間引兼中耕除草用となるのである。

(め廻転ホー (RotaryHoe) 

星型円議を多数前列した2本の軸を前後複列に装備したもので，玉萄黍， N宛豆，棉，馬鈴

薯，小麦及び燕麦等ーの稚苗期に締結した表土の皮殻を破砕し，雑一平の芽生を根絶するのに用い

るものである。

(5) 首1]耕カ Jレナベータ~ (Surface Cultivator) 

地表面を極く浅く中耕し，雑草根を切断するに用い，専ら平畦作りの作物に用いる。乾燥

が甚しい時，毛細管を切断し，土壌水分の蒸発を防ぐに最も適したものである。 歯刃の形態、は

前述の如くである。

(6) 闘場カノレナベータ":""(Field Cultivator) 

半乾燥地帯等に夏耕としてプラヲで虹起する代りに用いるもので各種の雑草を根絶し，杉1・

土の締結を防止するのに用いる。刃型は堅爪，横爪を用い， トラクター用である。この種のカ

ノレチベータ戸の一種に機体の高さを低くした果樹園用カノレチベーター (OrchardCultivator)な

るものがある。

III.歯忍の国列法

多種類の歯刃の形態を備え，多種類の目的のために使用する北米のカノレチベータ{に於て
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は，歯刃の配列法にも色々と工夫されて居る。然し畦幅の大小より分類すると大体二大別され

る。

畦幅小なる例えば甜菜用カノレチベーター，或いは岡場カノレチベーターの如きは前後2本の

横桁に適当なる間隔を置いて歯刃を配列してあるし，畦幅大なるカノレチベ{ターにては歯刃2

-3枚， 段付側桁に適当な装置により雁行的に取付けるか，或いは 1本の横桁に取付けるかし

てある。此の種の桁が紹合わされて枠組に装置きたる。此の場合歯刃を歯十干に取付けたる後に

桁に組合わせる結果，畦幅の多少の調節は桁を直接開閉するか，或いは左右に移動させるので，

歯刃の表面が進行方向に直角にならない場合がある。斯如き場合には，歯粁と桁との聞に腕金

(Shank)があり， tti粁を廻転して歯刃面が進行方向に直角になる様に調節する装置がある。 歯

刃の貫入を耕土の肢態の変化に応じて容易にさせるために(貫入角を調節するために)，歯粁を

上下の二分節に分け，適当な装置によーって歯刃の貫入角を変化させ得る様にして居る。 I{7~えば

玉萄黍用カノレチベ{夕{にては， 15"，，40cの間に変位し得ると G.KUHNE氏はその著書に記載

して居る。 これ等の調節は予め作業前に使用者が行うものである。

以上の如く歯刃の配列ど数種に及ぶが，作業性能を高めるために細部にまで工夫されだ居

る点は感心すべきである。

IV. カルチベーターの種類と耕地の航態との関係

H. P. SMITH氏によれば 1馬曳 1畦用歩行カノレチベータ{は切株残存耕地(東部及び南部

の森林地帯)で尚広く賞用されて居るし， 2馬曳1畦用歩行カJレチベーターは操縦者に黒人を使

役する南部の植民地に普及して居る。その他の処では乗用カノレチベータ{が使用され，特に障

碍物の多い地帯では桁組の調節が自由にきく構造複雑なものを使用して居る。それから一般的

には耕馬により牽曳されるカノレチベ{夕{よりは，工程の大なるトラクタ{用カノレチベータ{

が漸次普及しその勢たるや侮り難しと述べて居る。要するに種々なカノレチベ{ターが使用され

て居るが，結局はトラクター用のカノレチベータ{が普及すると思われる。その玉里由は， トラク

ターは耕馬に比し速度大で，方向転換に多く時聞を要せず，更に立1I:る様なことがないから，

1日の工程が大となることである。事実，実験結果によると 4馬曳2畦用カノレチベーターは

1 日 10 時間作業にて 15.4 エ{カ~ (Acre)の工程なるも，同一カノレチベーターをトラクタ{に

て牽曳させれば， 23.8エーカーのーて程となる。その上一般に 1枚の圃場が大勺トラクターの運

行に適当して居るからカノレチベーターもトラクター用に発達して行くのは当然であろう。

V.特徴

北米に於げるカノレチベータ{の特徴を列記すれば，次の如くである。

1. カノレチベータ{の種類は 1馬曳 1畦用歩行カノレチペータ{を始めとして 2馬曳1畦

用歩行カノレチベータ或いは乗用カノレナペ{ター， トラクター用カノレチベーターと各種類が

耕地の;伏況，使用者の文化の程度に応じて広く使用されている。

2. 耕馬は 1-2-4馬曳，畦数は2畦用が主であるが，時幅狭き甜菜用カノレチベーターに
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ては4畦用であるし， トラクタ{用は， 2-4-6畦用である。

3. 歩行用，乗用両種あるも，乗用カノレチベ{ターが多く用いられる。

4. 歯刃の形態は極めて多く同一歯刃例えば中耕刃にても 5種，除草刃にても 3種，培土

刃にても 4種，護葉刃にても 4種と言う如く，その形態が多く，それぞれ巧みに使用されて居る。

5. 畦幅の大小により，使用するカノレチベ{夕{を異にするも，畦幅の多少の差異は，カ

ノレチベ{夕{に附属せる調節器によって迅速容易に調節する構造になって居る。

6. 特殊な目酌に専用するカノレナベ{夕{が極めて良く発達して，その作物の成育に適応

させたり，使用目的を満足させる様な構造を有して居る。

7. 器体の破損を防止するために，安全装置や，又作業性能を充分発揮するために細部の

調節装置等が良く考案されて居る。

第 3章 我固に於ける設達の朕況

我国カノレチベーターの濫腸は古いことではなく，確実に記録された処によると，明治 4年

A. KEPLON氏一行が北海道開拓のため，遥々故国を離れ，我国の招鳴に応じて来航したる時，

当時北米にて発達した農機具一揃を持参した中にあるのが，カノレチペ{夕{の最初で:ibる。古

くはペノレリが徳川幕府に農機具一式を献上せりとの記録はあるが， その名称，員数は不明で，

従ってその中にカノレチベーターが含まれて居たか否かは推定する余地もない。

斯くの如く，我国のカJレチベーターは北米よりの輸入に始まり，開拓の進展と共に自然と

発達普及して来たものであって，開拓以来80余年聞の跡を尋ねると，明治，大正，昭和の三時

代に分類され各々に発達の特徴があり，我国農業に適応した形態のカノレチベーターが出来上っ

たのである。以下時代別に述べることとする。

第3簡明治時代 (1868-1911) 

A. KEPLONによって北海道開拓の方針が確立するにつれ，営践に使用する農機具も亦定ま

り， 取敢えず使用されたものにプラヲ(主として山万付新墾プラヲ)及びハローがあった。 そ

れ等の使用技術も未熟であるため，技術の習得，伝習を目的とするために馬耕技術伝習生なる

ものを，明治7年，渡島国七飯村勧業所にて募集し，馬耕の技術を習得せしめたる後，指導員

として各地方に分散駐在せしめた。それと共に農機具類を無償にて貸与したが，明治10-14年

までの貸与台数を表示すると第1表の如くであるわ。

僅かに1台しかカノレチベータ{は貸与の申請が出て居なかった。 これは勿論，新墾後間も

ない新開地の耕地には未だ腐朽しない大樹の切株が残存し，幹根が地表面近く切株の周囲には

びこって居るので， プラヲ掛けも充分出来ず，従ってカノレチベータ{を通すにしても太根に街

1) 松野[事: プラウ史考.
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その上未だ熟地化せぬ耕:tfi粁或いは桁組を破損又はは撚転する虞が多分にあり，突して爾刃，

これ等が歯粁に纏絡して操縦意、の如くならざるのと重量大な

専ら人カ用の中耕除草器たる鍬戎

主主根等多数あり，土中には笹根，

-る等で使用困難を来したために使用するものが余りなくて，

除草の期聞は比較的長く，作物発育後の 5月よそれに中耕，いは草削によって居たのである。

当時は未だ耕作面積が少なかったり7月中匂頃迄なので工程が上らなくとも仕事が出来たし，

当時の営農面積を参照すればこの聞の消息を良く了解出来る。耕作ので充分間に合って居たο

面積の変化を示すと第2表の如くである1)

且つ耕土の朕態が不斯如く僅少であったから当時としては中耕除草は人力で充分であり，

適当で普及する迄に至らなかった。

仏関独乙，甜菜栽培の奨励のために北米，明治 13年 (1884)伊達に製糖工場が設立され，

西より農機具が輸入され，明治 18年には JohnDeere会社の再墾プラク(飛鹿印と呼び大好評

と共にカノレチベーターが輸入されたが， 重量大なること，桁長さ長大

当時輸入されたと忠われるものに独乙製入力同除草

を博したプラワである。)

にて操縦に不便なるため普及しなかった。

当時の鍬に比し手軽で能

率的であったと言われて居る。

下って明治 30年，伊達の住人に黒川敬造なる人が居たが日清戦争にて，農村より多数の壮

特に除草には最も苦労した

と言い，同地方では除草ホーのことを「ハッケ」器 (Hacke)がある。

青年が従軍した結果今時我々が体験したように労力不足を来したd

ので当時使用して居た仙台鍬(平鍬にて，仙台地方にて使用せる固有の形態のもの)の如く中耕，

畜力を利用して工程の大なるものをとの考案条件の下にて「ナクジ」或

7'ラウ史考.1) 

除草及び培土が出来，

干~聖子[事:
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いは「片サクリ」なるものを工夫した。

第6図はその形態を示したものである。

即ち小型体2個を前後対称に 1本の地

側叡と型柱とを共通にし，傘金部を変

形して前後を容易に転換させ得る様に

した結果， t盛土を常に一定の方向に反

転し得るし，重量も軽く (10kg内タト)，

且つプラクの如く操縦容易であるから

伊達地方の農家の賞用大で今日でも使

用して居る。この片ナクリによると耕
第 6園 「サクリ j

土を 2，....，3寸の深さに在起反転するから中耕と同時に除草が行われ，耕土膨軟となり，温熱雨水

の渉透良く，地温高まり，作物の成育良好である。 1日に 1町歩の工程があり，萱科作物及び

麦類に最適で、ある。

斯如き片ナクリの出現により，当時の農村に於ける労力不足対策は一応確立したのである。

その後明治34年或いは35年とも言われて居るが， 中耕除草の畜力利用イじを希求せる農民

め要求により，札幌郡漁村の明珍と言う野鍛治屋が梯子型除草器を考案製作したd 構造の大略

な幅1尺，長さ 3尺の梯子の縦桁に各々 2枚宛の除草刃(俗称カスペ刃，北米の Sweep，独乙

の Winkelmesserに相当する)をとりつけ前部には曳鈎，後部には操作用のハシドノレを取付け

緋馬により牽曳せしめ，畦聞の除草に可成の効果を挙げたと当時親しく観察した釧路市藤池製

作所主人は語っている。第7図はその想像図である。

此の年頃になると明治初年頃に開墾せる耕地にては切株が腐朽し耕地も熟して来たので，

雑草の繁茂も年毎に烈しくなり，除草回数の増加及び工程の増大イじを農家は要求して来たに違

いないのである。又営農技術の向上と共に耕地面積の拡張，栽培作物の増加等により，労力の

分配上，除草器が必要になって来たことは充分想像出来るのである。従って明治37-38年頃，

主桁及び左右側桁が鉄製で主桁前方には猫足刃と呼ぶ小形な山万刃 1本，後方には大形の三角

事事 H事j 字母子型力 j~~
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刃を 1本，左右桁には鎌刃を1本宛合計4本の除草刃をつけ，且つ側桁外側には厚さ 5厘高さ

4寸，長さ 1尺8寸の鉄読を護葉刃として装備したカノレチベーターが空知郡角田村栗山市街地

の森山利兵衛により考案販売された。当時は日露戦争に於ける労力不足は当然であるから，労

力を特に多く且つ長期間要する除草には農民のみならず，農事指導者も頭を悩ましたことであ

ろう J 従って各地の農機具製作者も畜カ利用除草.器の考案製作に熱中したと見えて，その結果

明治40年には， 当時の農機具製作の中心地の一つでらる札幌にては主桁1.3x1.6x37寸，左

右側桁1.3x1.6 x 30寸の木製桁組に定規事を前方にとりつけ， カスペ匁及び半カスベ刃合計5

本をとりつけた所謂木骨除草器が販売され，栗山市街地にては野鍛治森山某と農家西野菜との

共同製作になる，木骨にして爽角小なる鎌刃4枚を左右の側桁に， 主桁後端に爽角600 の三角

刃を装着した除草器を製作販売し当時可成の普及を見た。

同年頃に空知郡深川町の藤見鉄工所にては，栗山市街地の森本式除草器より暗示を得て，

左右側桁に半カスぺ刃 1牧宛，主桁の後方にカスベ刃 1枚， 前方には直径4.5寸の鋳鉄定規車

をつけ，各桁の末端に芥掻きと言って 3分の丸鉄を 1本宛螺着した木骨除草器を製作したが，

当時では未だ広く使用される程耕地のJ状況が良くなかった。

古くより岩内で農機具を製作して居た大屋茂助工場では主桁1.2x 1.6x 33寸， 側桁1.2x

1.6 x 28寸の桁組で，主桁t乙刃幅6.5寸のカスベ刃1枚，側桁には刃畏6寸の鎌刃1枚宛歯粁は

4x8x80分で，それに3本の芥掻きをつけ，培土刃は別とし桁の最大開幅は1尺8寸という木

管除草器を盛んに製作し， 明治42-43年頃には， 140-150台位北見，十勝方面え売出したと

言われて居る。斯くして明治時代は終った。

さて刃型，歯粁，桁組等に就て総括して見ると，刃型は，カスペ刃，山万刃，~いは三角

刃と呼ぶ独乙の V字型刃に相当するものであり，更に比種の刃の小形のものを猫足刃，駒爪と

言って出来て居たa 更に鎌刃，半カスぺ刃と呼ぶ独乙の L字型刃に相当するものがあり，いず

れも除草刃である。

この種の刃を 3枚 4枚或いは 5枚取付けて更に鉄議製護葉刃があったり，芥掻きと言っ

てレーキに相当するものを桁の末端に取付けたり，可成の苦心が行われた。歯粁は厚さ 4分，

幅 1寸の平鉄を加工し，上端は二等分して丸棒となし，これに螺子を切り，桁に螺着し，下端

は歯刃を鍛接したものである。

桁組は，木，鉄共に末広形に配列し左右析の開閉は，自由に出来る様になって居た。

斯如く明治 45年聞はカノレチベ{ターの輸入に始まり，片サクリ，梯子型除草器の考案発明

となり，遂には木骨除草器の製作普及の緒につき，終ったのである。その適例として，明治40

年に時の北海道農業会の主催で全道農業経営法品評会を開催し，一等に入賞した札幌郡篠路村

中村茂平氏の経営内容を検討しでもカノレチベータ{は未だ使用して居らぬのである。同氏の経

営は耕地4町9反，労力 3人，家畜としては耕馬1頭，乳牛3頭，豚，山羊各々 1頭，家禽6羽

にして農具はプラヲ，ハロー，成畦器各々 1台，鍬8丁，ホー 4丁，鎌6丁，レーキ 3丁等で
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除草中耕は専ら人力用のホ戸で行って居たのである。

第4節大正時代 (191，2，...，1925)

此の時代の初期大正 4年頃までは前時代末期の情性で進んで居たが，第一次欧洲大戦の勃

発，進展するにつれて北海道の農作物，特に馬鈴薯よりの澱粉，豆類特に青腕豆の輸出盛んと

なり，価格の大暴騰等により，作付反別の飛躍的増加を来し，開墾面積も増大するに反し，労

力特に中耕除草の労力難，労銀の騰貴等により，この積木骨除草器の普及は極めて大なるもの

がらった。除草器と言えば馬鈴薯専用とさえ言う農家が出来た程盛に使用された。

従って色々主工夫が行われた。その一例に空知郡深川町の藤見鉄工所製の木骨除草器には

定規車の直後，即ち主桁の前端部近くに刃長6寸の山刀(根切りと坐りを良くする目的にて)を

取りつけ，その後方に三角刃1枚，側桁の後端近くに鎌刃を1枚宛，各桁の末端には芥掻ぎを

つけ，定規車は直径4寸，幅1.5寸の大きさであり，主桁は1.6x 1.6x 30寸， 制11桁は1.6x 1.6 

x25寸，歯粁は3x10分で，高さは6-7寸，桁の最大聞き幅は2尺と言う，明治時代の製品

に大改良を加えたものを全道各地に大正4-11年の問販売したのである。

又空知郡高字の一野鍛治は， 1.6 x 1.8 x 32寸の主桁， 1.6x1.8x25寸の側桁に，刃幅6寸，

爽角900 の三角刃1枚を，主桁に刃長4.5又は 5.0寸の鎌刃2枚，芥扱き 3本を耳立りつけた木骨

除草器を大正7年頃盛んに製作販売したと言って居る。

以上は空知地方であるが， 後志の国狩太村地方では大正7-8年頃は鉄骨5本爪のカノレチ

ベーターが出来，商刃も亀甲爪 (SMITHによる転用堅爪)と瓢箪爪との 2種の中耕刃が製作され

各々 5本刃として馬鈴薯栽培家に使用されて居た。更に附属品としては1枚の鉄叡で刃幅7寸

の培土刃(形態は SMITHによる成畦刃に似て居る)があり，中耕と同時に除草し且つ培土する

が如き姿となって居た。又その他の地方で作られた木骨除草器は同地方では， ~:ら豆類の除草

に限定使用されて居た。

/ 
狩太地方の鉄骨カノレチベータ{の寸法は， 側桁は3x10分，主桁は 4xlO分又は3x10分

であり，爾粁(つるともI呼ぶ)は4xlO分又は3x10分でらり，培土刃用の歯粁のみは 4xlO分

であった。

大正3年頃，旭川に於ては草取器とカノレチペ{ターとの名称、を有する相異った農具が製作

販売されて居たd 前者は木骨除草器であって， 1.6 x 1.8 x :58寸の主桁， 1.6 x 1.8 x 25又は26寸

の側桁で桁組をなし，主桁の前方に刃幅 7 寸，~角 900 の三角刃を歯粁 4x8 分の材料でボノレト

止めとなし，爽角 450 刃長7寸の鎌刃2本を側桁に，各桁の末端には，3x5分の平鉄製の芥掻

きをとりつけたものと，又桁組が平鉄3x10分製の鉄骨のものがあった。後者即ちカノレチベ{

ターと称せられたものは，桁組は木製で普通の木骨除草器の寸法と同ーであるが，木の葉刃

(丸刃とも言う)と言って長径7寸， 短径4.5寸の楕円に切断した1分鉄識を，出来上り長さ 6

寸，幅3.5寸に湾曲せしめ，これを 4x8分の平鉄を適当に鍛造して歯粁と'なしたるものに鋲J1:
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めとして 5本，即ち主桁の後方に 1本，左右側桁に2本宛ポノレト止めとなして販売したのであ

る。

十勝国大正村の農家は大正6年頃まで木骨除草器を使用したるも笹根，葦根等多く，歯刃

に纏絡して使用困難なりしも猫足爪の出現により大いに除草が容易になったと.言って居るし，

当時は豆成金，澱粉成金の族出した時代として十勝地方の開墾は猛烈な勢であり，耕地の拡張

が急速に進んだため，農家は勿論製作者も亦除草器の性能高きを望むと共に工程の大となる工

夫をした故に，大正10年頃には2畦用のもの，大正14年には3畦用の除草器の出現を見た。

伊達地方にても木骨除草器の普及は，大正初年より製作を始め，豆類，馬鈴薯の耕作隆盛

となるに及んで，除草技術が急速な進歩をとげた。即ち同地方は火山灰地で耕土軽量言であるた

め，耕土を反転すれば，埴土地の如く土塊を反転せず，単粒のまま接土散在し，株聞に堆積し

得るの長所があれそれで同地方では除草を兼ねて培土することが除草の一つの便法となった。

その結果狩太地方の培土刃の如き形態のものを大小豆，金時豆，花豆等畦聞の大小に従って刃

幅5寸， 7寸， 8寸， 1尺2寸及び1尺3寸の5通に製作販売したり，又麦類の早期中耕のため

に独乙の重量刃に相当するが如き剣先刃を製作し，農家も喜こんで使用したのである。

大正12年，天塩国土別町では， 4x 10分又は5x10分の平鉄で鍛造した歯粁に瓢箪爪をと

りつけ， それを5本歯粁と同一大きさの材料で製作した枠組に附けた鉄骨カノレチベ{夕{が，

既に製造販売されて居たと言われて居る。

斯如く大正年代には，僅かに 15年間ではあったが，第一次欧洲戦争で木骨除草器の著しい

腎及を見たと共に，鉄骨除草器或いは中耕と除草を兼ねた木骨或いは鉄骨カノレチベーターの出

現を見たのである。 これ等カノレチペ{ターの刃型には瓢箪爪と言って北海道独得の中耕と除草

を兼用するものと，中耕を主とする木の葉刃(ー名丸刃とも称する}及び転用竪爪とが生じたこ

とである。然も空知地方では豆類にはその専用の除草器を用い，馬鈴薯用には中耕除草を行い，

市も培土刃まで附属して居る鉄骨カノレチペ{ターを使用して居るのであった。 これは要するに

栽培技術の進展如何によるもので，狩太地方では一日の畏ありと言わねばならぬ。又十勝国大

正村の農家の如く 2頭曳の曳木の両端に除草器を 1台宛つけ 2人で各々操縦し1馬曳となし

て作業工程の高揚に努める等使用技術の研究が拾って来た。その結果，大正 14年には操縦者1

人で3本の畦聞を除草する 3畦除草器が出来上って農家に使用され，大正村の田中玉一郎が，

大正14年7月15日 3畦除草器なる名称、で実用新案の登録を申請した。これが今日広く同地

方で賞用されて居る 3陛カノレチベーターの元祖である。当時，十勝地方ではまだ歯刃の形態，

配列，桁組の点より見ても，除草器の域を脱して居らなかった。

然しながら，伊達，狩太，旭川及び札幌地方では，中耕を主とする中耕刃(代表的なもの

は亀甲爪)， 中耕と除草を兼用する刃型(代表的なものは木の葉刃， 瓢箪刃)及び各種の培土刃

等が出来上り，それに歯数はいずれも 5本であるのがこの時代の特徴であった。
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第5節昭和時代 (1926-

昭和の初，北海道庁は甜菜の栽培を再度奨励し出した。明治13年に伊達に甜菜糖製造工場

を設立して盛んに甜菜栽培を奨励したが，当時は栽培技術は勿論，操業技術の低級なるため，

高度の栽培技術を必要とする甜莱栽培は不成功に終った。それで甜菜耕作の再興をなすに当り，

北海道庁は糖務課なる一課を新設し，周到なる準備工作を行い，そのーっとして農機具の普及

奨励に主力を注ぎ補助政策を確立した。即ち深制:プラク，噴霧器械及びカノレチベ{夕{等を重

視し，使用者に5割補助を与え，性能向上を増進するために審査会を聞き，優良なるものには，

上記の 5割補助下附の特典を与えた。従ってカノレチベ{タ{も当局の保護奨励政策に便乗し，

製作業者の偉大なる努力が傾注された。

従って大正時代の末期に略々出来上った鉄骨5本刃カノレチベ{タ{は7本爪となり，中耕

刃として亀甲爪を用い，その他替刃として三角刃及び鎌刃等合計3枚よりなる除草刃と 1枚

の培土刃とを附して販売した。 これが所謂補助付カノレチベ{夕{であった。冷害，凶作の試練，

及び丁抹農業等の影響を受けた北海道の農業経営様式は大正の末期より多角形化して来たので，

栽培作物の種類も増大して来た。例えば麦類，豆類，根菜類，飼料作物等で，畦幅を主として見

れば，小なるは麦類の1尺3寸より大なるは青刈玉萄黍の3尺にまで及んだ結果，これ等に使用

するカノレチベータ{の桁組にも種々なる調節法が工夫されて来た。例えば側桁の間隔を主桁に

平行に拡張するもの，倶IJ桁の末端を末広形に拡張するもの等である。処が前者の構造では一定

の限度までは平行的に拡張し得るもそれ以上は後者の末広形と同一に拡張せねばならない。そ

うすると歯刃の曲面がカノレチベ{タ{の牽曳方向に直角とならなくなり，性能上良好ならずと

言われ，これが欠点を除去するため，十勝国幕別村止若の小野優臓なる農機具製作者は側桁に

節 (Joint)を附した前部， 後部2個よりなる側桁を主桁の左右に取付けた機構の桁組を考案し

た。これにては3尺までの畦聞に使用するも歯刃の曲面は牽曳方向に対し常に直角であるためs

同地方には可成り普及を見た。構造並びに機構の大略は第8図の如くである。又側桁を開閉す

るために，外国で使用されて居るが如きレパー式のものも出来て，これを特にレパ{付カノレチ

第明瞭 71、勝式カ}t..~.〆いタ
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ベーターと呼び，北見市，札幌市及び伊達町の業者が良く製作販売した。その他桁の開閉装置

は後部蝶番部に於て函金と押ボノレトによる式，帯鉄に孔を聞け又は丸鉄を力11工した左右2個を

ボノレト止めとする式等が工夫された。

歯刃に就いて言うならば，大正時代のものの外，中耕除草の兼用刃たる瓢箪爪の形態の研

究が進み，角度に於て実用新案をとるもの，護葉刃として直径12cm位の小円叡を附した円郵

カノレチベータ{を考案したり，又捜土議型の護葉刃，及び除草刃と護葉刃を兼用しその形肢は

潤葉樹の葉を探ったような木の葉刃を製作したり，実に多数の工夫が行われた。

~J上は 7 本刃 1 畦用カノレチベ戸ターであるが，大正 14 年に出来た 1 馬曳 3 畦用除草器はこ

の時代になり，十勝地方業者の広く注意する所となり，歯刃の形態を中耕刃としたり，中耕除

草兼用刃，或いは七三丸刃となしたり，培土刃を附したり，又枚数にしても 3枚刃より 5枚刃

に増加したり，桁組に或る程度末広型を取入れたり，桁組を取付-ける枠組に山形鋼或いは又直

径6分の管を北米のア{ナ型と同様に型作ったり，凹凸ある耕地にては3本の畦に均等に作業

させるため，特に中央部の桁組を上下させる揚降調節をレパーにて行うもの，又畦幅が作物に

より異なるので，これに適応する様桁組の配置間隔を調節し得る枠組を有するもの等，多数の

考案が出来た。これ等の事柄は北米の乗用カノレチベ{ターに多数の工夫が生じたのと全く同様

である。

次に 2畦用カノレチベーターが昭和 10年に北見国訓子府村の住吉某により考案された。桁組

は普通の 1畦用より小さく歯刃枚数は5枚を附してある。この特徴は側方牽曳法を取入れた牽

曳装置を枠組に与えてあるから 2畦の右又は左畦の聞を耕馬が歩行すると，御者兼操縦者は

その隣の睦聞を歩くことになる。凹凸甚しい耕地，その他の障碍物の多い耕地にて 1陛用よ

り更に大なる工程を希望する場所に最適のものである。

次に大正時代に繁栄を極め，その時代の寵児として出現した木骨除草器は昭和4年頃より

漸次衰退して来て，製作するものが少なくなり，農村よりその姿を消しつつある現肢となり，

これに代って 1畦用7本爪カノレチベーター或いは3畦用カノレチベーターが登場して来た。 これ

は北米に於ける畜力カノレチベ{タ{が， トラクター用カJレナベ{ターに置換されつつある眠

況と対照して極めて興味深いことでるる。これに就いては次節に於て述べることにする。

以上の如く発達の経路を辿ったが， 日支事変の進展につれて製作資材，副資材の欠乏，農

機具製作業者の統合整理，農機具工業組合の結成，農機具配給株式会社の設立等，初期のよう

な自由且つ豊富な材料の買入れ， 自由競争的製品の販売等が次第に出来なくなって来て今日に

及んだ。

従って近々 5箇年間位と言うものは，製作業者はカノレチペーターの改良考案に意を注ぐ者

少なく，使用材料の極度の節約を図るは勿論，製作台数は極度に低下し，農家の需・要には到底

応じられぬカノレチベ戸夕{払底時代を来した。

大東亜戦となるに及び農村労力は益々不足を来したのに反し，食糧の増産，確保は益々必



172 農場特別報告第十一号

要となって来たのではあるが，一般農機具同様上記のような朕況で農家の苦労は想像以上のも

のがあった。

第6節我が園にτ改夏設建したカ)!-チベーターの考察

上記の第3節に於て述べた如くカノレチベーターは最初は普及を見なかったが，時代の経過

と共に改良され，発達もして来て，我が国固有の形態特徴を持ったものが出来上ったのである。

一般の農機具も同様であるが， カノレチベ戸夕{の固有の形態，特徴が出来上ることはその

国の耕地の朕況，作物の種類，佼用技術，経営面積及び気候に適合して居る結果に外ならぬの

である。又反対にカノレチぺ{夕戸の性能を充分に発揮せしめるためには，作物の栽培技術或い

はカノレデベーターの使用技術を完成し，これに適合せしめることも必要になって来る。今此処

でこれ等の関係を更めて考察すると次の様になる。

1. 耕地の獄況とその饗謹

カノレチベータ{が普及発達するためには，耕地の朕況とその変遷とによることは北米に於

て顕著に実証されて居る。即ち東部，南部の森林地帯で樹木の切株が残立する耕地にては 1馬

曳1畦用カノレチベ{ターが使用され，耕地に凹凸があり耕作面積大で且つ教育程度の低い労働

者(黒人)を使役する南部の植民地にては2馬曳1畦用歩行カノレチペ{ターが用いられ，平坦地

主党し.、は多少凹凸ある耕地にても，教育程度高き労働者を使役するその他の地帯にては， 2-4馬

曳2畦用乗用又はトラクター用カノレチベ{タ{が普及して居る。

我が国特に北海道に於ても以上と同様に述べることが出来る。明治初年輸入されたカノレチ

ベーターは，開墾地に樹木の切株極めて多く，且つ切株を中心として周囲の地表面近くを幹根

が乱走して居るので，歯刃及び定規車がこれ等に激突し，破損したり，撚転したり，又切株を

避けて歩行しなければならず，操縦にも不便であり，且つ桁の長さも大であり，構成材料も太

いものより出来て居て，重量が大なるため持上げると運搬が容普でないために殆んど普及を見

なかった。然るに開拓年次の経過するにつれ，切株幹根の腐朽により障碍物が消失して来たの

で，自然と使用し始めたのである。それに構成材料の合理化により，重量の軽減となり，持上

運搬が容易となったことも普及の上に大いに役立ったものである。

実例を記せば，明治初年輸入のカノレチベーターも共に桁は厚さ 4分幅1寸，歯粁も同一

寸法且つ長大であったが，それらが木骨の除草器の如く軽快なものの製作に及んで普及し始ゐ

た。次には木骨除草器の最大欠点たる歯刃の貫入角の調節が出来ね点を改良した鉄骨除草器と

、なり，次には除草は勿論，中耕，或いは培土も出来得るカノレチベ戸ターと進化したのである。

土地の肢況と歯刃及び歯粁の関係を見るのに，開墾後余り年次の経過せぬ耕地にては笹及

び主主の茎根が多し、ため，除草刃たる三角刃及び鎌刃にては刃緑，歯f'Fにこれ等が纏絡し，除草

刃は単に畦聞の耕土表面を滑動するのみにて除草作業が不均等になり，その目的を充分に果さ

なかった。それで猫足刃(駒爪刃)が工夫され使用した処が，切削作用が充分且つ茎根の纏絡少
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なく，均等な除草作業が行われ，普及を見た。以上の例は十勝国大正村の開拓初期のことであ

るが，重粘土で雑草多い角田村の一例を更に記する。同地方は夕張川の沖積土にして固結甚し

く且つ雑草繁茂すれば，耕土は極めて堅く締結するのである。これに木骨除草器では除草刃が

貫入せず，雑草根を切断せず，利用価値が零に等しかったが上記の猫足刃を使用してからは除

草が良く出来，且つ貫入深も可成りなので或る程度の中耕ともなり，麦類の除草刃としては同

地方の農家に極めて賞用されたと言われて居る。

耕地の拡張と共に種々なる土壌の農耕地が生じたが， それ等の中でカノレチベータ{と関係

の最も大きいのは石諜土である。石礁はカノレチぺ{ターにとっては恐るべき障碍物で，歯刃を

破折したり，歯杵を撚転したり，盤l粁と桁とを螺着するボノレトを切断したりするのである。以

上の被害の中困難するのは歯粁の撚転で，歯粁が有する固有の湾曲を失うから使用するのに器

体の不安定，作業性能の低下を来し，是非とも野鍛治の手にて修理せねばならぬものである。

それで製作者は普通地にては 5x8分，或いは 4xlO分の歯粁材料を使用するが，この種土壌用

には 5xl0分の材料を用いて歯粁を作るのみならず，桁にも用いるのである。

以上の如く樹根の残立と重量大なるためとで使用されなかったカノレチベータ{は，樹木の

腐朽と，軽快なる木骨除草器の出現で使用を見，次には歯粁の貫入深よりして鉄骨除草器と進

化した。又歯刃も三角刃，鎌刃の除草刃は猫足爪に進化して除草性能を一段と高めた。それと

同時に耕地の拡張により石疎土用の堅牢な桁，歯秤を有するカノレチベータ{が出来上って行っ

たのである。

11. 作物の種類

明治，大正の中頃までの畑作物と言えば麦類，稗，粟，黍，大小豆，各穫の菜豆類，馬鈴

薯及び玉萄黍等が代表的なものであった。畦幅からこれ等を見ると麦類は最も狭いものは1尺

3寸位であり，馬鈴薯，玉萄黍等は2尺5寸前後で，その他の作物はその中に含まれるのであ

る。それで除草器としては桁の左右間隔最大2尺を限度に製作すれば，馬鈴薯又は玉萄黍等:の

畦間除草は出来るのであった。要するに木骨除草器にあっては，麦類の除草用には桁の左右間

隔1尺とし，最大は2尺とすれば充分であったから，この程度の製作法で良かった。

然るに酪農業，或いは家者を加味した混同農業が勃興して来た結果，制料作物としてデン

トゴーシの栽培が始まった。処が畦幅が従来の作物に比して極めて広く，普通3尺とされてゐ

る。それに除草を余程丁寧に且つ回数も多くせねば幼少の時代には雑草に負け勝ちなもので，

収量に影響を及ぼすこと大であるために，在来の木骨除草器の如く最大桁幅2尺にては到底役

に立ず，それで桁長さの大なる，言い換えれば左右側桁の間隔の大きい 2尺5寸位にも開き得

る除草器が必要となったd 然るに在来の除草器ではこのように桁幅を開けば，側桁IZ:装蒼した

る歯刃の傾角が変化し且つ歯刃の枚数不足により，雑草の取残し多く且つ器体の安定不良とな

り，使用上不都合を来したので桁間隔を充分開き得，且つ歯刃の本数も多い 7本刃，鉄骨カ

ノレチベータ戸が使用されるに至った。大正の末期頃には北米よりこの種のカJレチベ{夕{の輸
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入を見たので，今日でも有名なる酪農家，或いは種牛育成家の農機具l車を見物するならば，当

時輸入されたレパ戸付カノレチベ戸ターが保存されてあるのを見るであろう。歯刃を観察するな

らば，幅2吋位の転用竪爪(ー名幅広亀甲爪とも言う)があり，附属替刃として横刃及び半横双

がある。

その後甜菜の栽培が奨励されるに及んで， カノレチベータ{の使用が一段と喧しくなったこ

とは前述の如くであるが，甜菜用のカノレチベーターは歯匁の形態が帽の狭い転用竪爪であるこ

とが必要である。と言うのは，従来広く使用して居た木の葉刃(丸葉刀)戒いは幅広亀甲爪等で

あれば稚苗期の中耕に当り，土粒が飛散し，稚苗を被覆する!葉がある。一度被覆された稚苛は

発育が中止して終うので，非常に喧しく言われた。それ故に業者は特に細刃，或いは細爪等と

言って居た。又この細刃を用い中耕すると土中への貰入容易で，特に重粘土地で表面の締結し

易い甜菜作付地にても容易に中耕が出来るので農家自身もこれを賞用したのである。又当時よ

く使用した木の葉刃にては深く中耕も出来ず，特に馬鈴薯の培土前に稲々深くして行う中耕等

は絶対に出来なかったが，この細刃の使用により非常に容易になったのである。新如くして甜

菜同の細刃カノレチベータ戸は他の作物へも利用されるに到り，前述の補助政策与共に益々普及

して行ったのである。

甜菜用カノレチベーターに関し一言すべきことは中耕するに当り，土粒が飛散して稚苗を被

覆することであるが， これを防止するために護葉刃として円叡を側桁の外側末端に取付けたる

ものが考案されたことである。又実際農家も防止装置を種々考案したのであるが，その 1，2を

記せば，厚さ 2分，幅5寸，長さ 8，.:.，..，10.寸の板を倶IJ桁の外側に懸垂したり，或いは藁縄を側桁

の後方に結び付け，稚苗と歯刃の中聞を引ずられて行く様にたらした様なのは最も合理的で，

簡易な護葉法である。

以上述べた如く， カノレチベーターの使用範囲が畦幅の大なる作物の栽培により桁組が改良

され，甜菜の様な作物の導入によって，新しい刃型が生じ，それが他の作物にも極めて有効に

働き，普及を一段と速かにしたものと言うことが出来る。又農家の創意、工夫によって有合せの

品物で性能を一段と高めたと言う様なのは，作物あっての農具であり，農具あって初めて完全

に作物が栽培出来ることを物語るものである。斯くしてカノレチベータ{は改良発達して行った

のである。

III.気候

北海道に於ける作物成育初期の気候は概して冷涼低温且つ乾燥し勝ちで特に春，播種期前

後可成り乾燥するから，壌土及び埴土にては国結した皮殻を地表面に形成し作物の発芽，芽生

を阻害すること多く，又稚苗期は地温，気温も低きが故に，成長速度緩慢となり勝ちである。

従って斯如き発芽時或いは稚苗期に梢々深く中がlするときは，作物の成育を助けることは

普く農家が知る処である。特に馬鈴薯の如く発芽日数を多く要するものに対して未だ芽を地上

に蘭出せぬ時期に畦幅一杯に開きたるカノレチベーターで中耕を梢深自になす時は，土中に温熱
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渉透し地温を高め，固結せる皮殻を打ち破り，空気の循環を可良にし，芽.生を促進，芽揃を可

良にするので，特に盲除草なる名称、で呼んで窟る。そのために木骨除草器にては満足せず，瓢

箪爪，或いは亀甲爪が使用された所以である。

又成予言期は概して雨量適度であるから，深目の中耕をなすもそのために土壌水分の蒸発損

失を来すが如きことなく，締結せる耕土を膨軟となすから，作物根の伸長蔓延を可良となさし

むるのである。但し，年により，降水少なく日照多き場合にては深自の中耕は早越の害を促進

するの虞れがあり，中主If刃の不適さえ論ぜられた年がらるも，この場合には除草刃を極く浅く，

且つ桁を開きて掛けるときは毛細管の切断，並びに削緋による地表の耕土は十合も被覆せるが如

き働きをなし，地下水の蒸発を防ぎ，早害を低下し得るものである。この種の実例は時として

十勝地方で，川の流域地帯の農耕地(低台)にて見受けられるのである。

北海道でも気候条件の悪い釧路地方にては甘藍等を移植するのに高畦を用いる。この場合

除草の目的にて高畦間の溝に中耕刃を附したカ/レチベ{ターを掛けると，高畦の斜面の土壌が

ある程度，切崩され，雑草が土粒と共に転落じ，雑草を枯死せしめ得るのである。その後雑草

の枯死するのを待って，・培土刃を取付けたカノレチベータ{で切崩した耕土を再び培土し高畦を

形成せしめるならば，除草，中耕，培土の作業がカノレチペーターにて同時に容易に行われ，平

田主作りのものより少なくとも 1週間早く生産物を市場に出荷出来ると言われて居る。 このこと

は北米に於ける濯概のために撃溝するのと似て非なるものであるが，気候条件を巧に利用した

カノレチベーターの使用法と忠、われる。言い換えれば，斯如き使用に適応する如く農機具製作者

が中耕刃や培土刃を改良工夫したとも言い得るのである。

中耕の耕深と気候条件とを考えても上記の如く，春皮殻を形成したる耕土に於ては浅く削

耕程度に中耕し，又馬鈴薯の如きは盲除草をなし，深目に中耕する。それで中耕深の調節が，

作物による中耕幅と同様，充分にとれぬと不便を感ずるので，桁組の先端部に装置した定規車

の調節法は製作者が稜々工夫をこらしてある。

以上の如く，乾燥期にも混潤期にも自由に中耕し得られ，時には除草刃にて削耕を行った

り，地温上昇法として中耕或いは培土を行うのに適合せしめたるカノレチベータ{が工夫されて

行ったのである。

IV. 使用技術の向上

明治初年に輸入されたカノレチベータ{が， プラヲ及びハローの如くに直ちに普及しなかっ

た理由は既に述べたが，その理由の一つは使用技術の拙劣さにあったと言えるのである。今日

斯くも広く普及した所以を回顧するならば，成畦方向の組合せ，早期除草，盲除草，根草取り，

縦横掛け，培土等の使用技術の向上によったのである。

成畦方向の組合せと言うのは，木骨除草器の普及時代に労力も豊富でった農家等は除草器

を入れると，作物を切断し，欠株を多くし，且つがf馬の方向転換により器体並びに耕馬により，

作物を損傷し或いは踏倒し，ために減収を来すと論難する者が多かったのでらる。それで篤農
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家i車中は種々苦心し， 圃場の前後両端に耕馬及び作業器の長さ丈の

幅で枕地を取り，中央部の成畦方向に直角に成田主したのである。即

ち第9図の如くなし， 掛け始めは中央部からでも両端近くからでも

いずれでもよく，要は 3デIJ置又は 451J置(田主幅の大小により異なる)

に掛け， 両端のものは廻緋法的に‘カノレチベータ{を通すのである。

斯くすれば馬による損傷少なく， 且つ周囲を完全に通し得るから均

等な作業をなすことが出来る。長方形の回場ほど，この組合せによ

り作業工程を向上せしめ得るのである。

早期除草とは一年生雑草の芽生時代に毛根に附着・せる土粒を分

離し枯死せしむるの戦法より出た雑草根絶の一方法である。作物は

未だ発芽せず，雑草のみが芽生えたるが如き時， 言い換えれば雑草

が未だ根を土中に深く且つ広く伸長しない極く初期に， 芽生を退治

第 9圃

成畦士一方向の組合せ
せんとしてカノレチベーターを掛けるのでこの名称が生じ， 実行され

る様になった。宮崎安貞の農業全書中に，上践は草を見ずして草削

り，中農は平を見て平を削り，下農は草を見るも草削らずとある。即ち雑草を雑卒として認め

られぬ中に除草せんとするのである d これに用うる機具は昭和4年頃に考案された除草ノ、ロー

があるが(北米にては Weederと呼び Cultivatorの中に入れて居る)，更にカJレチベータ{によ

って浅く軽く掛けることによってその目的を果して居る d 特に細刃の中耕刃はこの作業に適す

るのみならずf締結したる表土や皮設を形成せる耕地にては早期除草を行うことにより，除草
と中耕が兼ね行われ，作物成育に好影響を与えるのであるd それで製作業者は瓢箪爪を作る時

に一端は幅広く他端は幅の狭い即ちこの種作業に適するが如く形を取らせた中耕刃を製作し，

農家も亦賞用するのである。

然るに猫足爪の如き刃型にては，耕土の飛散が広く，且つ歯I粁本数も 5本なれば，畦聞を

均等に且つ平坦に中耕することが出来ず，又他の除草刃にては切削力強きも土粒の移動力が少

なく，雑草根より土;粒を分離すること少なく，余り用いられぬのである。

この程の除草は萱科作物，及び禾本科作物に最適であると言われ，十勝地方の篤農家は熱

心に実行してI居る。

早期除草のー穫に貰除草があるが， これは除草と言うよりは締結せる耕土の中耕に重点を

置いたもので馬鈴薯及び青刈用玉萄黍等の時幅広き作物に用いて居る。盲除草と言わず，早期

中耕と言うのが正しい意味を表示するものと思われる。

根草取りとは二つの意味に解釈され実行されて居る。第一は作物の根際にある雑草を除去

するのと第二は株間及び畦聞にある雑草を基除するために除草するのである。前者・はカノレチベ

ータ{により除草出来ぬ部分に成長して居る雑草を平削，或いは三角ホー等を用いて除草する

が，後者はカノレチベ{夕{にて除草せるも，残存したる雑平(主として多年生の宿根平多し)を
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除草して行くので，時には拾い草又は拾い草取りと農家は啄んで居る。

これ等の作業は草商IJ，三角ホー，或いは突ホー等の使用によって手軽に出来且つカノレチベ

{夕{の作業を長助或いは補助するもので除草の効果を一層有効にしたものである。

処が，カノレチベーターに七三刃が出来てから，雑草の幼少の時には作物の根際まで軽く培

土し雑草を積土ーすることにより日光，空気を遮断し除草と同一効果を得る方法が利用され出し

た。又拾い平等も除草刃の組合せ，刃型の改良等によって除草が良くなり，この種作業が省略

される様になったのである。

縦横掛けーー『十字掛けとも称するもので，専ら飼料用玉萄黍の除草， 中が|に用いるのであ

る。即ち播種の際，成畦器を十字にかけ，その交叉点に播種して置くならば，株間も畦幅も同

一寸法であるから自由にカノレチベーターを掛けることが出来，従来の如く畦聞のみ掛けたので

は株聞の雑草を除去するので根草取りの人力作業をせねトばならぬ。 λ力を省く上に於て効果的

で，酪農家によりこの方法が行われて居る。その後，馬鈴薯等にもこの種の方法を行うものが

出て来た。又岩手県下にても大小豆にまでこの方法を採用し労力を省き，除草効果を揚げた所

がある。

培土は一般的に麦類にては分業を促し，倒伏を防止するために行い， l電鈴薯にありては，

収穫を増加せしめんが為に行うものとされて居たが， この他に根草取りの代替作業として，麦

類，寂豆類の作物に使用されるに至った。即ち中耕，或いは除草の作業後，畦聞の雑草の枯死

せるを待って，七三刃，或いは培土刃を附したカノレチベ{タ{にて適度の高さに培土し，根際

ピ成長せる雑草を被覆し，日光，空気より遮断し枯死せしめるのである。雑草多き耕地にして

培土せる上に再度雑草繁茂せるときは，培土せる盛土を切崩し，茎t'&を空中に露出し枯死せし

めるか，又々培土し，斯如き作業を反覆し雑草を菱除するものである。十勝地方の豆作りの名

人と言われる人々の賞用する方法である。 この培土及び切崩には王手ら七三堅爪が使い分けられ

るのである。即ち七三刃の長大なる部分が外側に配列すれば培土となり，内側に向ければ切崩

となり，思うが1:置の作業をなすのである。斯如き刃型は一寸諸外国に見らぬ所であり，替刃と

しては有効適切なものであり，我国独得のものと言えよう o

経営面積の大小は一般農機具の規模に影響する所大である如く， カノレチベ戸ターに於ても

然りであるa 北海道農家の平均耕作面積は大体に於て 4町9反，大約5町歩とされて居る ο 畑

作に於てこの 5町歩の経営にはカノレチベ{ターとしては丁度 1戸 1台の所有となって居る。勿

論筆者の調査した農家(後に述べるが)にては 2~3 台を有する者もあるが，これは耕作面積が

大であり且つ栽培作物も亦多種多様であるが 1畦用カノレテベ{ターの 1日工程8-10反から

言うならば丁度適当したものと言えるのである。即ち 1台のカ Jレナベーターで麦類，豆類，根

菜類，飼料作物等の中耕，除草等は勿論培土等が意の俸に出来，且つ使用技術の向上により更

にその性能を高揚し得たのであるD

以よ各項に分かち述べたことよりカノレチベーターの最も普及した型，言い換えれば工夫発
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達して一応纏った型が作成されたのである。 その特徴を言うならば，

1馬曳1畦用で耕深の調節が充分出来， 且つ各種作物に使用され得るが如く側桁間隔を調

節し得ることであり， 刃型も中耕が浅くも深くも出来， 又除草も行い得るし， 馬鈴薯の如き高

き培土より，麦類， 豆類の如き作物にも培土及び除草を目的としたる培土をも出来得る等の刃

型が;替刃としてあるが如きカノレチベータ{と言うことになる。

勿論地帯により，例えば十勝地方の如く軽穏なる耕地にありては， 中;1.)1:除平をなすが女[jき

瓢i整爪を中耕y:jとして将又除草刃として袋蒼させる処もある。

構成資材も桁組は， 主桁は 4xlO分， 側桁は 3x10分， 歯粁は桁組、と同一寸法か或いは5

x8分を用い， 刃型には8)豆又は1分鉄t買を加工し， 万縁部は切味良き刃物用刃金を鍛接した

ものが用いられるのである。 又特殊な土壌即ち石牒土等にては 5x10分の材料で桁組， 歯粁に

用いる処もある。斯如さ材料によって製作されたから破損も少なし歯刀の寿命は 15町歩の耕

地にて 5~6 年間の使用に耐えるものである。

第7節 最近製作されたカルチベーターの航況

日支事変が勃発し， 戦火が月と共に，年と共に拡大するにつれて式器， 弾丸の材料たる鉄

鋼の消費量の膨大となった結果， 回和 13年 (1938)頃よりは農機具用鉄鋼が割当制となり， 年

々その割当量が縮減せられて来た。その反面一般物価の高騰につれ労銀の値上が行われて来た。

この 2原因により他の農機具同様， カノレデベーターも鉄鋼資材の節約及び定尺材料の入手難の

ために従来使用していた資材に比し， 可成り相異ある寸法を有する材料を使用し， 且つ製作法

の筒略化を図り， 従来附属品として添附して居た除草刀及び培土刃等を省略して，終に単に中

耕刃 7枚，時には 5枚のカノレチベーターが製作されて来た。

今昭和 12年以前に製作されたカノレデペ{タ{と， 昭和 17年製作されたものとに就いて主

要部分の材料の差異を比較例示すれば，第3表の如くである。

但し，北海道著名製作者の販売品5台の平均値である 3 Iは歯[刃7枚を有するもの， IIは

5枚を有するもので，俗に言う 7本爪， 5本爪と称するものである。

表示するが如く，側桁も主桁も共に昭和 17年製の 7本爪のものを見るに， 4古川、となり 4:r 
iこ側桁の三子鉄厚みは6mm，俗に言う 2分鉄である。 従って続、重量に於て大約 13%の節減とな

ullr粁も先立小となり，総重量に於て約29%の節約って居る。又5本爪にては更に短小となる他，

H括和 12年以前

日協和17年製工

旺

第 3表

1l!IJ 者了

(rnrn) 

9x32x890 

6x32x720 

6x32x680 

カノレチベータ{の材中干上ヒ車交

主桁

(rnrn) 

9x32x1150 

9x32x 1050 

9x32x1000 

歯車「

(mrn) 

12x25x350 

12x25x350 

12)< 22x 300 

総重量

(kg) 

18.011 

15.705 

12.935 
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となって居る。それに昭和 12年以前のものには附属品として除草刃3枚，培土刃1枚が添附し

てあるが，昭和17年製のもpにてはこれ等の附属品は少しも無く，従ってこれ等を計算に入れ

たならば，資材の節約は更に大となると共に製作に要する労力も随分節減出来，従って 1日当

の生産台数も増大するのである。 これ等は要するに製作品の弱体化と言い得るのである。以ヒ

は製作より見たる点であるが，使用者の立場よりこれ等のものに就て考察するならば，次の如

まことになる。

第一，主桁並びに側桁が短小となった結果，歯刃間隔が小となった。ために土の流去作用

が不良となり，雑草の繁茂した処や稲々長く伸びた雑草及び茎稗は歯刃及び歯粁に纏絡して歯

刃の貫入深を不同となし中耕の目的を果し得ぬのである。

第二，側桁の厚みが薄くなった結果，ニヒ中に存在する種々なる障碍物に衝突すると，青山

し易くなった。

第三 7本爪が5本爪となった結果，中耕の際畦l幅一杯に掛けることが出来ず，特定の作

物(畦幅狭き麦類及び豆類)にしか使用されぬ。

第四，除草刃，培土刃の附属品が無くなった結果，除平は人力用除平:器に，培土は培士.プ

ラヲに依存せねばならなくなった。

結局，カノレチペーターの作業性能を低下せしめ，農家の労力を増大せしめ，且つ他峰、の農

機具購入の如き負担を大となさしめるが如き結果となり，製作者の節約が生産者の労力及び出

費の増大と言う悪結果を来したのである J 事実として雑草が繁茂し畑が荒れて翌春の播付を中

止した所謂荒廃地域は放棄畑なる面積が年々増加して行った原因中には，除草に追いまくられ

て， この結果となったもので，若しカノレチベ{ターに従前通り替刃と称して除草刃があったと

するならば， ttfr如き結果とならなかったと思うのである。

以上述べた如く，最近製作されたカノレチベータ{なるものは，昭和10年前後に出来たもの

と比較して誠に著しき変化を来たした。如何にその使用技術が進歩して居ってもカルテベ{タ

ーそのものが不完全，不充分であっては，その性能を充分に発揮せしめることは出来ぬのは当

然である a 故に農家は使用出来るカノレチペ{ターを製作せよと喧しく叫んだものである J

この叫芦は尤もなことである。 少なくとも昭和 10年前後一応は握った型式のカノレチベー

ター，即ち中耕及び7本を有し附属品として除草刃3枚，培土刃 1枚を附したものの製作をな

さねばならぬと思う。又一定の寸法を有する材料で製作し，中耕，除草及び培土の 3作業を完

全に施行し得る様にせねばならぬと思うのである。そのためには所謂規格化が必要となり，製

作法並びに使用法の吟味，普及とが必要となって来るのでらる。

第 4章 カルチベーターの分類

前述の独乙，北米並びに我国のカルチペーター発達の扶況の部で記載した如しその種類

は極めて多いものであるが， これ等を原動力，輪の有無，枠組，畦数，作物別，歯刃の形態、及
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び使用目的等より分類し，我国で発達したものの位置につき述べることにする。

第8節原動力による分類

一般農機具の如く，牽曳せしめる原動力の種類により， カノレチペ{タ{を分類すれば2種

類となる。

1. 畜力用カノレチベ{ター

耳よら役畜により牽曳せしめるもので最も古くより使用されたものである。役畜としては主JI'

馬が主として用いられるがその他，牛， E票馬等も使役されて居る。畜力用カノレチベーターの初

期の形態は入力用除草:器たるホ~ (Hand Hoe)の刃部にビームとハンドjレとを附し，刃部も 1

枚のもの及び2枚のものであったa その後種々改良されて 5枚刃， 7枚刃或いは14本爪等と発

達して行った。

2. トラクタ{用カノレチベ{ター

動力用カノレチベータ{であるが，専らトラクターにより牽曳せしめるのでこの名称がある。

トラクターの発達にf半ない， との種のカノレチベーターも発達したものである。大きさその他に

就いてはいずれも畜力用カノレチベータ{より規模の大なるものであるが，分類上，特筆すべき

ことは， カノレチベータ{をトラクタ{の前方に装備する前置式と後方に装備する後置式との 2

種類のあることである d 多くは後置式である。

第 9節裳輪の個数

如何なる種類のカノレチベーターにても輪を装備せぬものは一種もないが，装輸のイ回数はカ

ノレチペ{タ{の形態，大きさ等により異なるものである。今個数を基準として分類すれば，次

の4種に分類されるー

1. 1輪式カノレチベーター

最も小型な，構造簡単な 1!Jfr曳1畦用のカノレチベ~ターに使用されて居て， 中耕深の調筒?

を司るもので，この輸を特別に定規車などと呼称、して居る。輸の材料は鋳鉄製のものと，鉄輸

を恨めた木製のものと 2種類がある。

2. 2輪式カルチペ{タ{

多畦用カノレチベーターに用いられる。左右両端に輸を装備した1本の車軸を横桁となし，

これに爾刃，歯粁を有する枠組を取付けてある。 トラクター用カノレチベータはこの型式のもの

が多い。

3. 3輪式カノレチペーター

高力及びトラクタ{用カノレチベータ{に於て，各枠組個々の調節を綿密に且つ正確にせん

がために， カノレチベーターの後方にE長席を設けて乗用となす型式のものに用いるのである。故

に前方の2輸は横桁を兼ねたる 1本の京市自に，後方には座席を置きたる 1個の輸と言う配列方
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法である。独乙に於けるトラクター用カノレナベ{夕戸にはこの型式が多い。

4. 4輪式カノレチベータ{

畜力用，多畦用カルテベーターに多く採用されて居る型式である。前後に2輪宛配列され

るが，前輪は専ら梶取り，定規車の役を演ずるもので，独乙の麦類用カノレチベータ{に良く見

受けられる。

第10節枠組

歯刃を螺着した歯粁を取付ける平鉄，パペズ.%tいはI字潜形鋼を桁と言うが， この桁を組

合わせるものを枠組と称するのである。 この枠組の方法によってカルチベータ戸を分類すると

次の 3種に分けられる岬

1. 平置式

各枠組は普通3本の桁を組合せ桁の上部が、一平商になる様にしたもので 1馬曳1畦用カ

jレチベ戸夕戸等はこれに属するものでらる。

2. 横桁平置式

多畦用カノレチベ戸ターに見られる式で，各桁(この場合は縦桁と称す)を 1本の横桁を基準

にして組合せたもので，独乙の麦類用カ Jレナベ{ター，北米の甜菜用カノレチベ戸夕{等はこの

式の代表的なものである。

3. 懸垂式

作物の芯を跨いで中耕するカノレチベーターに用し、る式てである。各桁をアーチJ伏をなした横

桁，或いは1;，ドの横桁に平鉄，スプリ γグ等を介して組合せられる。北米に於ける乗用カ lレチ

ベーター及びトラクタ{用カノレチペーター等ーに用いられる。

第 11節 E主数

中耕，除草時には培土を行う畦数による分類はカノレチベーターの大きさの表示法の標準と

なって居るd 又独乙北米等にては仲々興味深き種類がこの畦数による分類から表示されるので

ある。

1. 1畦用カノレチベーター

1畦のみ中耕，除草，時には培土を行う式で最も普及した型式のものである。

2. 2畦用カノレデベータ{

2畦を同時に作業するものと 1畦のみ完全に中耕除草し，他は両側の畦の半分宛を作業

し合計せるものが2畦となるものの 2種に細別される。 後者を特に One-ha1f-rowCultivator 

と呼ぴ北米の乗用カノレチベータ{に多い。

3. 3畦用カ/レチペーター

2の場合と同様 2種類あり，後者を Two-half-rowCu1tivatorと称する。
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4. 4畦用カノレチペ{ター

5.. 5畦用カノレチベ{ター

6. 11問主用カノレチペ{タ{

農場特別報告第十一号

独乙の密条f蒸したる麦類用カノレチぺ{タ{である。

第 12節作物

栽培作物の種類多くなり，且つ適地適作主義が強行されるにつれて大面積に豆り単一作物

の栽培が行われたり，各種作物が作付けられ，それらの栽培技術が向上して来ると，勢い，そ

れら作物に専用のカノレチペ{夕{が発達して来るし，又各種作物に共通の..j};レチベータ{が発

達三考案されて来る。今作物別によるカ Jレチベータ{を分類すると下の如きものがある。

1. 麦類専用カノレチベータ{

専ら独乙に於てft用されて居る多目1[:式高力用カノレチベ{夕{で 11町用が最大である a

2. 甜菜用カノレチベータ{

独乙及び北米にて用うるもので最大5陛用カノレチベ{ターである。北米にては畦別に直角

以も掛けて条播した甜菜の間引器代用にも使用して居る占又寂豆類にも賞用されて居る。

3. 玉萄黍用カノレチベ{ター

北米の玉窃黍栽培地帯 (CornBe1t)で盛に使用されて居る。 このカノレチベ{夕{は畦if寺の

底部に播種した玉萄黍の発芽聞もない碓首期に，損傷を与えぬようにし乍ら中耕し，その後第

2回目に梢々成長せる頃，第2回目の中耕時には培土を行うが如き作業に適するカノレチベータ

ーで，独乙にても非常にこれを賞用して居る。

4. 棉間引器 (CottonChoppers) 

棉栽培地帯 (CottonBelt)に盛んに使用するカノレチベータ{で，間引を兼ねて中耕除草を行

うものである。使用期聞が短く，稚苗期のみに限られて居るのが欠点である。

第 13節 装備する歯忍の形態

カノレデベ{ターは気候p 土壊，作物等によりその使用の方法， 目的が異なって来るから，

それ等に適合したカノレチベータ{が発達:して来るn カノレチペ{夕{各部の中でも芭iJ;!.の形態別

に分類すると下の如くである。

る。

I.中耕忍型

中Mt-を主たる目的として用うるカノレチぺ{ターに発達したもので 3種類に更に細別され

1. 普通型

普通用いて居る中耕刃 (Shovel)を普通の歯粁に螺着したものである。

2. 大型
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普通の中耕刃を長く太き歯[粁に螺着したものである。歯粁の大きさ特に畏きものは， (1)闘

場カノレチベータ{と呼び，梢長き歯粁を有するものを (2)園用カノレチぺ{タ-(Orchard Cul-

tivator)と称し，使用地を異にして居る。

3. 先細型

普通の中耕刃が緩めて細小となりたるもので，普通歯粁の先端を鍛延して先細，剣先の如

く加工したものである。 誌i粁の本数によって (1)14本爪カノレチベ{夕-(Fourteen-tooth Cul-

tivator)と (2)7本爪剣先カノレチベーターとがあり，前者は北米(iC，後者は我国にて使用される。

11. 除草型

除草を主たる目的として用うるカノレチベータ{に発達したもので，刃型により， 21主に細

別することが出来る。

1. 三角刃型

半乾燥地帯のプラクの代りに用うる国場カノレナベータ-(Field Cultivator)の歯刃に良く

用うるものである。

2. ~専刃~~.

I京刃が薄刃庖了の如く長方形となり，地表を薄く首IJるに用いるもので削排カノレナベ{タ{

(Surface Cultivator)と称すべきものである。

III. 闇銀型

歯刃が円弱肢を呈して来たもので，特殊な発達を遂げたもので土壌の移動を強く計ったも

のであり，円認の円周の;決態、によって 2程に細別される。

1. 完全円周型

普通の凸版円仮にして，溝切り，土寄せ等の培土作業の応用に用いるもので，円議カノレチ

ベータ-(Disc CuItivatcr)はその代表的なもめである。

2. 星形円郵型

円叡の円周の刻目を深くして，星形突刃としたものであり，普白通，ロータリーホ-(Rotary 

Hoe)，或いは廻転ホーと呼ぶものは，この種に入る。星形突刃の先端が少しく湾曲せるものは，

棉間引器(CottonChopper)と称して居る。

第 14節使用目的

カJレチベ{ターは主として，中耕，除草及び培土の目的で使用されるものであるが，その

他，特殊の目的で使用される場合がある。 これ等による分類を記せば下の如くでらるa

1. 溝開カfレチベ{タ{

北米の乾燥農業の行われて居る地帯で使用するカノレナベ{タ{である。播溝を掘り，溝底

に播穫するが，これを底播と言って居る。 この底播の溝を切るに用い，作物の成育につれて培

土し，高畦を作り，生じたる溝に濯慨する。 これ等の目的に用いるもので，構造上より更に5
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種に細別される。

2. 新墾地用カノレチぺ{ター

一名山万カノレチペ{夕{とも称、す。我国特に北海道に於て発達賞用されて居るカノレチペー

ターである。官[刃及び掠l粁が合性し，山万;伏を呈し笹根，主主根の切断に遇する。

3. 除草用カノレチペ{ター (Weeder)

北米で早期除草用として使用す。細長きばね製向粁を装置した横桁3本を一定間隔にて縦

に組合せた2輪式来用で，土壌の皮殻を粉砕し，雑草芽生の根絶に適するもので，我国の除平

ハロ{に匹敵するものである。

4. 果樹園用カノレチベ{タ-)Orchard Cultivator) 

果樹園に於て梢々深田に中耕するのに適当した構造を有するカノレチペーターである。

第15節 我国lこ授達したカ)1，.チベーターの位置.

我国に於けるカノレチベ{夕{の発達に就いては第3章にて既に述べた如くであるが，現在

のカノレチペ{夕{を本章に於て述べだ分類)1慣序に従ってその位置を明示することにした。

1.原動力

我国のカ/レチベータ{の大いさは慣行呼称である目上数並びに歯粁本数によるもので 1畦，

2畦 3畦，及び7本爪 5本爪等各種あるも，全部畜力用で，初I:，i五1頭曳に限定せられて居

る。故に1頭曳と簡単に呼んで居る。

II. 装輪の個敷

1畦用は輪1個を有し 2畦及び3畦は輪数2個であるが 3自主用カノレチベータ{の中に

は3個の輸を有するものがあるが， この場合の輸の配列は枠組の前方に横列となって居る。

III. a主敷

我国カノレチベータ{の大きさを表示する一方法で 1畦 2畦及び3畦の 3穫であり，外

国の如く，相隣れる畦を半分宛作業するが如きことはなく， この点我国カノレナベ{タ{の一大

特徴と言い得るのである o 1畦用が最も開く普及して居り 2畦用は極めて少なく 3畦用は

梢々普及を見て居る;伏態でまらる。故にカノレチベータ{と言えば 1畦用と認めるも少しも不都合

はたいのであるn

IV.作物

麦類たる大麦，小麦，裸麦，燕麦及びライ麦，その他の穀物たる粟，稗，高黍，玉萄黍，

背刈玉萄黍，寂豆類たる大豆，小豆及び菜立類，馬鈴薯}甜菜，家畜甜菜，その他，読菜類一

般に使用するものであって 1台のカノレチベ{夕{で一般畑作物に使用が出来るので，外国の

如く特殊作物用と認むべきものは無い。只護葉刃として小径の円叙を附したる円叙カノレチベー

タ{をピ{ト・カノレチペ{夕戸と称して販売する製作者・があるが，これは正しい呼称ではない。
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歯忍の形態V. 

列記して簡単に外国のものの如く，特殊な歯刃をを有するカ Jレチペ{ターは案外少なく，

説明すれば，

剣先カノレチペ{タ{1. 

向刃と歯粁と一体となった如く芹I粁の先端を鍛延秋播麦畑の平春中耕用!'C供するもので，

して剣刃肢となし，細刃のものである。

片サクリ11. 

中耕，除草及び培土の刃幅5寸位の小翠体を1ヱドの地側叙に対称的に鍛接したるもので，

軽患なる火山灰地に限定使用されて居る。3作業をなし，

山万カノレチベーターlll. 

新墾地に限定使用されて居る。Tお刃が山万朕に変形したもので，

果樹園用カノレチペ{ターlV. 

中耕，除草用と刃幅が3寸もある広幅形のもので8本爪であり，下n刃が中t:!f型ーであるが，
一般には普及して居ない。

我国カノレチベ{タ ~nJ::述の如く一般畑作用で

して苧果園にて使用するも，

以上は装備したl{il刃の形態より述べたが，

この替刃として見たる商刃の形態は，誠に大なる特徴カミ1主I刃は替刃になって居る。あるから，

更めて列記することにする。又我国独得な発達を見たものもあるので，ある。

替忍として見た歯忍の形態VI. 

秒、乙は 6大別に分類して居るが，我国に北米は4大別に，替刃として見た歯刃の形態は，

以下詳しく記載する。中耕，除草及び培土の 3大別になすことが出来るのである。ては，

4表歯刃の変遷の初、を辿って表示すると，我国カノレデペータ{の発達朕況より推察して，

の如くなる。

明治40年前後に於け2カノレチベータ戸の第一次普及時代の歯刃の種類を見ると，除草を

カルチベーター用歯Jlの形怒の鐙i翠第 4表
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主とした三角刃と鎌刃とより成る除草刃5枚，それに芥掻きなる特殊刃を 3個取り付けた木骨

除草器が最も多く，それが改良されて，三角刃より駒爪(駒爪は形態が仔馬の蹄の如く，又猫

の足の如きものであるので，この名称、がある。ノ、{ト形をして，刃縁が刃金の鍛接により鋭利

で雑草根をよく切断するので， 賞用されるのである。 これは我国独得の刃型と認むべきであ

る。)を鎌刃の代りに置いたもの，及び方錐形をなした丸刃(丸葉刃)を 4枚又は5枚と 1枚の三

角刃とを有する改良除草器が出来た。 これ等の刃型は中耕除草を行うのと，除草刃の如く刃縁

に茎根が躍絡しないので随分農家は喜んで使用したとのことである。

大正の中頃になると丸刃は七三丸刃に進化し，除草と培土とを兼用するが如き刃となり，

馬鈴薯栽培者-の使用する処となった。

大正の中過ぎになると，丸刃は撚れ本葉刃ともなり，除草及び培土を兼ねた刃となる他，

吏に護葉刃を兼ねて来た。駒爪は剣先爪となり，中耕刃JJf.門となって来た。又同時代に丸刃は

亀甲刃となり，梢々深き中末Ij:に遇する型となって来た。丸爪は培;土専門の角箆爪となって主と

して豆類特に菜豆類の培土に用いられるに至った。又丸刃!'i中耕も除草も一般と強化した銀杏

の莱の如き形をした半刃に進化し，上記の角箆爪と共に菜豆類のカノレナベータ{として賞mさ
れたのである。大正の末期になると刃裂は中耕，除草及び出ー土の専門の刃が出現した他に，一

段と強化した兼用刃が出現して来たのであって，明治の末葉をカノレチベータ{又l型発達の揺箆

時代となるならば，大正の中~末期は成長旺盛な青年時代と言うことが出来る。

昭和の初頃になると，中耕刃たる箆甲刃は細刃となり，又中耕と除草とを兼ねたる瓢箪刃

となり，この瓢箪刃は形態が恰も瓢箪の如く，上部が小さく，下部が大なるために，この名が

附せられたもので，北米の転用竪爪の如く上下両端が使用されるのである。同iち1番中耕の時

は上部を 2番3番中耕兼除平の時には下部をと言う具合に誠に便利な刃で， これは我国独得

の発達をした刃型と言うべきである。除草刃t土耳f.門の刃が使用され，培土刃としては，竪箆型

や角箆爪(この培土刃は北米の竪箆型の如く左右側桁に装備するものでなく，主桁の末端に装

備して土寄せ程度の培土を行う刃である。畦幅により 7種の大きさのある我国独得の培土刃で

ある。)それに撲土釘型のもの等がそれぞれ使用され，更に資材ーの豊富なることと，補助政策と

の好条件により，明治以来の各種刃型が農家の好みと農具製作者の製作意欲とによって農村に

行き亘り，刃型の;籾熟時代であった。昭和15年以後になると，老衰時代の感とでも言うか，刃

型は僅かに中耕用として細刃(中耕y:))か或いは瓢主主刃に限定されて了ったのである e 例外と L

て2，3の業者のみが駒爪4本，三角刃 1本を有するカノレテペ{ターを製作すると言う誠に哀れ

な終末を来したのである。

VII.枠組

我国のカルチベ{ターの大部分は 1畦用であることは上述の通りであるから 1畦用の

枠組につき先ず説明し，次に3畦用のものを記すことにする。

i. 1畦用の枠組
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1畦用の枠組は，独乙，北米のものと大差がなく，歯刃の本数により多少異なる。 5本爪

のものにては，左右側桁が直線形のものと 1段付の曲折したものとの 2種である。 7本爪に・

ては2段付の曲折が2箇所にあるものである o 7本爪のカノレチベーターの枠組中には，小野式

の如く，側桁に節を有するもののあることは，第3章にて説明した通りである。構成材料は全

部平鋼を用いて居て北米の如くパイプやI字波形鋼等は使用せぬのである。

ii. 3 I睦用の枠組

3畦用のカノレチベーターは歯刃5本を有する小枠組3個をパイプ又は山形鋼より作りたる

横桁2本に平鋼を介して懸垂せしめたもので，北米の如くアーチ肢の横桁等は用いて居らぬの

である。

以上により枠組は極めて簡単なものであることが，了解出来たと思う。要するに大部分は

2段付側桁と 1本の主桁よりなる枠組であると見ゼ良いのである。

VIII.要約

この節に於て我国に発達したカノレチベーターの位置を述べたが，今夏めて要約するならば，

最も普二及したカノレチペ{夕{は原動力より見れば 1馬曳であり，装輸の個数から言えば1輪式

で，畦数より言えば1畦用であり，作物より言えば一般畑作全部に使用されるし，歯刃より見

れば 7本の中耕爪を有するものであり，枠組より見れば2段付カノレチベータ{である。

即ち 1馬曳1輸式1畦用一般畑作用7本爪カノレチベーターと命名することが出来る。

第16節結論

既に述べた如く，欧米に於けるカノレチベータ{は，分類より見る時には極めて多種多様で

あるが，我国のそれは極めて簡単である。即ち専ら馬曳用であり 1畦用が主体であり，専ら

畑作用である。処が発達の経路から言うと，戦争による農村労力の欠之によって発達と普及速

度を高揚して居るのが大きな特徴である。又各種作物に適応するが如き構造を有し，歯刃も作

物別と判然したものが無いこともないが，一般的に広く使用される刃型が発達して来て居るの

である。 この点は欧米の作物別専用のカノレチベータ{と趣を大いに異ーにするのであるa さうし

て中耕，除草を兼ねた瓢箪刃，重粘土地に使用される駒爪の如きは代表的なものである。これ

等の歯刃を取替ることによって各作物共通に 1台のカノレチベーターで使用目的を果して居るの

である。その原因は耕作面積が5町歩内外であり，各種作物を作付すること，比較的性能が高

く，満足すべき結果を容易に得られて居たからである。

然るに今次戦争によっては資材，労力難より，製作技術の低下，材料の欠乏，節約よりし

て， カノレチペ{夕{の性能を充分に発揮し得る製品の製作が不足となり，農家の不満大なるも

のがあるが如くになって終ったのである a 戦争毎に考案改良されたカノレチベーターが，今度は

極端に劣等化したと批評することが出来るのである。
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第 5章 カルチベーターの各部名稿

カノレチベーターの種類は極めて多いことは前章にて述べた通りであるが， これ等に就いて

の各部名称、を列記することは，本研究に余り関係が無いから，我が国に於て最も普及して居る

1馬曳7本爪カノレチベータ{に就いて一般名称，前刃，法l粁及び桁等ーに就いて名称を附するこ

とにした。今日迄これ等に就いての名称、は製作者にも亦侠用者にも呼称されず，又重要部分に

就いても極々の名称があったので，筆者がこれ~~~を杭ーして命名をしたのである。

第 17節一般名稿

カノレデベーターは北米に於ける Cultivatorなる名称をその他輸入したものであって，我が

国の発達状況から見れば除平器が始まりである。この除草器は独乙に於ける Hackmaschineの

第四国 カノレチベーター各部名前l剖

1.定規車

2. )主規耳1支え金
3. 耕~n}~l節鋲…中耕深を i;ìll\~節す。

4. ~f!;WJ (ヲl銑，引環， W!J)・・'!ll.木よカノレナベーターとを連絡す。
5.歯粁(主主，つる)
6. 鶴刃(二子， 爪刃)

7. liii官官!蝶番部(前部fJj:'II，i判節災前)
8.右傾IJf1i' 
9.左側担I

10.主桁(捻，縦桁)

11. 後Wi¥:政令谷市i(後m~.tVt ij，~\;li~j i1f5袋疋)
12. 後音li桃'JiIt~f~:l節鋲(側桁4長会)
13.断金
14 ハント、ソレ支え金
15. ノ、ンドノレ
16 閥会事ilへナット， :}11iボルト
17. ノ、ン)."ノレ%~りポノレト
18. ハンドソレ採り木

直訳と適合するから不都合は少し

もない。然し独乙にても世界第一

次大戦前の農機具書を結けば，

Kultivatorなる語でカノレチベータ

{を表して居るが，大戦中，外来

語排斥をなした結として Hack-

maschineに代替したものと解釈

して良い。さて，我が国にては除

草器が，除草兼中耕器となり，更

に兼培土器となるに及んで，中耕

器と呼んだり，又水田用の除草器

が出現するに及んでこれと混渇す

るのを防止するために畑用除草器

とか，畑作中耕器等と称するに至

った。然し作業性能を明示せんと

するならば，州11用中緋除草培土器

と宜しく命名すべきであるが，古

くより老幼児女を問わず‘北海道

の農村・にてはカノレチベーターなる

I呼称が慣行されて居るので， カノレ

チベータ{と筆者も命名するので

ある。次にカノレチベータ{の一般的各部名称を列記すれば，上の如くであるら
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第四節 歯忍の名稿

我が国にて製作され，使用して居る歯刃を作業別に従い名称を附すれば下の如くである.

1 中耕刃(中耕爪，中打刃)

1.細刃

2. 剣先爪(先細又L，負IJ刃)

3. 亀甲刃(太刀‘広幅爪，竪JI¥)

II. 除草刃(草取爪，除草爪， *R切爪)

1. 三角刃(カスペ匁，幅広横刃，への字刃， V字刃)

2. 鎌刃(鎌爪，半カスベ刃， L字刃)

JIL 中耕除草兼用刃

1.駒爪(猫爪，、猫足爪，足爪)

2. 丸刃(丸葉刃，丸爪，木の葉刃)

3. 半刃(銀杏爪，半丸爪，半爪)

4. 瓢箪刃(三角爪，瓢箪爪)

IV. 培土刃

1. 角箆刃(畦立刃，成畦爪)

2. プラヲ型培土刃

(1) 繰出式プラク型培土刃

(2) 開閉式プラク型培土刃

V. 除草培土兼用刃

1. 丸刃(丸葉爪，丸爪，木の葉刃j

2世七三刃(七三太刃，七三三角爪)

3. 撚れ木の葉刃(木の葉刃)

VI.護葉刃

1. 円叡刃(円是正刃，円薮，ディスク)

vn. 護葉培土兼用刃
1. 堅箆刃

2. 撚れ木の葉刃(木の莱刃)

3. 援土議型培土刃(二の議型刃)

VIII. 切断刃

1. 山刀爪

2. 鰭付山万刃

従来，歯刀のことを刃と言い，爪と 11予んで同品異初，実に了解に苦しむことが大であり，
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それで刃と爪とを明確に区別筆者も製作者や使用者より聴取りの時に随分苦労したのである。

した。

歯相互がポノレiト止めになって居るものを刃と ITヂび，即ち歯粁と歯刃とが別々に製作され，

従って除草刃の部で三角爪粁の先端を鍛延し，或いは鍛着したものを爪と称す.ることにした。

三角刃と言えば歯十干にボノレト止めのものを意味する。一体となって居るもの，と言えば，

幸子歯第 19節

普通治相二と突出主主i粁とである。前者が普及して居誌ii肝を形態の上より分つと 2種になる。

前方に突出せるもので，後者は剣尖爪の場合に樹刃の配列上普通歯粁では不都合を来すので，

しめんがために，第 11図の如く，歯i粁を奇ritlせしめるのである。

1 耳

2. 1't入角調節fL
3.桁Iト.め孔

4.轡曲部:

5.歯7Jl止めfL
6.粁先

7.歯刃承け薗

司a---

f主i;仔の各部名称は第12図の如くである。

普通歯粁第四国

左右{)¥IJ桁との 3

桁

曳木は結着する最重要部分である。桁には主桁，

前部蝶番，後部!蝶番両部と耕情調節i翫とで 1個の枠組を形成するものである。

第 20節

桁は歯粁を取付け且つ，

主桁本があり，

及び1J!IJ桁の名称を記すれば下の如くである。

桁主1. 

桁nn
別、
h
似
レ

b 
2. 

= -z 亙

3 
互

4 
E 

6 

ミ=
/ 

1. livil刊10m番孔

2 第一段rIlJ折部

3. 第ご段rlll折部

4 後部t染者干孔

5.歯キFI!:正{;J孔

第 13阻

1.凶JrJî"古~~

2. 箇粁耳元付孔

8 ハンドノし支え金取付孔
4. ハントりし止め孔

5. ;fJti浪部司自Am
6. 前1郊訓告~nmJ上め孔
7，8.定規車支え金止め孔
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第 6章結論

第 1編に於て，筆者は独乙，北米両先進国のカノレチベーターの発達吠況を詳細に述べ，作

物及び経営規模により如何に適合した各種のカノレチベ{タ{が発達して行ったかを示し，次に

我国のカノレチベーターの発達過程を記し，更に各種刃型を分類命名したのであるが，何分とも

長年月に及ぶ事変並に戦争にて資材と労力との不足を来し， カノレチベーター本来の使命を果し

得ぬが如き形態のものが製作されるに至ったのである。 これが原因を吟味するならばγ科学的

な研究がなく，自然の発達に任せてあったためと解釈されるのである。それで筆者は本編を総

括して，科学的研究を必要とする理由と，その範囲を述べて，本編の結論とする次第である。

第 21節 研究を必要とする理由

発達肢況から見た独乙のカノレチベータ{は，栽培作物の関係から除草作業に主力を注ぐ型

と認められ，又北米に於ては，作物又び立地条件の関係が綜合加味されて，中耕によ年;ら力を置

くものと解せられるのである ο 我国のものは発達の揺藍期には除草器として普及し均し，その

後は中耕も除草も将又培土も，所謂3作業を兼ね備えたものとして大いに普及発達したのであ

ったが，残念乍ら長期間に及ぶ事変と戦争とによって鉄締j資材の配給制度の実施，或いは配給

の不円滑，遂には未配給となり，他方兵員の増徴，拡充等により製作者の不足等の悪条件によ

り，使用材料の極度の節約並に製作労力の縮減等よりして，単に中耕作業を行い得る程度のカ

ノレチベ{タ{が農村え向けて販売されるに至ったのである。

他方農村に於ては，化学肥料の不足，耕馬並に人力の不足なるにも拘らず，割当作物の強

化，食糧増産，確保守;の重荷を負わされ，労力不足は益々大となって行ったのである。この状

態のときに単に中耕作業のみを行うが如きカノレチペーターの配給を受けた農業者は，除草も出

来ねばI吉土も出来ぬ結果となり，却って人力を多く要し，又培土のためには新規に培土器の購

入を余儀なくされる結果となったのである。それに中耕作業が完全に行われるならば良いが，

材質相j甚なるために，故障多く，充分満足すべき作業を行わず，省力とならずして増力となっ

た珍現象を来したのである。

これが原因を吟味し，列記すれば，下の如くになる。

1. 製作業者は資材と製作労力の節約のみを考慮、したこと。

2. 材料寸法及び材料加工の技術の拙劣なるために製作品の粗悪を来したこと。

3. 使用者たる農家が，己の望む蔭IJJ.及び構造を指示し，製作者にこれを知らしめなかっ

たことo

4. 農家自身がカノレチベータ{の形態、なり，歯刃の種類による所の性能の差異を強く確に

認識しなかったこと G

5. 従来，余りにも多種類の歯刃がらり，それ等が白白に購入し得たこと。
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要するに製作者は農家の立場を考えず， 自己本位の製作をなしたし，業家自身は余りにも

無頓着にカノレチベ{タ{を使用したこととになるのである。

従って，これ等の原因より生じたる悪現象を除去し，昭和10年前後のカノレチベーター本来

の姿に復活せしめんとして，筆者は研究を始めたのである。

第 22節‘研究の範園

前節に述べたカノレチベータ{本来の姿に復活せしめんがためには， その当時一応は纏った

と思われる中耕，除草及び培土の 3作業が性能上完全に出来るカノレチベーターでなければなら

ぬ。然るに昭和 10年頃のカノレチベ{タはその歯刃に於て余りにも種類多く，且つこれ等の性能

に就て個々に科学的吟味をなすことは，到底不可能であるから先ず筆者は，

第一，製作業者中，著名なりと認め且つ容易に購入し得るカノレチベ{ターを集収し，これ

が器体調査を行い，

第二，篤農家のカノレチベーター使用状況の詳細なる調査，

第三，研究用カノレチベータ{の設計製作，

第四，研究用カノレチペ{ターの実験，

等を行い，更に調査並に実験等の結果よりして得たる知識を，一般業家にはその使用法を，製

作者には，合理的製作技術を教示し，本研究の目的を果さんとするものである。
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第2編 カノレチベーターの性能に関する賓験

第7章 力ルチベーターの性能に閲する綿説

作物を栽培するに要する諸作業を大別すると整地並びに播種，中耕除草及び収穫並びに調

製の3作業になる。そうして反当労働量の分配から見ると大体に於て 3等分することが出来る

のである。

上記の3作業中，中耕除草の作業のみは，作物の成育期間中，相当長い間，同一作物に対

し数回，その作業を繰り返さねばならないから，単一作業ではあるが繁雑で消費時間の多いも

のである。その上，作業時期が晩春より盛夏の候迄及び，炎熱焼くが如き日盛りに作業しなけ

ればならないので，肉体的苦痛の極めて大なるものがある。又一方作業の時期を失すると雑草

はその旺盛な成長力を発揮して繁茂し，作物を被覆して成長を阻害し，減収の原因となるもの

であるから，適期を失することなく適作業を行わねばならない。

この作業には，北海道にて発達した1眼用カ lレチベ{夕{が広く使用されて居る。そうし

てその作業不充分な部分を根草取り， ホ{除草等と呼ばれる人力作業によって補足し，又馬鈴

薯の様に特に培土を必要とする作物に対しては培土プラヲを{火用して培土作業を行って居るd

カノレチベ{ターは元来，中tJl:，除草及び培土の 3作業を行い得る処に特徴のらるものであ

ったが，現今使用されて居るカノレチベ{夕戸は専ら中和rのみを行う形態のカノレチベータ{で，
これはカノレチk{ター本来の特徴に反するものである。

又北海道に於ては，畑作物全般に 1台のカノレチぺ{ターを使用して，中耕除草培土の作業

をし得るのが第2の特徴である。処が最近のみノレチベ{夕{には構造上から見て，使用困難を

感ずる様なカノレチベータ{が販売されて来たが，その原因には種々あるも，要するに中耕，除

平及び培土の 3作業が如何に重要な相互関係にあるかが充分認識されぬ事にあると忠、われる。

今この 3作業が如何に重要な関係になるかに就て，述べることにする。

篤農家の多くが行って居るカノレナベ{ターの使用順序を見ると，

第 1回は盲除草或いは早期除草と呼んで作物がWi出しない前に畦間に穿生えた雑草の碓芽

を退治し，且つ)豆nl~によって困結した作土の皮殻を打砕いて膨軟にする作業である。

第 2 回は作物も発芽し本葉の出る頃になると，雑~{ti も再び!;j:生えるので中耕によって，

耕土の膨軟化と雑草退治とを行う。

第 3 回は作物も 4~5 寸に成長し，作土も梢々回結し雑草も畦聞旅聞によ手生えた頃合を見

て，浅目に培土を行って雑草の芽生えを覆土して終うのである。

第 4回は浅自に培土した表面に雑草が芽生えると，培土した盛土を切崩し，畦聞の耕土を

平坦にし， これによって耕土は膨軟となり，雑草はj埋没されて終うのである。
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第5回は平坦とした畦聞の耕土に雑草が出て来ると，再び中耕してその芽生えを抑えて終

う。更に必要があれば，特に馬鈴薯のような作物は梢々高く培土を行うのである。

以上の様な作業の関係を図に示すと，第 15図の様になるd 即ち中耕作業に於ても除平と培

土の作業を兼ねるし，除草作業でも中耕，培土の作業を兼ねるし，培土作業でも中お1除草の作

第 15圏 カノレチベーター

の作業関係闘

業を兼ねて，その効果のあるものである。又純然たる中耕

除草，培土の作業が行われる事もある。例えば馬鈴薯に対

する培土，耕土が風雨により固結し過ぎたときの中耕，或

いは又宿根性雑草特に直根性のギνギν，タンポポの恨の

切断等は単純除草であるο

斯如く 3作業が個別的に行われる場合もあるが，大

部分は 1作業が他の 1，2の作業を兼行するものであるか

ら 1作業でもその性能が不良な時には他の兼行する作業

の効果も不良となることは明白である。そうして上記の様に頻繁に行わなければならない作業

であるから，この性能を正しく判定することは極めて重要なことである。

然し，今日の所，カノレチベータ{の性能に関する研究が之しく，特に北海道に於ては持J.1(Ii

と言っても良い程この研究が無かったが，幸いにも科学研究費の援助を得たので本研究を行う

ことが出来た。

第 8章 供試カルチベーヲーの概略

本研究に使用したカノレチベータ{は，北海道に於て製作されて居る著名なカノレチベ{タ{

であって， この調査を行い，且つ篤農家の使用朕況， カノレチベ{ターに対する批評，設計上の

参考意見等を基礎として本教室の投機具実験室に於て設計，製作したものである。今その概略

を説明すれば，次節の如くである。

第 23節 設計の基礎俵件

カノレチベーターの設計に関しては僅かに G.KUHNE氏がその著書に於て単結合機構及び多

結合機構を対象として論述したのみで，他にはない。筆者はとの点を遺憾として設計法に関す

る研究をも行ったがこれが発表は他日に譲るとして設計の基礎条件を列記する。

(1) 安定良好にして操縦容易なること

これに関係する要素は牽曳角，抵抗中心点，枠組特に主桁，側桁の長さ，歯(粁の高さ，左

右前後の間隔，製作の良否，定規車，ハシドノレの取付高さ及び幅等が主なものである。

(2) . 1SJt.深及び耕幅が一定範囲内自由に調節出来ること

耕深に就ては1.5cmより 15cmまでの範囲で用いられるが，常用範囲は 5-8cmである。

耕幅は 30cmより 80cmまでの範囲である。粉深では，特に1主¥;仔及び1お刃の声iさが影響し， 1;JT 
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幅は前部及び後部耕幅調節叡の調節範囲で決る。

(3) 土壌の種類及び組織の粗密に左右されず，歯刃の貫入容易なこと。

これを左右する要素は歯刃の虹起角と歯秤の耳にある貫入角調節孔により影響される。

(4).首l刃の作業目的によってそれの固有の性能を良く発揮させること。

195 

これを左右する要素は， (1)のものと密接な関係がある外，更に歯刃の形態，製作の良否に

よるが更に作業目的により性能判定の条件が異るので次に細別して記することにする。

i.中耕刃

I 耕土を良く撹梓し得ること。中;耕深の大小に関係なく一様なH影軟土を形成し，表土を余り

左右に飛散せしめぬこと。

ii. 除草刃

ー定の深さを保持し，平坦に進むこと。刃縁鋭利で茎根を完全に切断すること。

iii. 培土刃

培土幅が麦類の様に狭いものより，馬鈴薯の様に畦幅広いものの培土幅に適合した高さに

て培土し得ること。

第 24節設計の概略

• カノレチペーターを構成して居る枠組，法[刃，歯粁及び操縦部の 4大別に分類して概説する。

(1) 枠組

枠組は主桁，左右側桁，耕深調節部，前後両部の耕幅調節重圧及び函金等より構成される。

今これ等の中，特に重要な主桁，侭IJ桁に就て述べれば

1. 主桁

設計上問題となるのは，主桁の高さ及び長さである。桁高さは牽曳角の大小に左右されて，

桁長さに影響して来る a 又桁高さが大に失すれば歯粁のF2iさ大となり，歯粁並びに枠組全体の

脆弱イじを惹き起す。反対に低きに失すれば，使用の際土塊の填充，根茎の纏絡，不安定等を惹

き起し性能を著しく低下させる。

それ故，合理的桁高と牽曳角を知る必要があり，調査の結果より爾粁高さ 26cmとし，そ

れに抵抗中心点を下記の如く 2種に仮定してとり，設計した。

試作 l号器…・-後部3{，国の歯3]'の先端が形成する三角形の重心を抵抗中心点とした場合，

試作2号器……7本刃の歯刃の先端沸形成する五角形の重心(相当支持点)を抵抗中心点と

した場合

ii・中1] 桁

左右の掬朽が，主桁に対し対称の位置にある様に設計した。

(2)歯刃

中耕刃，除草刃及び培土刃の3大別にして述べれば，設計の基準は G.KUHNE氏のプラク
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の設計法により，不備な点を著者が加味して行った。詳細は設計図に示してある。

今各歯刃の名称、と枚数を列記すれば，

i. 中;tJト刃

細刃刃幅30mm，在起角を 150，200， 250， 300， 35。及び 600 とした6植で，各槌とも

7枚宛

、亀甲刃刃幅35mm， 40 mm， 50 mm及び 60mm，各種7枚宛

ii. 除草刃

鎌刃刃幅75mmのもの2枚

三角刃 刃幅 150mm， 200 mmのもの 1枚宛

亀甲型七三刃 丸葉型じ三刃各2枚宛

丸葉刃 1枚

瓢箪爪 刃幅70mm，100mmのもの各種3枚宛

iii. 堵土刃

撰土叡型 刃幅 106mm， 132 mmのもの各種1枚宛

角箆型刃幅254mm，1枚

(3)商粁 • 高さ 240mmで，中't)f刃の細刃 6種に適合するもの各種7本宛，培土刃用の前粁3本。

耳は貫入角調節孔の 3個を穿ち， 10。増減出来る様にした。

(4) 操縦部

定規車及びハシドノレの両部よりなり，詳細な寸法は設計図に示してあるが大要を述べると，

i. 定規車

直径 150mm，厚さ 42mmの木装輸に輪金を入れてある。耕土の組織の粗密により理入するこ

とがあるので調節装置を施してある。

長. ハシドノレ

取付高さ 840mm，幅540mmで耕深の深浅により 3程の高さに取替》とられる様にしてあ

るQ とれば使用者の身長の如何によって調節ぜねばならぬ。

その他細部ìC就ての寸法は設計図 PL. 1-5 に示して!~る。

第 25節 供試カルチベーターの強度

供試カノレナベ F 夕〔は如何程の強度があるか，使用材料によって逆算した結果を記するこ

とにする。イ旦しカノレデベ{夕[の破損の最も多いのは歯粁の伸長，主桁の摂れである。その他

中耕刃中，特に細刃の刃先或いは螺着部よりの破折があるが，それは熱処理の不良によるもの

であるから，別問題として取扱うことにした。

i. 樹粁の強度より見た歯刃の受ける抵抗の最大値
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歯JJにかかる抵抗を Pkgとし， 牽曳角を 20
0
とする。 この抵抗を水平及び垂直方向に分

解すると水平分力がA-B断面に最大の曲げ応力と引張応力とを生ぜしめるのである1)

240 x P CQS 200 • P cos 200 
占 一一 υ

Z A 

12 X 252 一一但し Z:断面係数=-E-=1250mms寸

A:断商積=12x25 mm2 

今軟鋼の抗張力として， o 

a = 34kg-mm2とすると

Po叩

P == 186 kg 第16園 歯粁の闘

牽曳角200 の時に於て，牽曳抵抗力が186kg以上になると歯粁は伸ることになる。大体に於て

耕土中にある盲根(埋没根)或いは石疎にH食い込まね限り，伸びは来ぬことになるd

11. 主桁の摂りに対する強度より見た歯刃にかかる最大抵抗力

これは1者秤が横にこじられることより起るものである。 これは横方向即ち桁に直角方向の

力を求むれば良い2)。

T=τZp 

ここで
9 (92+322) 11:"，，"， ___~ 

p==一一一一.!...，== 1657mm~ 
12 

r = 38kgJmm宮 T = P x 240kgJmm 

38x 1657 
P=一一ー 一=262kg 
240 

P x 240 == 38 x 1657 

9 

第 17国
主桁の断商

メ弘
一7，力の方向と主桁の方向となす角をびとした時，

を第5表に列挙する。

。の種々なる値に対する歯刃にかかる抵抗

1) 

2) 

判角 l 100 | 
200 

25。

30。

小野鐙lE:

小野鍛正:

1，610 

1，665 

1，740 

材料カ拳.

材料カ象.

¥) 

第 5表

1，080 

1，120 

1，170 

歯忍の耐え得る抵抗 (kg) 

20。 250 30。 350 

815 660 558 486 

846 683 580 503 

885 715 606 527 
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耕馬が普通朕態で牽曳して居る限りは，摂れは起らない。以上の強度を持って居るから普

通の耕地に於ては， Te新粁の仲或いは桁の挨れの!英は無い。

第 9章 費験の内容友び方法

カノレチベ{タ{に関する実験方法に就いての記載は未だ見受けぬので，著者は農業者が使

用する作業の種類及び白的に適合する項目を定め，それによって性能を判定することにした。

作業の種類並びに目的による調査項目及び測定用計機器に就いて節別にして次に述べる。

第26節作業の種類並びに目的による調査方法の一般的解説

カノレチベーターの作業の種類は中耕，除草及び培土の3種類に分類され，又カノレチぺータ

戸の佐用目的も此処にある。然しながら綿密に観察をするとこれ等3種類の聞には判然たる区

別がなく，相述統した耕土の撹混，移動或いは土粒の動揺作業と解釈した方が好都合である。

例えば，甜菜，馬鈴薯の如きは播種後，地表に作物の幼芽が璃出する迄に 1~2 週間，又は

早期播種の時には 3週間も要し，土壌表面は，その間風雨に曝され固結し，組織の緊密な皮殻

を形成し，地中に渉透しようとする日光，温熱は断絶され，雑草特に 1年生雑草種子が発芽す

るが，作物は未だ商出して居らないのである。この時農業者は，第7章にて述べた様に，盲除

草或いは早期除草と言って岐列を大体判定して，皮殻を倣砕し，雑平芽生を絶滅する日的で細

刃の中耕刃を装備したカ/レチベ{夕{で梢々深目に或いは浅目に通す(掛ける)のである。この

場合カノレチベ{タ{の作業より言うならば中耕であり，除草である d 然るに授業者-は盲除草又

は早期除草と呼び，盲中耕，早期中耕とは称さぬのである。作業内容より見るならば，中耕で

あり除草である。

次に十勝地方で専ら実行されて居る豆類の培土作業であるが， これは株間或いは作物の根

際近くに芽生えた雑草を土壌被覆法によって根絶せんとする目的で培土を行うのでらる。又こ

の方法はホ{除草よりは極めて能率的な作業でゐる。農業者は豆の土掛け，即ち培土と呼称し

て居る。 これは作業目的より言えば，除草の部類lz:.属すべきも，作業結果より言うならば培土

である。

更に又この表面に雑草の芽生えを見る時は，即刻陪1二した感七を中刻|刃を装備したカノレチ

ベ{夕{で切崩し，平坦に近い)伏態にするがこれは作業目的から言えば除草であり，作業結果

から見れば中耕と認むべきである。

以上の様に，これ等の作業は耕土の!fiiJ揺，移動或いは撹耕作業の連続であって， tこだ一定

の期間だけ停止して居るに過ぎないのでらる。

然しながら，中耕，除草及び培土には純然たる独立した作業もないこともない。即ち秋作

たる麦類を融雪後，表土の間結したのをl膨軟にする為，細刃の中耕刃にて中耕するのや，又タ

ンポポ，ギνギν等の繁茂した岡場を除草刃により，その直恨を切断しこれ等を菱除するのや，
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更に又馬鈴薯，デ γ トコーシに培土する等は然りである。

斯如くに推考されるが，著者は作業目的によれ中耕，除草及び培土の 3作業に類別して

実験を行ったので.ある。然しながら中耕作業と除草作業とが併用されるからして，調査の結果

は列記することにした。

作業目的による実験項目の内容を記すれば下の如くである。

(1) 中耕に関する実験項目

i. 指刃の在起角に関する実験

ii. 歯粁の貫入角調節孔による耕深の変化に関する実験

iii 歯刃の刃幅に関する実験

iv. 耕幅の変化に関する実験

V‘ 歯刃の配列に関する実験

(2) 除草に関する実験項目

i 除草刃の形欣並びに配列による実験

ii. 麦刈株切断に関する実験

(3) 培土に関する実験項目

i. 畦幅狭き作物の培土に関する実験

ii. 田Ii幅広き作物の培土に関する実験

iii. 培土切崩に関する実験

尚，以上の実験項目の目的及び内容等に就いては各々の実験の部に於て詳細に記述する。

第 27節 使用測定計機器及び調査方法の説明

本実験に使用した測定計機器は，自記式翠曳カ測定機，断面描写器，物指等ーである。各々

につき説明を加えれば，

(1) 白記式牽曳力測定機

大正製作所製の測定機で，測定能力は 150，300及び450kgの3段階であるが，本実験に

は専ら 150kgのものを使用した。得た曲線より面積積算計 (Planimeter)を使用し平均高さを

算出し，その牽曳抵抗力を算出した。

(2) 断面描写器

本実験室にて製作したもので， 1/4縮尺の縮図器であるo

'(3) 物指

1m物指にして定規として使用し又寸法測定に供した。

次に調査方法を項目別に説明すれば，下の如くである。

(1) 膨土率並びに平坦度

各種の歯刃が貫入し，耕土を撹耕した時は，歯刃により耕土が膨軟となり，歯刃の通過せ
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ぬ所は，その影響が無いから， l'~i刃の進行方向に対し，直角に耕土を手で掘り起し，歯[刃の通

った肋:を採出し，膨軟部と然らざる部分を区別し，そのj吠態を断面描写器にて描写した@そう

して而積積算計にて面積を測定してi!影土率を算出した。

(Bw土不)=一一(前刃の通過後のお|二土の断面積.~ x 100 
(歯刃の通過前に於ける耕土の断面積)

平坦度は歯刃の通過し?と後の耕土表面のj伏態である。

(2) 安定度

カノレチベータ{性能批判上重要な事項の一つである。安定度の観察には，耕深， H彩土J吠況

描写図及び手触り等によった。

i.耕深

表面の平坦な耕土で，各歯刃が同一深さに貫入して行くものが安定良好と農業者は言って

居るからして，主桁の前後及び左右側桁の後端に於ける耕土表雨までの高さを側定し， これ等

.の測定値を上記各部の歯粁の高さより差引いたものを耕・深として表示した。 1台のカlレチベ{

ターでは，耕深が前後左右の 4カ所ある。又これ等の平均値を単に示す場合もある。測定回数

は5田とした。そうして標準偏差を算出しこれを耕深の次に示すこともある。

ii. 膨土朕況図

各商[刃が同一耕深で通過した場合は断面図に於て，その底部は平坦になるか，或いは各1¥お

刃の通過の跡が同一深さでなければならぬ。 これが中高になったり，或いは両側端に高低の差

があったりしたのでは平坦に進行しなかったことを示すのである。

iii. 手触り

ハンドノレを両一千にて持ちたる時の反動の程度である。判定の基準を示すと，

優…… 1m進行中，両手に或いは片手に反動を余り感ぜぬもの。

良-・…50cm'進行中，両手に或いは片手に反動を少しく感ずるもの。

可……両手に或いは片手に絶えず反動を梢々強く感ずるものd

不……両手に或いは片手に絶えず反動を強く感ずるものロ

以上の表示法により個々のものを，又は総体的に観察して安定度を優，良，可，不で表示

することにした。

(3) 除ヰ 2ド

30cm平方中に生育する雑草を種類別に本数を数え， これを成育本数とし， カルチベ{タ

{を通して後 1~2 日後同一場所中に残存する雑草壬数へ，これを残存本数とし，枯死本数を算

出し，次の式より除草率を算出した。

(成育本数)ー(残存本数)(除草率= ¥I-'-̂， F.l /i""，̂1 .-¥1""IT/i""""'1 X 100 
(成育本数)

草丈は同一種類中，最大のものの地上部の畏さを測定した。
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(4) 牽曳抵抗

牽曳抵抗はカノレチベ{ター使用に際し，人畜に関係すること大で，又設計の参考ともなる

ものである。これは総牽曳抵抗力と比抵抗力とに分け，その算出万法は次の如くである。

I. 総牽曳抵抗力 kg

カノレチィーターにより作業せしめた時， そのカノレチベ{ターが受ける抵抗を表示するもの

で，自記式牽曳カ測定機の記録より得る。

ii. 比抵抗力 kg'cm2

カノレチベ{夕{により作業せしめた時，各1宿刃の実作業断面積 lcm
2当りの抵抗を言う。

一(絵、牽曳抵抗力) 一(比抵抗力)一一 →一一 一-kg/cm2
NxA 

ここで N:"歯刃の数

A: 1本の歯刃の実作業面積cm2

第 10章 中耕に関する賓騒

カノレチベータ{の名称の変遷を辿ると，普及の初期には除草器とか，間掻き(あいかき)と

称して居たが，次には中fJf除草器となり，近頃では中耕器と呼ぶ様になった。

斯くカノレチベ{ターを中耕器と称する程，農業者は，中耕作業を頻繁に行って居る。盲除

去¥:， 1番掛け又は通し 4苦手或いは5蚕掛けと言ったり，又甜菜の最後の中耕や，馬鈴薯の培

土直前に梢々深く中耕するのを深掛け(ふかがけ)等主作業回数，耕深の程度によってその特殊

な地方的呼称もある。

以上の如く授業者ーには，この中耕作業が親しまれ，良く行われて居る。従って中耕刃の形

態を見ると，純中耕刃として 3種類，中耕除草:兼用刃としては 4種類の多数がある・0 そうして

農業者各々の好みに応じて使用して居るが，最も普及して居るのは，純中耕刃中の亀甲刃系統

のものである。

この亀甲刃系統のものでも刃憶に大小があり，在起角(俗に的り， ~えいは出率)に大小があ

るが，如何なる大きさが適当なのか，と言うことになると全く不明である。

それで筆者は，歯刃の形態特に亀甲刃系統のものに就いて，在起角に関する問題，刃幅の

大小及び耕幅に関する問題を取上げてその性能を実験することにした。

在起角に関する問題はtii刃が有する虹起角と，歯粁のヰにある貫入角調節孔の位置の変化

により，二次的に歯刃に与へられる在起角との 2問題にたる。

刃幅の大小及び耕幅との問題は，刃幅の大小，耕幅の大小及び歯刃の配列による諸問題に

分けられるのである。

以上の5問題を節毎にその結果を記し，終りに総括を述べることにする。
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第 28節 中耕忍のf工起角に闘する費験

1. 実験目的と商刃の種類

• 

中耕作業には一定の範囲内に中耕刃が耕土に貫入したければならないが， これを支配する

ものは4 カノレデベ{夕{そのものと 第6表主E包角を異にした中耕Jllの寸涼

しては，中耕刃の在起角である。虹
真正番号~~

刃 qJM 
3弘(mm)前 ¥ i工起角

起角の小さいものは耕土中えの貫入 (mm) 

が容易であるし，又在起角の大きい
No.1 30 150 15コ

2 グ 1/ 20 
fお刃は貫入が深くないと言-われて居

8 11 グ 25 

る。これを確認するため本実験を行 4 グ グ 30 

った。 5 11 グ 35 

6 グ グ 40 
実験に使用した中耕刃の寸法

は，右の表の通りである。詳細は設計図PL.3参照のこと。

II. 実験方法と調査項目

実験地は畦幅 55cm，、株間 25cm に点播した大豆知lで，時期は，昭和 19 年 7 月 8 日，雑l~ど

は比較的少なく，この種実験には適当な状態である。

試作1号型カノレチベ{ターの器体に， 前表に示した各前刃を螺、着した歯粁を装置し， tJh菜

を 8cm になる様，定規車を固定し，且つ，中~}\幅は後部蝶番部にて加減し， 35cmに一定し，

牽曳角は 23
0
として，中耕作業を行った。

調査事項は，耕深，)彫土本，総、牽曳抵抗力，比抵抗力翁刃 1本当りの抵抗力，安定度及

び除草率等である。

III. 実験成績と考察

耕深，膨土率，牽曳抵抗力及び安定度等の実験成績を表示すれば，第7表の如くである。

尚第 18図に作業断面図を示した。

表及び図より見るに，歯刃番号1は，耕深は大で余りにも深く貫入し過ぎて居るため，牽

第 7表 紅i巳角を具にした巾;fJmの耕民 lJld土牢，牽曳抵抗&.び安定度
l 税 法 老曳抵抗力 1 

1 ，r< #.. 1 "，. .I.!膨土家 l-(.ortl~ J:h +n:.+-_I..-J 1! Lt.. f.rr. k'_~ _h 1 ~t_. .:!~.-l-I~ ~ --I..，! 歯Jll番波 1 21' 均 |段 J 大 1jU/'~::.::r"'松奈曳抵抗 ))1 比抵仏力 1本常抵抗力| 安定 JJr.

叫 叩_)__1一」豆切しーム」凶也-'--(回L一一一一一一一
NO.1 10.3 12.5 108.0 106.0 429 151 ilT 

2 8.5 13 144.0 82.5 485 11.7 百J

3 8.8 13 105.5 86.4 493 12.3 夏

4 68 10 138.0 67.5 472 9.6 f憂

5 7.0 10 119.6 68.9 476 9.8 優

6 8.8 14 89.1 65.0 436 9.2 真
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曳抵抗も最大であり， .膨土率も低く，且つ，作業断固も過大で而も表面の平坦度も怒く，中間

みとなって居る。 この中凹みは左右側桁の後端の歯刃で，耕土を左右両側へ移動せしめ，主桁

後端の歯刃で畦の中央部の土壌を押分ける結果出来るもので，土壌の動揺の点から見れば良い

が，作物幼少l時，特に甜菜，稲黍， 粟等にては土中立が成長部に積載されることにより成長停止

又は阻害されること大きく，農家の最も嫌う処で，又安定も「可」である。故にこのま[刃は適

当でない。

棒1刃番号2は耕深所定の寸法を保持し，膨土率最大であるが，家曳抵抗梢々多く，平温度が

No.lと等しい傾向を示して居り，安定も「司」のヰ皇陵で中耕刃としては'不適である。

No.3は耕深並びに牽曳抵抗に於て No.2と類似して居るが膨土率低く， 且つ， 平坦度は

No.lと等しく中凹みで不良である。

No:4は耕深は僅かに浅きに失する!惑はあるが， 膨土率極めて良く， 牽曳抵抗も軽く， :5j三

坦度も殆んど作業前の姿を示し，耕土の左右両側への移動なく，而も安定度が「優」である。

中耕刃として膨土率，平坦度，安定度より見て最適でらる。

NO.5はNO.4と殆んど等しいが，只，膨土率と平坦度に於て，少しく中凹みを呈する傾向

がある。

No.6は膨土率及び平坦度のみが極めて悪い外はNo.4と大差がない。特に注意を惹くこと

は，耕深が深気味となり，最大耕深が 14cmにもなることである。 この点は在起角 400 と言う

歯刃が， この様な深さに貫入することに驚くのであるが， カノレチベ{ターは一般に耕土が整地
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されて間もなく使用されるので，耕土は未だ戎る程度の膨軟さを有して居るからである。この

点に就ては農業者は，膨軟な耕土には歯刃を立てて使用すれば深く貫入すると述べて居るのと

良く一致して居る。

以上の様な実験成績であるが，虹起角の大小より中耕刃としての最適の形態はt工起角何度

のものなりやと言うならばNo.4の300 と言うことになり，次Q35
0
である。その他は 15

0，200， 

250のものでも又大きくなって 40
0
でも不適当であることが了解出来る。

次に中耕に伴ない，Mt-土の撹がi'.移動が行われ，膨軟化されるので，雑草は根茎共に前rJょ

によって，遊動，騒香しされ，或いはt{ii刃にかかつて土中より引抜かれ，或いは附着した土粒が

根より分離し，勤揺する土擦によって被覆され，或いは更に歯刃の進行につれて分割された裂

溝中に雑草が埋没したりして，相当数の雑草は死滅するものである。今各肉刃によって枯死し

た雑草の除草Z容を表示すれば，下の如くである。

第 8表 主E起角を異にした11
'
耕克lの除草王手

歯匁番;波 作業前生育コ客数 枯死水鍛: 除 j'if. 若手
!眠 位

(%) 

No.1 22.7 22.7 100 1 

2 22.7 227 100 2 

8 14.9 12.0 82 5 

4 40.0 35.0 88 4 

5 140 13.0 96 3 

6 16.7 130 80 6 

虹起角を異にする各中耕刃の除草能率を比較するのには，同一条件の掴場で同一本数の雑

草成育地に於て実験しなければ，正確な結果を得られないが，岡場の関係 L 第8表の示す様

な成育本数比較的少なく，且つ，斑らのある処で実験を行った。然しながら大体の傾向として，

紅起角の小なるものは除平本が優れて居る。 この理由は前表の耕深で述べた如く，在起角小な

る程，がt土中に貫入じ，おi土を!彫軟i琵耕するので，根に附渚した土粒は分離され，或いはWi刃

により土中より根が引抜かれて枯死する外，更に又土中に埋没し，或いは後土されて枯死する

ことが多いからである。

然しながら除草王手は雑草:の密度，雑草の経類及び平丈によっても見なるもので，以下観察

した事実を記述することにする。
第 9~受 No.4医に於ける附時

雑草の密度と除卒率の関係を観
l徐 1t:"'I'ミ

ると，第8君主により明らかな様に 20
試験匝作業前生育本設i枯死本数 i

(J6) 

-30本の範囲にては，除草卒が 100 1 32 32 100 

2 31 31 100 
%であるが， No.4の如く 40本も成

3 57 42 74 
育する処にては減少するし，又本数

が僅少な処にても，除草率の低下を見る場合がある。 これは雑草の葎煩及び草丈による場合が
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多い。 この 2点に就いては後に述べることにして，今此処では No.4の場合に就いて密度との

関係を述べる。この試験区を更に詳細に表示すると第9表の如くである。

第9表の如く，試験区中，本数が57本の様に多数ある区にては，除草率が低いが 30本

位の区にては極めて優良であることは，官I朽二或いは歯刃に雑草の茎稗が緩絡する機会の多少に

よるものと推察される。

雑草の種類との関係を観るに，第 10表の如くである。生育本数の多い雑草は，イヌピユで

ノビエこれに次ぐ。スベリピユは両種の次に多く，ォーホツメグサ及び八丈菜になると少なくな

って行く。

この様な雑草生育地に中おH'p業を行い，残存したものを調査した結果を表示すれば第 11表

の如くである。

名草雑

第10表 雑草種類別生育害IJ合%(作業前の調査)

鶴 来番競

N~1 N~2 N~3 N~4 N~5 
L

止，AE
 
順

no 
O
 
N
 

ノ ピ 5.9イ4) 20.7 (14) 15.9 (7) 24.2 (29) 19.1 (18) 46.0(23) 2 

スペリピユ 33.8(23) 29.4 (20) 22.7 (10) 10.8 (13) 3 

オホツメグサ 5.9 (4) 4.4 (3) 4.5 (2) 10.8 (13) 7.1 (3) 8.0 (4) 5〆

八‘ 否t 楽 5.9 (4) 44 (3) 4.5 (2) 6.7 (8) 11.9 (5) 10.0 (5) 6 

へ> 22.0 (15) 29 (2) 9.1 (4) 10.0 (12) 14.3 (6) 8.0 (4) 4 

イヌピュ 236(16) 35.3 (24) 34.2 (15) 31.7 (38) 38.1 (16) 28.0(14) 1 

白クロノぐ戸 1.7 (2) 7.1 (3) 8 

ア カ ザ 2.9 (2) 29 (2) 0.8 (1) 2.4 (1) 7 

11. 0.8 (1) 11 

IJ ア 2.5 (3) 10 

ダンポ;t: 9.1 (4) 9 

計 100.0(68) / 100.0 (回)/ωo凶 /---;00.0(捌 /-~~o.o(ム/ 100.0 (刷
但し，.( )内の童文字は雑草本政を示す

名
】

1a
づ
ぷ
「

柑
柚

第11表 雑草種類別残存割合%(作業後の調査)

箇 忍番地 1 

No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 順位No.1 

ノ ピ 二巳 12.5 (1) 26.7 (4) 50.0 (1) 70.0 (7) 1 

スベリピ A 75.0 (6) 3 

オホツメクサ 6.7 (1) 5 

li、 苦t 楽 6.7 (1) 5 

ノ、 コ へ司p 13.2 (2) 4 

イヌピーユ 12.5 (1) 30.0 (3) 2 

50.0 (1) I ア カ ザ 5 

計 t _100.0 (8) I剛山|叩 (2)I叩 (10)I 
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残存~，{の最も高いのは， ノピエ，イヌピユにして，次はスベリピユであり，他は僅少であ

る。残存率の高いことは中村↑刃による除草が困難なことを示すものである。これは中耕刃の刃

型が， この種雑草の切断に不適でらることに原因する。即ちノビエの根系はり， 中等大の叢生

根を有して居り， イヌピユの根茎は梢々細い混合根(直根と叢生根とを共に有するもの)を有し

て居り，スベリピユは細い直iRを有して居る。特にスベリピユは発以性が強く，且つ，耐早性

強大な雑草である。 これ等の雑草:の絶滅には細刃の様な中耕刃では，根茎全部を耕土中より引

抜くか，切断するか，或いはこと中に埋没しなければならないが， これが完全に行われない。要

するに刃型が適当でなく，特に叢生根及び直根にては， l'技際合切断する除草匁が適当である。

草丈との関係であるが，残存した種類別の雑草に就いて平丈を表示すると，次衣の角iくに

なる。

雑 刊二r- 名

ノ ピ

スペリピェ

オホツメグザ

i¥. 丈 押~、ぜ・ー

コ へ. 

イ ヌ ピユ

アカザ

No. 1 

第 12衰 残存した幸町主の辛苦t(mm) 

箇 3弘接続

No.2 No.3 NJJ了一石5下 No.6
112 

60 

50 

90 

103 

150 

150 

60 

150 

118 206 

41 

50 

但し， 1i1.丈は残存本数中，最大のものをrrlA:，測定した。

種類別に草丈を測定した結果を観察すると，本数の多いノピエでは， 103~206mm で，大

体10cm，イヌピユでは， 41~150mm で 4cm， スベリピユでは 6cm以上になると，残存す

ることになる。要するに中耕により除草をもなさんとすれば，上述の京::tに成長せぬ時期に作

業すべきことを教示するものである。

以上一般的な事実を述べたが，各中耕刃中，除草本より見て，如何なる虹起角の前刃が良

いかと言うに，上述の様に雑平本数も少なく，且つ，斑があるので決定することは困難である

が， 雑草の本数比較的多い (30本程度)時に除草ギも良く，根系より見るも除11'(の困難なノピ

エ，イヌピユ等を良く除去し然も草丈も高いものまで枯死せしめる No.4，虹起角 300の中耕71

を適当と認めるのである。

IV.結論

本実験によって，紅起角が 150の様な小さい中がi又lにては土中への民入が容易K深く入る

ことが実証されたが， その反田，U起角が400もある大きいものは深くも入ったりL又浅くもな

って，均等性に乏しいことを知った。その原因は土塊の填充，雑Jf(松一茎の緩絡が革(11.， 街粁に

1) 牛深仏U: 雑草望号.p.65. 



1馬曳1睦用カノレチベータ{の発達史並に性能に関する実験的研究 207 

起る傾向が大であることを示すものである。

中耕刃の適当な在起角は，耕深，膨軟度，抵抗力等の中耕作業の性能よより見て，将又中

耕に附随して行われる除草作業より総合的に観察して， 300 を適当と認め得られる。

又実際，製作者の販売品を見ても，この程度の虹起角が多い様である。それはプラヲ耕と

整地作業とによって如何なる耕土と雄も，多少膨軟になって居るから，プラワの場合の如く在

起角を小さくする必要がないものである。

中耕刃による除草率も案外大きなもので，在起角の大小により異なるが，最小80%より，

最大 100%に及ぶことも知り得た。

除草を兼ねた中耕は遅くも雑草が 10cm前後に伸長したる時期にしなければならない。こ

の時期を失すると，本実験にて知り得るように除草率は低下するのである。

第 29節 歯粁の貫入角調節子Lによる耕i廷の塑化に闘する費験

1. 実験目的

カノレナベ{ター製作者も使用者も共に，土壌の種類によって歯粁の耳に設けた 3個の貫入

角調節孔の位置を使い分ける。即ち埴土の様な堅密な耕土には下孔を，壌土の様な中庸地には

中孔を，又砂土，火山灰土及び泥炭土の様な軽震膨軟土には上孔を用いると言って居る。言い

換えれば，一定の狂起角を与えて製作した歯刃(中耕刃)、の貫入角を土壌の種類に応じて変化さ

せることである。然らば性能に如何程の差異が来るかに就いての正確の結果が発表もされず，

表現もされて居らぬので， この点を究明する為に行うことにした。

II. 実験方法と使用歯刃

土壌の種類別に実験をなすべきであるが，種々なる事情で出来ないので，同一土嬢(砂j表

土)で行った。貫入角調節孔を変化すれば，貫入角は上下に 100宛変化することになる。 この

変化で耕深に何程影響して来るかを見るために， カノレチベーターを牽曳して耕深の変佑を測定

した。尚刃幅による変化，耕幅による変化をも併せて測定することにした。

測定の方法は主桁の前部蝶番部 (r前」と表示する)，左右側桁の後端部(r左j，r右j)及び

主桁の後端部(r後j)の4カ所を測定することにした。そうしてこの測定を 5回繰返して，平
均値を表示することにした。

使用歯刃は No.4の刃幅30mmと， NO.8の匁幅 40mmの両種を用い， 中耕幅40cmと

30cmとにして実験した。

III. 実験成績

昭和19年7月20日， 21日の 2日間，前日来の雨で少しく多湿となって居る畑で実験を行

った。

産f刃NO.4を使用して行った耕深の変化は第 13表の如くである。

耕幅 40cmの場合では，平均耕深は調節孔が下方に降る程，浅くなり，その差異も 3.7cm
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第四表 w.型 No.4依る耕深の強化(巴m)

調節干し | 耕 111M I 
の位置 1 (巴m) I 

前 左 右 均千忠
弘
み

2
1

』七 40 ] 1.6:i:: 0.90 14.0士0.73 、14.1:i::0.72 13.7:i:: 0.69 13.4 

中 グ 1O.3:i:: 0.55 14.2士1.56 13.3士0.69 14.0 :i:: 1.83 12.9 

-r- グ 10.2土1.62 10.0土1.38 9.7士1.13 9.5:i:: 1.21 9.9 

上 30 11.0:i:: 0.82 13.6:i:: 0.66 12.7土0.79 13.3士0.52 12.7 

中 lf 11.3 ~ 1.83 12.8:i:: 0.83 12.4土0.27 142土0.83 12.9 

下 lf 9.9士1.90 10.8士1.45 10.8:i:: 0.98 12.2士1.99 10.9 

で;lbり，安定度を示す前後左右の傾きも下方に下る程少なくなって居るが，標準偏差が高くな

って居ることは，動揺がより多くなることを示すものである。

耕幅 30cmの場合では， 40cmの場合と同一傾向を示しては居るが，その差が1.8cmで少

なく，且つ安定度も悪くないが，標準偏差が高くなって居る。

次に刃型 No.8を用いた実験結果を表示すれば下表の如くである。

第 14表 歯W.No.8に依る耕傑の華経化 (cm)

l~-- --1 ti -~I 右 I----'i~_1 ~l~ 土

11.5 :i:: 0.79 凶士1.10 11.5土1.38 12.5士1.51 11.9 

11.8 :i:: 0.79 13.1土1.20 12.4土079 12.5士1.07 12.5 

8.4土 0.93 10.1土 0.41 9.0 :i:: 0.38 9.0士0.72 9.1 

トーん鵬不可能
耕幅 40cmの場合では，平均拶t-深値は下の孔では浅く.なり，中では上のものより極めて僅

..1: 

叩 '/ 

グ

-

d

，ι噌
.
、

l

i

l

 

-

I

一

30 

グ

lf 

小ではあるが， 0.6cm浅く，上下の差異が 2.8cmある。

耕幅 30cmの;場合では， 1，4の歯刃及び歯粁の聞に土塊が填:充し，且つ，雑草茎根が緩絡

して使用円滑に行かず，従って測定不可能である。

以上の 2つの実験成績を考察するにXI.幅が 30mmの場合では杉!幅の大小に関係なく使

用されるのは，填充及び纏絡の度合が少ないからである。そうして僅かに 10mm刃幅の増加

によって，和l'幅が 30cmのものは何故填充，緩絡が生じて来るかと言うに，歯刃間隔が狭めら

れて，耕土の流去が不充分で:土壌を紅起し巻上げる傾向が大となるからである。特に又l幅 30

mmの場合で，耕幅が 30cmの場合の時には， 40cmの場合よりもこの巻上げ傾向が強くなる

のを観察した。

次に員ー入角調節孔が下部に行く程，言い換れば虹起角が小となる程，平均耕深値が浅くな

るのは， l'刷が後方に倒れて来て， 1'!~.̂ J1の曲面上を綾慢な速度で・上方へ土壊が雑平と共に押よ
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げられるから，纏絡する機会が多くなり，従って歯刃の貫入を妨げることと，歯粁の底部が耕

土と接触する面積が調節孔「上Jの場合よりも多い結果，下方より上方への持上作用が働く結

果浅くなるものである。 これと似た現象はプラワに於て地側議を長くすればする程，耕深が浅

くなるのと同一である。

IV.結論

従来，製作業者及び使用者が言って居る事実と全く反対な結果となった。

筆者は同一土壌で行ったからとは言え，貫入角が小となれば，耕土中に入り得ることは当

然であって， 前節の実験で了解出来る様に， .n起角 150及び200の場合は300のものより耕土
中に深く貫入して居るのである。 然るに刃型No.4及び8に於て共に浅くなると言うのは歯粁

の底部の接触面積による影響が犬きい為である。故に調節孔を完全に働かせる為には歯粁の先

端を，強度を失わない範囲内にて短小とする必要がある。製作上注意すべき事項の一つである。

然しながらー般にはこの点に少しも注意が払われて居ない様でらる。

次に刃幅の大小と耕幅の広狭と貫入角調節孔の変位との関係であるが， 刃幅が 30mmの

様に小で，耕幅も 30cmと狭い場合では調節孔の変位が下方に降る程，土塊の填充，雑草根茎

の纏絡が多くなる傾向があるが，使用上不可能になることはない。 然L刃幅が 40mmで耕幅

が30cmとなると，使用全く不可能になるのは刃幅の割合に耕幅が狭過ぎる結果であって，こ

の点は使用者は良く了解して居る。 従って麦類等の一番中耕ず行う時は， 耕深を 3cm位に浅

く掛けるか，或いは刃幅の極めて狭い剣先爪を使用したり，又，歯粁配列を変えて 1及び5

の街粁を取去って 5本爪カノレチベ{ターとして使用しぺ居るのはこれによるのである。又甚し

い農家では麦類の・番中耕にはカノレチベ{ター使用不能と断定して， ホーを用いて人カ中耕を

行って居る。

要するに中耕幅と刃幅との大きさの割合が不釣合の結果から生じた，誤った断定であ炉。

従って刃幅を 30mm或いは 35mmの中耕刃を使用するとか，或いは更に 1及び5の歯粁を除

去して 5本爪カノレチベ{ターとして使用するならば充分に使用し得るものである。 この様な使

用法を講ずれば貫入角調節孔の活用も出来るのである。

第 30節 中耕忍の忍幅に闘する費駿

1. 実験の目的と刃幅の種類

中耕刃として農家が使用して居る刃型は既に述べた様に細刃か亀甲刃であり，それ等の刃

幅は最小30mmから最大は亀甲YJ.の中に 90mmのものがある。最も多く使用されて居るのは

40~60mm のものである。そうして中耕作業を主とするが，或る程度除草作業をも兼用して居

るので，著者は次表に示す様な刃幅の中耕刃を用いて実験した九

1) 設計闘.PL.4. 
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実験の目的とする所は如何なる刃幅の中 第15表各種忍似の中耕JJ.の寸法

お1:刃が中耕の目的にも，将又，除草の目的に 歯JJ.i毒液 1 忍 耐

も沿うかにらる。
(mm) (mm) 

No.4 30 150 30 
II. 実験方法と調査項目

7 35 /J '/ 

前節の実験と同一回場で 1回毎に歯刃 8 40 /J '/ 

を取替へて行った。中耕刃は歯刃中心間隔で， 9 50 グ /J 

10 60 ふ' '/ 

40cmとした。

調査事項は，耕深，翠曳抵抗力，比抵抗力及び除草率である。

ま1忠 NO.7
一一件耕
一一一作-1."1~

まJ:RNo 3 

品永 NO.9

斗

o
[
斗
卜
m
m

あ乱 NO.¥0 

10 10 0 10 20 on 

第19圏 中主)1刃のJJ.~IJの犬小に

依る中耕作業 l凶

III. 実験成績と考察

第 15表に示した5種類の中耕刃を

使用し" *)ト幅を 40cmとして，大豆畑に

て，昭和 19年7月14日行った実験成績

を表示すれば第 16表の如くである。

刃幅と耕深との関係を見るに， No.8 

を除く他は刃幅が大となると，耕深を減

ずる傾向があるが，よれ等の差異は僅少

ではあるが，注意すべきことである。但

し7月初句或いは中匂の最後の中耕とし

ては各々適当な耕深である。又牽曳抵抗

力に就いても多少の差異はらるが，刃幅，

の大小との関係は， この程度の耕深に於

いては明確に示すことは出来ない。只，

No.4及びNo.10の刀幅寸法では， 丁度

1:2の比率であるが， 牽曳抵抗力に於

て却ってJJ.幅の小なる No.4の方が約8

%大なのは， No.4は緋深が No.lOより

も大なることに原幽して居る。

次に 'If.~旦度を見るに，第 19 図に示す

様に刃幅の小なる No.7では殆んど平坦

に近く，両側に土壌を移動させないが，

刃幅の大となるにつれ，中凹となり，件土

壌を両側へ押分ける傾向が強くなる。こ

れは要するに，刃幅の大きい結果である。

第 17表の成績によって，刃幅の大き
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第1鴎6表 刃4帆同の大小と

| 耕 深 |総牽曳抵抗カ l 比抵抗カ l歯3忍[1本岱り歯刃呑1波a披直 ;>fvr PtC ïfok:~-zp..:JC:. "J.!:l"Vlo /.J .J..l.i 'J& 1/!.. /-.1 抵 抗カ

一 一一一ー|一一一伽よ一一，_ (kg_) 一一」阿恒)~_ ____Jkg)_一一
NO.4 6.8 67.5 472 9.6 

7 6.4土 1.04 42.5 276 6.0 

8 7.4土1.14 50.0 245 7.1 

9 5.7土 0.20 43.8 240 6.2 

10 5.5土 2.88 62.5 270 8.9 

第 17表 ~幌の犬小と除草率との関係

歯忍者干f虎 l開成育本殿_tti 7E本穀 除草塁手 i七
(%) 

No.4 40.0 35.0 88.0 100 

7 133 10.3 (十1) 77.8 88 

8 28.3 13.0 (十3) 46.0 52 

9 24.3 14.0 (寸 1) 57.6 65 

10 29.6 15.0 (十3) 50.7 57 

但し，表中( )の蹟字は試験匝タi、より箇刃依り持込まれて定着した雑草の本致を示す。

いものが，除草ネが大であるとは言われないことが了解出来たと思うが，一般農家のカノレチベ

ーターに対する概念はこの様であったのである。何故刃幅が大となっても，除草率がそれに比

例して高くならないかと言うと，実験中，観察したのであるが，刃幅大となるに比例して，前

粁 1及び4の聞に，土塊が填充することが多く，且つ雑草の茎根が商粁者刃に纏絡する為に，

中耕により膨軟となった耕土の各商i粁の間隙を縫いつつ流去するy状態が(便宜上，以下土壌の

流去と言うことにする)不円滑となり，或る時は右側桁の部分に多くなり，時には反対に左側

桁の方に多くなったり，前部蝶番の下部に耕土を填充し，その結果， 3， 6及び7の歯刃が浮上

って，中耕作業を全く行わず，表面を滑りつつ，進行する様なJttf患を呈するのである。

その結果として，雑草の移行が惹起きれ，試験区外に生育して居た雑草が丁度試験区内に

来た時に，樹粁或いは歯刃より脱落し，再生に好条件の降雨或いは曇天があると活着すること

になる。この雑草の移行は表示の様に刃幅の最大な No.10に於ては，実に 3本もあり，残存本

数の 20%も占めるのを見ても了解出来るのである。

次に刃幅の大小と中耕深との関係であるが， 第 16表では大きな関係は無い様に見受けら

れるが， 連続使用の結果より観察すると， No.4及び 7は雑草の纏絡殆んどなく，貫入容易で

あるが;No.8， 9， 10と刃幅が大となるにつれて纏絡多くなり，耕土中への貫入が不円滑とな

り，中耕の目的を達しない様になるか，或いは貫入したり，或いは地表面を滑行し，所謂不同

な中耕作業を行うに至るものである。 この点は注意しなければならないものである。

IV.結論
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刃幅の大小による中耕作業の影響を見るに，刃幅の大なるものが中耕の成績が良好である

と言うことが出来ない。又中耕と同時に兼行される除~fi作業に於ても，除草率が大でなく，却

って土塊の填充，雑草:の纏絡の機会が多くなって，除1?f.~容を低下する結果となる。又これによ

って，土壌の流去を不円滑にし，耕土を株際え押しつけたり r 或いは'J、土塊を飛散させたりす

ることになる。古文に中~:Jr刃として使用すべき刃l隔の限度は，一般農家が使用して居る刃幅 50-

60mmのものよりは小さな 30-40mm程度にすべきである。

筆者は 30mm又は35mmの刃幅が中耕刃として適当な刃型であることを唱導したい。本

実験で，刃幅大である時，除草率は 50%内外，平坦度も不良にして，稚首時期の中耕には不適

なること等からも，篤農家が好んで細爪を使用して居る理由が了解出来る。

第31節 中耕幅の大小に闘する費験

1. 実験の目的と使用器種

作物の種類によって，畦幅が異なるから，中却!幅もそれにつれて異なって来るのである。

中耕幅に就いては，既に第6節及び「カノレチベーターの器体並びに使用j去に関する調査J1)に於

て述べた通り，中耕幅を麦類の様な畦幅の小なるものより，馬鈴薯，デントコ{ンの様に畦幅

の広いものまでに中耕幅を変えiC使用するも，殆んど等しい効果の得られる様な適応性ありや

否ゃに就いて実験することにした。 この関係はプラヲに於ける耕深の変化による適応性と全く

1同一である。従来この点に就し¥て軽視されて居たので，筆者は出来得る限り，綿密な実験を行

い，批判しようと努力した。

実験に用いたカノレチベーターは試作2号器である。

II. 実験方法と調査項目

中耕幅を， 35， 40， 50， 60， 70及び80cmの6種に分け中耕刃の刃幅を 35mmのものを

用いて，本学農場で，昭和 22 年~8 用 8 日実施した。耕地は方形ハローを掛け平坦にした空地で

あるが，前日の降雨により土壌水分は精々多く，膨軟になって居る砂壌土である。

調査事項は，耕深，平坦度努土率及び来曳抵抗カ等であるが，就中z 耕深に就いては，

1¥1;r粁の位置毎に左ti及び前後の制ぎを算出し，旦つ標準偏差を求め，その傾向の多少を数値的

)(，'"二;手-}-.":- t.. 1rr 1 -r;-
i''-/j、c:..唱'-V 1'-0 

III. 実験成績と考察

7種類の耕幅毎に前後左右の歯刃の耕深及び平均耕深を，第18表に示す。測定の回数は4

回宛である。

前に述べた様に，本実験地は膨軟多視であり，耕深が過大となるので，定規車を下方へ下

げて耕深の調節を計り，且つ，多くの農家が行う様にハンドノレを保持するのみにて，持上げて

1) 常松栄: カノレチペーターの器f本立主に使用i去に闘する調査.第31主，'S15， p.45. 
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耕深の調節はしなかった。従って本実験はカノレチペータ{の各歯刃が受ける土壌抵抗と，耕深

及び耕幅とによる釣合のJi*態が測定されたのである。

五十幅 35crnの場合で川部歯粁の耕深，即ち 1及び4は浅く平均60mmで， 左右の傾ぎ

は左傾の場合が多い。(この事は標準偏差より)後部歯粁の耕深，即ち 3及び6では，最も深く

平均151mmで， {I頃きは左傾の強さが更に大である。最後部歯粁の耕深即ち 7は191mmで最

大であり背後の傾きは後下りの強い傾きである。平均耕深も最大の 144mmとなって居る。

耕幅35crnで使用すると，カノレチペータ{の耕深は前部が浅く，後部が深くなるもので， 平均

がt深は最大である。そうして左右前後の傾きは，専ら左傾の後下りで中耕することになる。

耕幅40cmの場合では，前部前粁の耕深は 35cmの場合より深く， 81mmで後部歯粁は稲

々浅く 120mm，最後部では 153mmで梢々浅いJ 傾ぎは前部は左傾が最も強く，後部は左右

の傾き，即ち左右の動揺が強く，前後の傾きは和少しく後下りで，平均耕深は梢々浅く 118mm

である。前者・と異なる処は前部歯粁の耕深が大であるから，最後部歯ffの耕深が比較的浅くな

り，その為に平均耕深が耕幅の割合に浅くなったものと思われる o 40cmの耕幅で使用すると，

耕深は前部が比較的深く，後部が浅く，平均緋深も比較的j去しそうして左傾ではあるが，左

右の動揺があり，後下りで中耕することになる。

1sIJ:幅 50crnの場合では，前部歯粁の耕深は 65mm，後部は 134mm，最後部は 173mmで，

耕幅35cmに次ぐ深さで，傾きは前後部とも右傾で，特に後部は右傾の場合が強い。前後の傾

きは後下りで，耕幅35cmに次ぐ傾きを示し，平均耕深も 124mmで35cmに次ぐ深さである。

この耕幅で使用するとカノレチベ{夕{は主として右傾をしつつ後下りで進むことになる d

耕幅60cmの場合では，前部協粁の耕深は 74mm，後部は 132mm，最後部は 163mmで
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前者に次ぐ耕深を示す，前左右傾は殆どなく，後は最も強く右傾をなし，前後傾は梢々少しく後

下りで，平均耕深は 122mmである。この耕幅で使用すると，後部歯粁の部位で強く右傾し，

少しく上下の勤揺はあるが，概して後下りをしたままで進行する。換言すれば余り動揺もせず，

強く右傾したままで少しく上下動をし，且つ後下りのままであるから，手に感ずる傾き，勤揺

感が少なく，安定感は「良」と言うメとになる。

耕幅 70cmの場合では，前部歯粁の耕深81mmで深く，後部では 118mmで浅く，最後

部では 138mmで浅く，耕幅 40cmに次ぐ耕深を有し，左右の傾ぎは前は少しく左右に動揺し，

後は右傾き勝ちであり， .前後傾きは最も綾な後下りである。平均耕深は 112mmで可成り深い

のである。耕幅 70cmで使用すると後部前粁が，少しく揺れはあるが強く右に傾きつつ且つ少

しく上下動しつつ梢々後下りのまま連行する。それで平に受ける感じは(傾，動揺の標準偏差

が少ない丈けに)最も少なく，安定感が「俊」と言うことになる。

耕幅 80cmの場合では，前部1事i粁の耕深は 78mmであり，後部は 118mm，最後部は 136

mmで，前後前[粁耕深の偏差を見るにいずれも大きい。そうして最後部のそれが比較的小であ

ることは全体として見ると最後爾粁を支点として上下の動揺をすることが示される。次に左右

傾きを見ると，前部の平均値は少ないが偏差が可成り大であるから左右の傾きが交互にあるこ

とを示すし，後部では極めて少しく右傾勝ちなるも板めて甚しく左右の傾きを交互に来すu 又

前後傾きは少し後下りであって，少しく上下動揺をすることを示して居る。平均耕深は最も浅

くなって居て 104mmである。この種のカノレチベ{夕{を使用すると上下動揺は少ないが，左

右側桁の歯粁が!二下して，即ち定規車と最後部荷粁とて両支点にして，左右側桁の肉粁が交互

に上下しつつ進むが，時には最後部Î~!粁も少しく上下の動揺をする。従つ:てハンドノレを保持し

て居ると左右の傾きを交互に強く受けるから安定感が良くなく， r可」という処である。事実
実験中に感知したが，左右に揺れ，極端に表現すれば，歩みの極めて緩い蛇行をすることにな

る。この種の現象は3畦用成畦器にも起るものである。

以上の説明によって，耕幅の大小と緋深及び傾きの変化が実証されたと思う。即ちまJト幅が

大となるにつれて，平-均耕深は浅くな

るが，前後及び最後の名前朽の耕深に

は特徴がらる。耕悟小なる時には前部

Tまf粁耕i莱が浅くなり，最後株[粁が極め

て深くなるし，緋幅大となるにつれて，

間部商粁は耕幅小なるものより比較的

深くなり，最後1お粁が洩くなって行く

ものである。 {IJ{きq耕幅小なる時は左

右傾は一方的になり，後下りが甚しい

事 ~I話

(cm) 

35 

40 

50 

60 

70 

80 

鈴19表 耕申訴の大小と耕深，膨土%~

&び牽曳抵抗力との闘係

梨袋

(mm) 

144.4 

118.4 

124.4 

122.9 

112.8 

110.8 

膨土 EF.
(%) 

106.05 

121.4 

120.6 

118.9 

110.9 

111.7 

主主曳抵抗力

(kg) 
~， 

68.8 

41.3 

51.3 

28.8 

28.8 

27.5 

が，お|幅大となるにつれて，左右傾が一方的より両方的に移行し，後下りが少なくなり，耕幅
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10 

最大となれば綬かな蛇行形の進行が現われて来る。

次に膨土率，牽曳抵抗を第 19表に示す。尚便宜上平均耕深をも併記する。

耕幅35cmの場合は膨土率僅小で， 106.05忽なるも，耕深最大なる結果牽曳抵抗力は最大

である。耕幅40cmの場合は耕深が少しく浅いから膨土率も最良で，牽曳抵抗力も比較的低い。

耕幅 50cmでは耕深が35cmに次ぐ深さであるから，牽曳抵抗力は大きし且つ膨土率も高い。

耕幅60cm以上のものは膨土率に大小こそあれ，牽曳抵抗力は殆んど等しいのである。このま翠

由は深さ約12cm位で耕土は殆んど一様な膨軟な;伏態にらるので，歯刃が受ける抵抗が，殆ん

ど等しいと言うことになるからである。厳密に言うならば，耕幅が大となれば，左右の側桁が

未広肢に拡り，歯粁の向きも牽曳方向に対し，多少変位するから， これに螺着される歯刃もそ

の有効歯幅が多少減少しては来る。 この点は次節に詳細に述デえることとする。然し乍ら牽曳抵

抗力に影響を及ぼす程のものでは無い。膨土率に差異を来す理由は，地表面より 12cmまでは

一様な膨軟さであるが， 12-15cmまでの土層では，梢々!彫軟， 15cm以下になると堅密にな

って居る関係であると思われる。

次に平坦度を示すと第20図の様になる。図に示す様に地表面の平坦度は，膨土率と一致し

て居ることが了解出来る。且つ，各1羽刃の軌跡は判然としないが，大体3，6及び7のものが良

く表われて居る。 そうして耕幅70及び 80cmの大きいものでは左右の両面的移動が交互にあ

るので，各歯刃のJiiJi;が一方的に表われて居る。

No 1 判官135c¥)'¥， $1弘寸志 35刊同

No 2 

--~\~ー恒~ずきー}
司- -r 、-..r

ペム/\Jノヘ~ヘ-.，..，-ヘー
p 

ご0.3 ニシヘへ~\~\〆\

zJ。コ入~\/ヘヘヘハ)

事

:;;」二ど一一(ヘ、/¥入 〈
、.，- '-"J 、¥.r

No 6 60; 35 
-〆'¥ ノA\~・戸--ー\』へ，/\、 /へ¥~〆

、、ー/
第 20圃 耕隔の大小と千坦皮との閥係 縮尺1/4

• 
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IV.結論

1 台のカノレチベータ{に耕帽の変化を与えて，使用した場合，耕深，傾~，膨土率及び牽
曳抵抗力の諸点より綜合批判し，実用上の適不適を論じて見る。

耕幅 35cmの場合は，耕深が探くなり過ぎ，傾きも大きく，その為に耕土の!彫軟化が少な
いから!彫土率低く，且つ，牽曳抵抗力が最大68.8kgであるが，実用上より見るならば，耕深
の調節と傾きとはノ¥ンドノレの持ち加減で調節が容易に取れるし， J形土率も低いとは言え，中耕
をしただけの効果はちる。又牽曳抵抗力も最大ではあるが，耕馬の終日作業には耐え得る程度

である。

耕幅 40，50， 60及び 70cmの場合は，治んど一様な手加減によって調節され， 安定も良

く，牽曳抵抗力も大でなく，使用容易である。

紛幅 80cmの場合では耕深よりは寧ろ左右の傾きが生じて来て居るから，手加減によって
その左右の傾きを防止するのに'11"を折るのみで，使用困難なことはない。

要するに 1台のカノレチベーターによって，耕幅を変化しても，使用上の適応性は充分ある

と言い得るのである。

第 32筒 歯忍(中耕忍)の配列に閲する費験

1. 実験目的

7本爪カノレチベ{夕{を耕幅 30-40cmと狭小にしたり，刃幅の大なるものを使用すると
か，又号室地が不良，不整で土塊の大きなものが残存して居たり，或いは雑草が密生して地表を
締結し， ERいは草丈1O-20cmになって繁茂して居る耕地を中耕すると，前部主将刃 1，4の間に

E mu 

2 5ψ ¥J}:; 

6斗J

? 叫)7 Yケ

r4取り 1，5 守久 1) 2，4刃宮、り

第 21闘 歯~問日ダIJ の種類
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填充，纏絡を生じ，中耕深が不同になったり，成いは耕土を左右の両外側へ押分けたり，結局

不良不均等な中耕作業をし，作物成育に悪影響を及ぼすことになる。それで農家は歯刃の配列

を変え 7本爪を5本爪として，歯粁間隔を大とし，更に刃幅の大小を取替えて，填充，纏絡

を防止する様に努めて居る。

5本爪カノレチベーターが，最近使用されるに至った原因の一つも上述の事情によるもので

あるが， この5本爪カノレチベーターの歯干干の配列は7本爪のそれと異なって居る。又農家が7

本爪カノレチベーターの歯粁を間引いて 5本爪とした後の歯秤の配列の方法にも種々ある。 とれ

等を第21図に示す。

以上の他に最後部の爾刃7を主桁の中央部及び前方部に取替える式のものもあるが， これ

は培土の場合に多く用うるものであるから，此処では取扱わないことにした。

以上3組の様式中，広く採用されて居るのはII及びIII式のものであり，就中II式が最も

多い様である。

著者も親しくこれ等の配列によって予備実験を行った結果，次の結論を得た。

I式は後下りの傾きが強く， ハシドノレによる耕深の手加減が少しく困難で， 2， 5の

歯刃が浮上り勝ちとなり，中耕が均一になり難い。

II及びIII式は後下りの傾が弱く，ハンドノレによる耕深の手加減が容易で， 中耕が比

較的均一になる。 II及びIII式の相異する処は中耕後の地表面の平坦度で II式は右側が

隆起し， III式は左側が隆起する傾向があり，又左右の傾きが反対である。

以上の配列中，第II式を採用し，刃幅を 30，40及び 50mmの3種に変化して中耕作業を

行い真充，纏絡が如何程減少するか，果して中耕作業を完全に行い得るかを実験することに

した。特にこの中粉|で‘は， 農家の所謂3喜子中耕に相当するから， 中耕深は 50-10cmの聞で行

物い作根の損傷なき様に註意して行った。

II. 実験方法及び調査事項

上記の配列法を採用し，昭和 19年7月19日，大豆知lにて雑草可成り成育した畦問中を耕

幅40cmにて中緋作業を行い，填充，纏絡の有無を実験した。調査事項としては耕深，平坦度

牽曳抵抗及び除草率等である。

III. 実験成績と考察

耕深，牽曳抵抗力等に関する実験成績を第20表に示し，又平坦度を第22図に・示す。

平均耕深を見るに， 刃幅が30-50mmの範囲では，刃幅の大となるにつれて， 耕深が小

となる傾向は見受けられない。又牽曳抵抗力にも余り大きな差異のないことを知ったのである。

只，膨土率と平坦度を見るならば，刃幅小なるものは，膨土率も高く，平坦度も中高を示すが

刃幅大である 50mmになると， 膨土率低く， 且つ平坦度も中凹となる。 この理由は刃幅大と

なるにつれて，甚しくはないが雑草の纏絡がある為，膨軟となった耕土が 3及び6の外側へ

押出される為である。然し乍ら 7本刃カノレチベーターに於ける雑草の纏絡よりは少ないもので

、
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iIJ泳 No4 1-5取り 一一円一刊
一一-q<:れ，t

第20表歯JIJ.(中耕JIJ.)の配列に依る
JIJ.闘の犬小と耕7JR，膨土率，

牽曳抵抗力との闘係

刃腕 l平均耕深 i膨土率(純抵抗力、
(mm) I (cm) (%) (kg) 

aゑ No，8 '-'5弘 q

日
リ
ハ
リ

nu

n
o
a
A官
民

υ

52，4 

66，2 

52，5 

あって，第 19図と比較すれば明らかである。

次に除平不を見ると，第 21表の如くに

なる。

主Jn-No，9 1-S恥'}

1及び5を取去った5本爪カノレチベー

ターのi*r刃に 30mmの刃幅を用いた区で

は，除草本僅少にして 37%である。 40mm

幅では 60%，50mmでは53%で，除草王手

より見ると一般に低調である。然し|徐平能

率の悪い中にも刃幅の大小による差異が現

m 3b 2.0?10 1 d l10026 1 310m われて居る。即ち刃幅の狭いものでは，前
第22圏 中耕菟lの同E列による 刃の聞を漏去する傾向が大である。 根系と

中耕作業同縮尺1/8
密接な関係のあることは， 第 28節で述べ

たと同一である。更にこの実験の主な目的である肉刃及び前粁に雑草根纏絡の多少の問題であ

るが，これは草丈を示す。表中( )内の数字で了解出来る，様に各種雑草とも殆んど， 10cm 

以上に成慌して居て，中耕刃で紅起され転倒したとすれば，すぐ纏絡するのであるが，歯粁間

隔に余裕のある結果， 刃幅の狭小なもの程，その傾向が小であるο このことは第22図の膨土

率及び平坦度の7状態でも了解される。即ち刃幅の 30mmものは膨土率が 156%と言う大きい

値であることは，茎根の纏絡が少ないから，耕土を良く!膨軟にし，且つ各商粁の聞を通って土

壌が流去して，外側へ土壌を押Hiさぬことによるのである。 然るに 50mrnの様に刃幅が大に

なると，多少土壌の流去が円滑に行かず，外側へ押出される結果，纏絡が起るのである。

IV，結 告と益、

百116

[新刃の配列の方法は3種類あるが，普通に使用され且つ，予備実験結果より見て，適当と

忠、われる 1，5除去の 5本刃カノレチベータ{で実験を行ったが， この配列法にて 7本刃カノレチペ

{ターを5本刃カノレチベ{夕{として使用し得ることを知った。その最大狸由は土塊の填充，

雑草茎根の纏絡が最も多く惹起きれる前部itr刃の 1及び4の部分を 1枚除去し，吏に中部下車f刃

の2，5の部分の 5を除去したために間隔が充分に生じ，土壌の流去を良くしたからである。そ

うして填充，躍絡に関係する他の一つの原因はすl又lの刃幅の大小にあるから， この影響を見る
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第 21表 中耕刃の闘Eダ"1]に依る忍耐の犬小と除草率との闘f系

J}. 申日 J}.踊 30mm~_ 真判官 40mm匝 J}.幅i50mm I!!:五

生育l枯死|除草率 会ElEZl除斡 iZl-Eil--雑草名 除草率
本政本数

イヌピユ 18 (215) 3.3 19 7.6 (260) 5 65 11 (250) 5.3 49 

ノ ピ エ 13 (350) 3.6 28 16 (350) 8 50 16 (355) 6.3 39 

オホツメクサ 1.6 (130) 1.6 100 2 (200) 1 50 1(220) 。 。
九ベリピュ 15 (170) 8.6 58 3 (140) 1.6 55 5.6 (90) 4.6 82 

j¥、 3t 楽 1.3 (160) 1 75 

ナ ヅマ ナ 1.0 (150) 0.3 33 2 (270) 1.3 65 1.3 (220) 1.0 76 
ノ、 =z へe 2.0 (85) 1.0 50 4但35) 3.6 92 2.3 (110) 2.3 100 

ア カ ザ 0.3 (20) 0.3 100 0.3 (50) 0.3 100 

51 ンホa ポ? 1.3 (200) 0.6 50 1 (75) 1.0 100 1.0 (110) 1.0 100 

ギシギシ 0.3 (30) 0.3 100 0.3 (80) 0.3 100 

ユムζ ギ ナ 0.3 (80) o (十0_6) 0.3 (160) 0.3 100 

白クロノぐ』 2.6(1'ω) 1.0 37 

51 フ一戸 0.3 (100) 0.3 100 1.6 (200) i 0.6 37 

計 ldlAlJ山町土怒lml士総!土器:1土1諮
但し，生育本数欄中， ( )内の費t字は，試験日五中に成育した最大草丈を示したもので，

単位はmmである。

べく刃幅 30，40及び 50mmのものを使用して実験した成績では，いずれも中耕作業には充分

使用し得る満足な結果を得たが，刃幅大となるに従い，纏絡が惹起され，膨主主容が低下するが

その反面除草率が高くなって来ることを知った。この成績より実際使用の場合を推察すると雑

草密度大なる圃場にては刃幅小なる 30mmを使用し得るが， 刃幅大なるものは纏絡甚しくて ι

使用が困難になるのではないかと思われる。事実農家は雑草の少ない 30cm平方当り 30本以

下の国場には 80mmの亀甲刃を使用して居るのを見ても明らかである。 又j芯鈴薯の培土直前

の中耕で雑草甚しく多い時には 35mmの細;1を，少ない時には50mm位の亀甲刃を賞用して

居る。これ等の事実は上述の実験成績と照合して興味深いものがある。雑平の竿丈との関係に

就いて述べれば，この様に 20cm以上に成長した時には中主11'y1による除草効果は双幅の大小に

正比例して小となり，最大 60%より最小30%と言うことになる。要するに適期適作業ではな

いことを意味するし，又この様に長大となった雑草は宜しく他の種類の，即ち除草刃系統のも

のを使用する方が効果的であることを暗示するものである。

第 33節 中耕に闘する費験の穂括

撒播以外の作物には少なえとも 2-3回， カノレチベーターを中耕作業に使用するものであ

るから，中耕刃の形態，配列並びに中耕幅の大小等に就いて篤農家は喧しく吟味して居る。そ
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うして専ら 1台のカノレチベーターを用いて，農家が栽培する各種作物に適期適作業を遂行して

居るが，此処にカノレチベ{ターの一大特徴がある。

然らばこの特慨に適合する中耕刃の形態、は如何なるものか，虹起角，貫入角調節孔の変位，

刃l幅の大小，耕l隔の大小及び歯刃の配列等より実験を行ったので，性能より観た総括を述べる

ことにする。

中耕刃の形態は紅起角と刃幅との 2問題に分けられるので，個々に就いて記することにす

る。

1. 中耕刃の手工起角

第28節の実験結果より見て，主E起角が 300の中耕刃はが1深，安定度，H彰土率及び平坦度か

ら言って最適である。特に膨土率は 138%と大なるにも不拘，中耕後のがt-土の表面は極めて平

坦で土壌を左右両側へ押分けて居らない。この事は土壌の流去が円滑に行われ，且つ，稚苗特

に土壌の被覆を嫌う作物の 1回目中耕にも適当して居るものである。

次に貫入角調節孔の変位による紅起角の二次的変化による点であるが，従来の定説とは異

なっては居るが，土壌の種類に応じて充分使用され，中耕作業としては支障ないものである。

只，紅起角を二次的に変化せしめれば， 即ち 200-300-400 と変化させれば，耕深は，耕幅が 40

cm及び 30cm左で少しく差異があるが， 10-20%減少がある。 但し刃幅が 40mmの梢々広

いものでは耕幅 30cmにして使用することは出来ない。これは土壌の流去が不良となり，左右

の歯刃聞に土壌の填充を惹起する為である。

2. 中耕刃の刃幅

刃幅は耕幅の大小及び1羽刃の配列等の実験より見て 30mm又は 35mmの所謂細刃を最

適とする。刃幅の大小と平ffiJ支及び)J彰土率の関係から言っても刃;1屈の大なるものは刃幅の小な

る30mm或いは 35mmのものに比して劣り，耕深浅くなり，f:1.つ， '1'-坦度に於ては嫌うべき

中凹を呈するのである。

刃幅一定にして耕幅を 30cmより 80cmまで変化した第31節の実験から言うならば，緋

深は耕幅小なるものは 14cm，耕幅最大の 80cmではlOcmとなり，緋幅の大小に反比例する'

耕深の変化を見る。 この様にt'!1柄小にして耕深の特に大であることを必要とする中耕作業があ

る。それは馬鈴薯の最後の培土の直前に行う中tJrであり p 又石灰t散布後耕土との混和を計る・撹

耕及び簡易耕法に於けるプラク耕の代耕であり，共に適するものである。耕幅の特に狭し、場合

は中耕刃の本数を減らし5本刃として使用すべきであるが この場合にも膨土率，耕深に於て

優れて居る。

3. 除草率

除草効果を見ると，本実験に於ては適期通作業を失した観はあるが，雑草の草丈が 10cm

以下の時では，紅起角 30
0

，刃幅30mmのNo.4中耕刃は 88%の除草率を示して居る。刃幅の

大なる志のよりその効果は20-30%高いのである。 又20cm以上の草丈の時には刃幅40-50
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mmのものより 20，...，30%劣るが，これは中耕の適期を失して居るので，批判の限りではなく，

この様に大きい雑草は他の歯刃で行うべきものである。又一面から言うならば中耕作業は雑草

草丈10cm前後の時までに行うべしと教示するものである。

第 11章、 除草に閲する費験

「農業とは雑草との戦である」と言われる程， 農耕作業中，除草程煩雑なものはない。従

って雑草の方法が考究され，薬剤撒布とか，器械による除草法等が出現して居る。又使用技術

的にも種々研究され，除草ハロ{或いはカ/レチベータ戸の刃型の改良等が行われて居る。

処がー般製作者中にはこれ等の点を軽視する者が多く，適当な除草刃の無いため，或いは

器具の不足の為に使用者は作業を充分に行うことが出来ず，苦労して居る現況である。

著者はこの観点からカノレチベ{夕{を使用し， その除草効果を高める手段として従来使用

されて居る除草刃を用い，一般的使用法による除草効果及び特殊目的に使用した場合の効果に

就て実験することにした。

第 34節 婁刈跡地に於ける除草3立の形態並びに大さに閲する費験

1. 実験の目的

中和l二刃を使用して中耕と同時に除草を行って，その除草率は 30-80%であるが，雑草の種

類によっては純然たる除草作業，即ち，地表面直下 (1-4cm)にて根部を切断し，雑草を完全

に枯死せしめる必要がある。又麦類，三塁苔及び亜麻等の収穫跡地の手入れとして，雑草種子の

結実を防止する為に，殆んど削耕する様にカノレデベ{ターを極く浅く掛けることがあるο 、、

それでこれ等の場合に使用する刃型を調査すると，中耕除草兼用である瓢箪爪及び純然た

る除草をする三角刃と鎌刃とを組合せた所謂除草刃を使用して居るので，この両穫を使用して，

除草の効果を確認することにした。

II. 実験方法と調査事項

小麦の刈取跡地で雑草密度は 30cm平方に 20-30本，主主丈は小は5cmから最大は45cm

にもなって居る各種雑草の成育して居る壌土地に於て昭和19年8月9日実験を行った。

方法としては，試作一号型カノレチベ{夕{に除草刃の種類として，第22表に示す様な形態

第22表 使用除草刃の積類と酉ejlJ法

番験番~1~ ! 除草JJ..の名稽 JJ.. 叫司 西日 jlJ 法

1 大形三角沼， f家刃 2Ox7.5 2.4 {こ鎌3立をタト向とし， 7に三角忍

2 小形三角JJ..，鎌JJ.. 15x7.5 2.4に鎌刃をタト向とし 7に三角JJ..

3 大形瓢箪JJ.. 10 2.4， 7 Iこ規着

4 小形瓢箪JJ.. 7 2.4，7に蝶着
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と大きさのものを螺着-して， 耕深は出来るだけ浅く(深さ 4cm)する為定規車と牽曳角とを調

節して行った。

調査事項 上述のものを牽曳せしめ，耕深，膨土率，牽曳抵抗力及び除草率を調査した。

III. 実験成績と考察

耕深，膨土率及び牽曳抵抗力は，第 23表の通りである。又平坦度の朕況は第23図に示す。
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第23匝 除草蒐の形態並びに大きさ
別除草作業脳縮尺1/8

第23表 除草Jl，lの種類と耕深，膨土率，
室長曳抵抗力

1 ::t:-tf. """.1 -:t:it :J!.r.! I ~ .... I-~.;; I来曳抵
喜襲|耕制|耕深;膨土率|抗力

|(cm)I~型)ー(%) I (同

1 35 4.4 132 55.0 

2 30 4.0 138 56.3 

3 35 4.9 116 57.5 

4 30 5.3 122 38.8 

除草刃の形態及び大小に就て，実験成績を

考察するならば，除草及刃系統の三角刃と鎌刃

は膨土率が良く平坦度も極めて良い。これが理

由は刃縁が水平に進行し，且つ，雑草根と耕土

とを水平に切断し，浮上らせるので，耕土の反

転或いt;t放勝作用を行わない結果である。それ

に耕深が 4cmであるから耕土が良く破砕され，

分離して団粒朕態になるため膨土率が良く，差

異のない殆んど等しい結果を示して居る。

瓢箪刃系統では耕深が前系統より少しく深

く，膨土率も低く，且つ，平坦度も低下して居

る。これは形態上の差異の結果である。即ち刃

幅が大で中耕刃の様な形であるから，水平に切

断された耕土は各歯毎に左右に分けられて土壌

の反転，放機が行われ，杉1:土を左右両側え移動

せしめるa 従って 7に保持された刃の影響が最

も強くt現われて土壌表面は中間を呈することになる。 この朕態は作業図に良く示されて居る。

大小による差異は牽曳抵抗力に一番大きく現われて居る。

この実験結果より 2系統の刃型の優劣を述べれば，三角刃系統は耕深も一定であり，膨

土率も 10--20%高いと言うことになり，優良である。

次に除草率を見ると第24表の様に，三角刃系統は大小により優劣があり，瓢箪刃系統には
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大小による優劣がなく，系統より見れ

ば前者より優れて居る。これは|除草71

の形態上からの結果である。即ち三角

刃系統は耕土を水平に切断しこれを浮

上らせるので刃縁を巧みに流去した雑

草は残存するが，瓢箪刃系統は切断の

他に反転放機の作用が伴うから耕土で

第 24表 除草3立の形治並に大小と除草率の関係

賞番験披 I作業前の成育本数 I枯死本鍛
(%) 

1 22.7土6.26 14.0土2.97 62 

2 29.3土8.54 25.0士7.41 85 

3 26.0土8.76 22.3土6.07 86 

4 25.3土3.46 20.7土2.20 82 

更に被覆するから除草率高いと解釈して良い。
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この結果，粘着力の弱い火山灰性土壌である十勝国一帯では除草刃として中耕を兼用する

瓢箪刃系統が愛用されて居るし，又重粘土地帯である石狩国にては三角刃系統が賞用されて居

るのである。

次に雑草:の種類，草丈との関係を第25表に示して説明を加えることにする。

雑草の種類及び密度が試験区により多少異って居るが，今各区共平均して多数成育して居

るハコベを見ると各型とも大約 80%以上の除草率を示して居る。 又草丈の長大なノピエに就

て見ると本数に大差があるが， 330mmまでのものは除草の目的を果して居るが， 420mmの

ものは残存して居る。そうして長大なもの程枯死率が少い。又刃型の種類を見ると三角刃系統

のものが瓢箪刃系統のものより悪い様である。 この理由は切断を妨げる他の条件， j?IJえば雑草

茎根の歯粁又は歯刃えの纏絡による一時的歯刃の浮上り，或いは方向の変位等が起ってこの様

な結果を示したものと推察される。 その証拠には三角双系統の大型のもので， タンポポは 2.3

本あり， 全部切断されて居らないが，小型のものでは1.7本中1.3本切断されて居る。即ち7J

幅の大なるものは纏絡の機会が多いと見て良いからである。 このことから刃縁は出来るだけ鋭

利に研磨すること及び纏絡があった場合は即刻これを除去する必要がある。

IV. *5 論
麦刈跡地のように草丈 40cm内外にも長大となって居る圃場に於て雑草を枯死させる目的

と削耕を兼ねて行う除草作業に於て， その除草効果が除草刃の形態如何を問わず 62~8696 に

も及ぶことは雑草菱除の上より見て忘れてはならぬ成績である。

この様な条件の土地に於て使用する除草刃の形態は，実験結果より言うと瓢箪刃系統が良

いが，三角刃系統に於ける大小の差異による除草率の差異は今後の研究に倹たなければならな

い。小型な除草刃の性能は決して劣るものでないことも留意すべきことである。

膨土率，平坦度の点より言うならば，三角刃系統が造かに優れて居て，若しもこの点に重

点を置く作業目的の場合は，この系統を使用すべきである。特に整地不良にして土塊 (30mm

以上の大きさ)の散在して居る耕地に於ては，土塊を左右両側に飛散させない特徴がある。



第 25表 除草刃の形態大小と雑草の種類，主主丈との関係
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第 35節 蕪普畑に於ける各種歯匁の除草費験

1. 笑l験の目的

前節の補足として，畦幅の狭い作物の成有地や，或いは又平丈10cm以下の純平の成肖地

に於て，一部は中耕，一部は除草を狙って行う作業が実際ある。 この場合の除草の効果を知る

ために行った実験である。

1I. 実験方法と調査事項

実験地は畦幅 50cm，広幅播にした紫蕪警が 15cm内外に成長し，雑草も 30cm平方に 20

-30本，草丈 10cm以下で1らった。時期は 9月10日である。

使用カノレチベーターは，試作2号器で歯刃の配列は下図のようにした。調査項目は，耕深，

平坦度及び除草率等ーである。

l十害時RNo.4. 三角S.?i.え

人・1・5 1、R

5 

3 

7 

第 24圏 各積儲J.tの四日列j

1II. 笑験成結と考察

fJt-深に就ての結果は第26表に，平坦度は第 25図に示す。

ま)片栗に於ては，瓢主主刃系統は希望耕深の 2{さも大となるが， その他のものは大体適当な深

さを示'して居る。 これはl翁刃の形態及び配列法による影響である。この耕深の差異により，第

25図に示す様に平坦度にも影響が現出し，瓢箪刃系統では中凹で特に大型のものはこれが甚だ

しい。 これは刃幅が大であるために，耕土の分割押分け作用が大きく影響するので，当然のこ

とである。中耕を主体として考えた時ーには，作物の成育の時期から言うと本実験に於ては何

第 26表 各手E歯況の耕深 (cm)

中主Jf忍
一角忍系統

I 大瓢見箪刃!系小統 型歯刃の種類
(No.4) 大 型 型

耕 深 5.3 5.5 6.0 9.5. 10.5 

/ 
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等支障を来さず，或いは好影響

を与えるとも芳えられるが，若

しも作物J恨の水平に伸長して居

る時には， この様な深さの中耕

農場持別報告第十一号

.!.昨年広.人
d 一一一一節点在，iJ

--ー酌も/同

は根を切断するl英が多分にあり 11."令等 R..J・
作物成育に害を及ぼすことにな

る。

次に第 27表に示した除草

率を見ると，草丈 10cm以下の I!I. ~\革本大

如き圃場にて，中耕刃は如何に

よい除草効果を示し，除草作業

として立派にその性能を発揮し

て居るかが了解できる。従って

段業者-が中耕と言はず，除草と

言うのも当然である。

瓢箪又l系統は大体1!f~ 34節

の結果と比較して同ーである

が，三角刃系統では，その効果

が反対になって居る。何故型の

大小によって除草率に大差を生

ずるか，今後の研究に倹つべき

処があるが，がl深が比較的深き

W.1(.¥草木守‘J.

t== 10..5 

t削

V咋i刊'lJ-..h.，f-(l¥.. 1/0 

ぜ/一、~--l O

--一、ー〆.-~ t=S.3 -1 
l ・ 1 ， -110 

20 10 0 10 20 cm 

第 25圏各種歯互[に依るカルチベ{ター

の|除草作業附

に失した為，根部を切断するも，側恨が殊存するため枯死せず，且つ，耕土の撹村三作用が充分に

行われない結果，側根と土粒との分離が完宝とならず，従って成育を保持する為と忠、われる。

事実観察した処でも，残存せるイスピユを掘取って根系を見ると主根たる直根はその先端近く

をと下に水平に切断されて居るが，側線などは健在で，成育を継続して)古る。又大型にては撹

第 27表 各種髄刃に依る除草表幹

一百三竺ーと-!?!!??竺己ー竺ロヶ
1 大型 22.3 土4.59 3.0 土0.69 86.6 

.2 I 三矧系統 I ~J' ;~ I 18.7 :¥:2.31 I 9.7 :¥:2.52 小弐~18.7 土2.31 9.7 土2.52 48.2 

3 大'!f，~ I 28.6 土5.73 5.0 土3.45 82.6 
l 瓢箪刃系統 I '.-I __ _ . __ I 
l |小恕 22.0 土3.45 23 土059 879 

5 I 中耕刃 No.4¥  29.0 :!:5.52'1 1.7 :!:1.62 94.3 
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耕作用が強いため良い除草効果を示して居る。

IV.結論

雑草平丈が 10cm以下の時期の除草本は概めて高いもので各種前刃の平均は 81%となる。

放に草丈と除草率との関係は除草時期の早い程効果のあるものである。

又畦幅の狭い作物に於て中耕を兼行する除草に於ては， 中tJt刃 No.4の5本刃の配列によ

って如何に効果があるか， 94.3%の雑草を絶滅させる性能を発揮して居る。この点は実用上大

いに考慮すべき実験成績である。

三角刃系統では大小により極めて大なる差異を示して居るが，除草の深さ及び時期に就て

は今後の研究に侠つべき処あるも，撹耕作用を充分に与える様な使用法を講ずるならば，除草

率を更に高め得るものである。耕深に就ては後節に於て述べることにする。

瓢箪刃系統(r;!:前節と大体同ーの除草率を示し，且つ，平坦度に於ても同一傾向の中凹を示

して居る。

第 36節 萎;{Ij株切断に闘する費験

I. 実験目的

府県に於ては麦作跡地に翠耕することなく，他作物を間作するので，間作物に培土，或いは除

草を行うのに，麦の刈株が邪魔になるが，従来は子にてこの刈株を引抜いて居たが，若しもカ

ルチベ{ターによって刈株を切断出来るものとすれば，工程大で反当労働量の低減するだけで

はなく， カノレチベーター利用度を高めることとなるので，使用の可否，如何なる樹元[を選択し，

これを配列すれば良いか等に就て実験せんとしたのが本実験の目的である。

II. 実験方法と使用歯刃及び配列

麦の刈取跡地に於て，メIJ株を切断するのであるから，除草と認めて良い。それで除草作業

は純然たる除草刃によるものと，中耕刃によるものとの 2通りがあるので，次の歯刃を用い，

且つ，配列を行い， 5mの間を牽曳して切断した長さを測定した。

III. 実験成績と考察

切断した長さより切断率を算出した結果は第 28表に示す。

第 27'表 各歯:w.の種類陳列法及び耕隔

歯験拙別
賞
番

:w. 商E ~J 

1 :w.脳30mm，紅起角300の中耕刃No.4 7本を正常の位置に商E7IJ 40 

2 同j J: 1.5取る 5本忍となす 40 

3 同 J: 7本を正常の位置に関e7lj 30 

4 大塑三角:w.及び鈎m 三角:w.を 7に，鈎m を2.5内向 30 

5 同 J: 三角:w.を 71こ，銀忍を 2.5タ卜向 30 

6 同 上 三角忍を 71こ，鎌3立を1.5~ト向 30 
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第 28表 爾兎の穏'lJi凶日夕'IJと切断率との闘係

寅腕披 i 1 2 3 4 5 6 

切腕叶 49.0 65.3 71.5 100.0 74.2 73目1

中耕刃 No.4を正常の配列をした区では，僅かに 4996の切断率で，成績最も不良である。

これは耕幅が 40cmで刃憾の有効幅たる 30mmx7の21cmに対し，無効幅が 19cmである

結果，各刃の聞に間隙があり，メIJ株上を進行する刃は，最後部の 7の位置の刃のみと言っても

良く，他の刃は左右の遊勤があった時にのみ働くことになる。又間部歯刃聞に填充，或いは揮

絡により 7の位買の刃が汗上り，或いはこの刃のみ刈株紅起の大なる抵抗を受け，釣合が保

持されず，刈株の列より他に造れ，その作用をしない結果， この様な成績を示したので為る。

1， 5の位置の株r;なを阪去り， 5本又lカノレチベーターとして使用したものは 65.3%と上記の

ものよりは柏々良い成績を示すも，左右の遊勤により 7の刃の作用が時々刈株上より外れた

為である。然しながら前部尚刃聞の填充，纏絡がない丈成績が上ったものである。

主)ト幅を 30cmとなした正常配列の 7本刃カjレチベ{ターは可成りの成績で 71.596を示し

た。 これは耕幅の割合に無効幅が 9cmで各'J:1.間の間隙が小となった為， 明充， 纏絡により，

7の刃が浮上する以外は他の刃が働きたる結果である。

大形三角刃を 7に， 鎌刃を内向けとなし， 2，5の位置に配ヂIJ， tJ同日iを30cmとした区は

10096の切断不を示して居るが， これは鎌刃が 2及び5の位百;で内向けに配列されてあるから

刈株を両側より抱きかかえる様にして切断，進行し，次に 7の位置の三角刃が水平に刈株を切

断し尽す為に完全な切断が行われるのである。 'Wr刃聞の填;充，纏絡もなく，安全度の良いこと

もこの成績を示す原因である。

上記の配列を外向けにした区は 74.2%の良い成結を示して居るが，これは 2，5の位置で，

鎌刃を外向けとする為， l~'封粁の間隔が接近した為，填充，樫絡が 2 ， 5 の聞に起り，安定を柏々

欠く結果である。

三角刃を7に，鎌刃を 1，5の位置に外向けに取付けた区は 73.1%の梢々良い成績を示して

居るが，歯粁の配ヂIJ上，安定を欠~，直線進行が行い難いこと及び鎌刃が外向きになって刈株

の切断には肉接作用せぬ為である。

IV.結論

中耕刃系統は刃1隔の有効幅と無効幅との比並びに配列法により，起因する安定度の関係に

よって切断本が 49--71%の聞にあるが， 三角刃系統は，有効幅と無効幅との比が 1:0であっ

ても，配列法の如何によって 73~100忽の差異あることを知った。そうして刈除の切断には，

三角刃を 7に，鎌刃を内向けとなし， 2， 5の位置に取付けた配列法は完全で，充分不1]用し得る

ことが確認されたのである@府県で広く採用して居る高畦播の麦類の刈株跡地の切断にも広幅
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の範囲が 30cmまでは上記の配列法で位用される。又更に広い幅のものは，三角刃を7に，鎌

刃を外向けとなし， 2，5の位置に取付けた配列か，或いは 2，5の位置に取付けるが，内向けと

なし，更に左右両桁を広く聞いた配列によって行う方法等もあると思う。これ等の使用法の吟

味は今後の研究課題である。

応用の一例として，稲刈株の切取りにも同一配列法ニご使用されるものである。即ち府県で

は別に稲刈株f1J機なるものが使用されて居るが， カノレチベ{ターの利用によってこの株切機の

代用もなし得ることを終りに附記して置く D

第 37節 除草に閲する費離の綿括

本章に於て行った実験結果を見ると，草丈 40cm内外にも成長し，且つ， 30cm平方に 25

-30本程度の雑草成有地に於ては， 除草率の平均は78.7%で， 瓢箪刃系統l士刃幅の大小を問

わず，殆んど等しい 82:"'86%なる効果を示すが， これに反し， 三角刃系統では小型のものは

85%，大型のものは 62%と差異を示して居る。

次に草丈5cm以下で， 20-30本程度の雑草成育地に於ては，除草ネ平均81%にして，中

耕刃は949杉，瓢箪刃は大は82%，小は87%であり，除草刃は大は86%，ノj、は48%となり，

前例と似て三角刃系統には刃幅の大小により著しい差異あることを示して居る。

次に麦の刈株切断に於ては，中主JF刃はその配列の方法により， 71-65-4996なるに対し，

除却:刃系統の大型のものは配列?去の如何により， 73""，74-100%なる結果を示して居る。

この様に除草作業に於て瓢箪刃系統は雑草の平丈の長煩に拘らず，子治んど等しい効果を示し，

三角刃系統に於ては刃幅の大小と草丈の長短とにより，効果が前系統に何等劣らない場合と，

それが半減する程の不良な場合と，要するに効果の均等性に欠けて居ることを知るのである。

これが原因に就いて述べるならば，除草:刃の除平原理を究明する必要がある。即ち瓢箪刃

系統は，中耕刃の大型亀甲刃より改良されたものであって，雑草根を刃縁にてポ:;¥三に切断し，

又左右に押分けるから，時には根茎部が刃面に纏絡し，土中より分離引抜作用を与えるもので

ある。耕土との関係は中耕刃と等しく，押分，反転及び捜土(飛散)させるから雑草を埋没，被

覆せしめる等の種々なる作用を同時に複合的に行うのである。然るに三角刃系統に於ては，雑

草根を刃縁にて水平に切断し耕土に対しては単に紅起作用あるのみで，前者に比して単純な作

業を行うものである。従って切断或いは紅起作用の中，いずれかが使用中の不注意，或いは耕

地の;伏況不適によって，欠除するならば，その除草率は半減するものと解釈して良いのである d

例えば第35節の実験に於て除草刃の小さいものは耕深が 6cmで，深過ぎた結果， ;j'工起作用が

不充分である為， 性能の半減を見たものであり，又第34官官の実験に於ては大きいものは， 長

大な雑草の茎根が註イ干，歯刃に纏絡し，刃縁の切断作用を不円滑とする為と考えて良いのであ

る。 三角刃系統を専ら使用する独乙にては， 除草の場合の耕深は膨軟な耕土と量生も， 3cm以

上の深さにしないことと， ROEMER氏はその著書1)中に述べて居るのを見ても明らかであり，
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又耕深を一定に確保する種々な機構の研究が KUHNE氏の著書2)中に出て居る。

中耕刃に就いて除平原理を述べれば，雑草に対しては引抜作業が専らであり，耕一:1::に対し

て撹耕，移動，動揺がある結果，雑草根に附着したこヒ粒は分離されるのであるロそれでこれ等

の作用が複合的に集中して働らく llk態にあった第 36節の実験の様に草丈 10cm以下にては，

優良な効果を発揮するのであるが，若しも草丈が 20-35cmと大になり， i設が耕土中に張りイペ1

されると作用効果が限定されて， 4'~ 33節， 部 21表に示す様に 3696と言う僅少な効果しか発

揮されないのである。

然しながら，中維刃の引抜作業は枢めて強大なもので， これには$Jt深の大なることを必要

とするものである。例えば地下茎により繁茂するハチジヨヲナ，スギナ，ヨモギ vパムギモ

ドキ等の除草には最も有効な凶刃であることは農業者の認める処である。又νパムギモドキの

除草にはこの種の肯刃が最適であると， E.A. HARDYりは述べて居る。

同一夜I刃でも配列法によって性能に大差あることも又留意する必要がある。即ち第 36筒i

の麦刈株の切断実験に於て，三角刃系統で鎌刃を内向けとしたのと外向けとしたのでは大なる

差異ーがある。中耕刃にては前者より著しく劣った性能を示すが，配列法によって差異ーのあるこ

とが了解出来る。要するに適当な配列法を講じた;場合に於てはこの准の使用に最適の抹'rJlの形

態は三角刃系統である。

除草作業として見た時，如何なる系統の向I刃が適当であるかと言う問題に就いて，実験成

績を基礎として述べることにする。

除草に用うる肉I刃は2つの系統があるが，今各々に就いての性能を述べるならば，第一の

瓢箪刃系統に於ては，耕深が深くなり勝ちであることは，第 26表で明らかである。この耕深の

大となり勝ちなこちとは，我が国にては未だ実験研究が行われて居らないが，作物;恨の水平に

伸長したものを切断する虞があり，為に除草はしたが減収となると言う逆効果を起す虞がある d

この点に就いては十勝地方の農業者は盛夏の候，除草により豆の根を引抜くと，成長は旺盛と

なるが，結実不足で， 根を引抜かず除草器を入れたものより反当り 0.5俵の減収となると言っ

て居る。次に平坦度であるが，刃幅が大なる為に， M土の按土作用が伴なって，両側え耕土を

飛ばし，所謂"1-1凹を生ずることは，第23及び 25Eiで示した。 これは一回，株間及び根際の雑

7手に対し，緩土宝忠、させる効果はあるが，他国作物の稚前期に於て，生育を阻害する逆効果も

あることになる。膨土ネを見ると，耕土の折i分が甚しいから常に低位にある。然るに除平おを

見ると，雑草の草丈が 40cmf立までにあっては常に一様な 8096以上の高率な除草効果を示し

て居る。

1) ROEMER: Ackerbaulehre， 1933. 

2) KUHNE: Handbuch der Landmaschinent巴chnik，1， 2. 
3) E. A. HARDY: Tillage in Relation to Weed Root System.， Agricultural Engineering， 1938， 

O巴t.p. 435. 



231 1馬曳1睦肩カノレチペーターの発達史並に性能に関する実験的研究

耕深が希望通りの深さを保持し得るし，安定が極めて第二の三角刃系統のものに於ては，

平坦度は前系統の様に中

膨土率は常に高く，中耕に於けると同程度の 130%内外を右

するのである。然しながら除草率に於て，草丈の大小により，性能にむtらが極度に大である。

これが最大の欠点である。然しながら供試用の三角刃系統の大きさ，形態では，

良く深さが余り大でないので，作物根を切町する虞が無いのである。

平坦である。凹になることなく，

この様な欠点

均等性

それにカノレチベーターの使用上，

切断角及び主工起角の吟味によれば，

高性能の歯刃が製作されると信ぜられるのである。

新らしい方向である麦刈株の切断は是非この三角刃系統によらなければ，

更に研究を進めるならば，例えば刃幅，はあるが，

のある，

• 性能を発揮すること

が出来ないと思われるのである。

除草刃としては三角刃系統を採用すべきであると主張するのである J以上述べた様に，

培土に閲する費験第 12章

農家一般の培土を行う目的は次の 3つに大別される。

豆類の様に畦幅の狭い大略35-70cmのものに培土する場合麦類，1. 

馬鈴薯，食糧或いは飼料用の玉萄黍の様に畦幅の広い大略60-90cmのものに培土を

する場合

11. 

作物の株間に生育する雑草を夏除する為に培土する場合111. 

以上の目的に適当する培土刃が必要になって来るのである。従来の使用法及び使用刃等を

組合ぜ実験を行い，批判することとした。

自主幅狭き作物の培土に関する費験第 38節

実験の目的と使用刃の種類

畦幅の狭い作物に培土する場合，

然しながら畦幅の範囲が35-70cmにも及ぶののでこれ等に適合するかどうかを判定すること

七三刃が主である。農家が使用して居る商刃は角箆刃，

I. 

が主な目的である。

実験に使用した歯刃の種類及び寸法を第29表に示す。詳細は設計図を参照すること。

培土試験に使用した歯刃の極類及び寸法

番 1 忍脳(段土鋲幅 i高 さ

(mm) (mm) (mm) 

82 82 155 

94 155 

136 222 189 

類

角形七三刃

丸形七三忍

犬現時土JJ.(補助羽根知)

小型培土JJ.(同上)

角箆7即吾土JJ.

務

噌
止

n
4
n
o
a
a
τ

，o

第 29表

種
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II. 実験方法と調査事項

大豆畑に於て上記の歯刃を第26図の様式に組合せて牽曳せしめ，出来上った培土の朕態

を描写すること，にした。培土刃系統ではこれを保持する爾粁の貫入角調節孔の位置によって拡

起角の変化があり，それに伴ない，耕土の放関駅況も変化して来るので，調節孔を上，中，下

とその位置を表示して各々に就いて実験することにした。

ら

.26間 格土用歯JlJ.配置の様式

但し，ムの位置には中耕JlJ.No.4を附した。

培土JlJ.の位置には犬小型培土刃及び角箆形き夫々附した。

III. 実験成績と考察

上述の方法により実験した成績中，培土の寓さ， (幅，整

ば，第3却0表の通りで主ゐbる。又描写した作業図は第 27図に示した。

実験番号No.1は歯刃の配列は培土刃として角形七三刃を外向けとし3，6に， 中耕刃No.

4を1，4に，中央部に中刃を附したものである。耕幅は35cmである。総牽曳抵抗力も大・きい。

この配列法は十勝地方の火山灰性土壌に使用されるものであるが，実験の結果は培土が僅少で

あり且つ，培土の形態が不整で，畦の中央部に小山が出来て終う。然し乍ら土壌の流去が複雑

であるから良く遊勤されるので雑草の幼少な時には中耕と除草:を兼ねたことになり効果がある'

資験番競

吉正土の高 (cm) 8 6 15 13 11 13 12 10 14 12 12 

滞土の幅 (cm) 30 30 43 42 40 40 40 40 40 40 40 

主主土形状 不整 コド整 聖主 整 3笠 整 聖霊 き笠 整 主笠 整

線主各曳抵抗力 (kg) 52.5 66.0 62.5 52.5 47.5 51.3 40.1 21.3 50.0 47.5 47.5 
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と思われる。

No.2の前者と呉なる処は培土刃の丸形七三刃が角形七三刃に置き換えせられたのみであ

るが，培土の形態は前者と同様不整であり，総牽曳抵抗力は66kgの最大なものである。

No.3，4及び 5は培土刃を7の位置に，中耕刃 No.4を4枚2，5，3，6の位置に取付けたも

のである。その結果は殆んど同ーであるが，只異なる処は，培土刃の大きさが小となることに

依って，培土の高さが異なること及び牽曳抵抗力も小となる傾向にあることである。 この理由

は紅起角が小となる為である。

この培土刃系統の中， No.5の角箆形では孔の位置による耕幅及び牽曳抵抗力の差異の少

ないことは，使用範闘が狭く，換言すれば一定して居ると認められる。それは製作者が耕幅の

大小に応じて 7種類，即ち刃幅5，7， 8， 9， 10， 12及び 13寸の型を製作販売したのを見ても使

用範囲が一定して居ることを証明するものである。 No.3及び4では孔の位置により高さが異

なるし，緋幅も特に No.3は異なるから使用の際，作物別による畦帽の大小に応じて調節が取

られることになる。例えば麦類には下の孔を，豆類にても畦幅の狭いものには，中の孔をと言

う様にすることが可能である。

IV.結論

培土を目的とする場合の刃型lは，従来考えられて居た中刃及び七三刃の配列は培土の形肢

が不整であるが，それ丈け耕土の移動，撹持作用があり除草効果があるので使用されて居るも'

のと思われる。又培土刃系統でも角箆型は使用の範囲が限定されるが，プラク型のもので大型

はその範囲ヵ怠く，極めて好適な刃型であることが知られた。要するに覆土法による除草効果

.' 
h 白
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を狙うならばJ完全な綴土をする培土;11系統を使用すべきでらる。又従来麦芸員に培土を行う主

なfJ，由は，茎稗の倒伏防止であるが， これにも適当して居る。

第 39節 畦幅鹿き作物の培土に関する費験

1. 実験の目的と使用一的刃

m日目の広い作物は??通vJ.!.1}鈴薯であるが， その他玉萄黍，青刈玉罰黍等ーがあり，地方によ

りその畦幅も異なり， 64~91cm の範囲になって居る。 又培土した畦の型にも 3種類あって

第28図に示す様に畦の冠型が平な中平型と中高の冠型の中高型と， .更に中凹型なるものがあ

る。

守手重Z

/¥ノヘ¥
第 28園 培土の冠穂

篤民家の中には， 113鈴薯の場合には中平型に培土すれば薯の成育につれ肥大するから中平

の部分は膨れ上って中高となり，秋の多雨期に水排けがよく，薯の腐敗防止に好適の型である

と言う者もあるが，烹備の税('I別として，面白い観察である。要するにこの様な型にI吉土が出

来れば， nlE帽の広い作物の培土に適すると認められる。それで実験目的を此処に置いて行うこ

とにした。使用前刃は大型，小型のフラクjj(J.培土刃とfつ箆型!の 3認である。

II. 実験方法及び調査事項

畦幅 80cmの馬鈴撃に於て，前節にて使用した培土刃， No.3及び4に，仲縮装置即ち補助

羽根を附したプラワ型培土刃大小2?重，及び角箆耕培土刃をカノレチベ{夕{の 7の位置に貫入

角調節孔を中央にして取付け 3日前に中1Ji'刃 No.4を附けた7本刃カノレチベーターで中耕し

膨軟にしたがi土で実験を行い，日庄の冠型，形;伏の整不整，日佳高，幅及び牽曳抵抗力を測定し，

且つ塙土後日~tの形成を描写器で描写した。補助羽根はこれを 3 段に伸長させ，一番伸長させた

ものを全開，一番短縮したものを全閉，その中間を半開として行うことにしたQ

III. 実験成績及び考察

上述の方法で実験した成績を第 31表に，畦の形肢を第 291ヨに示す。

No.1の大型培土刃は， 補助羽根全開及び半開は楼土力強大である結果中高となり， 全開

は少しく弱い為中平となって居る。 そうして伸長の大小により牽曳抵抗力にも 90-67.5kgの

変化があるが，この培土刃では，いずれの朕態でも良い培土をすることが実証された。

No.3の小型は，小型である為に撰土力及び畦高さ不足で本実験の様な 80cmの町長憾には

少しく無理であるが，全開又は半開であれば，使用可能であるものと，思われる。

No.2の角箆型では，刃幅の不足によって，冠型中凹となり，成績不良である.



1馬曳1陛用カノレチペーターの発達史:;]tiこ性諮に関する実験的研究 235 

第 31表 各商略土刃に依る時土成続

(畦の冠型，形l!J;・の整不整，畦高，腕及び来曳抵抗力)

主任土Jl喜子披

旺I~ の冠型

7惨状の整，コr;空室

I1!t 高 (cm)

時主 腕 (cm)

牽曳抵抗力 (kg)

NO.l 会開

N o. 1 1-f，fJ 

Nol 全開

IV.結論

型企 1一一一一←一一一 --NO. 3 

全開|学問 l全開 J 全開 l牛肉

~1 高 'I'司、In当 中平 ljl千

整 現主 整 ;e.，t 

6曲整15 0 
20 20 15 17 

70 70 70 66 

90 67.5 80 57.5 

No3 -1子同

No3 ヰ問

No. 3 .1子明

一」ノJ一一竺

NO.2 

第 29園 培土の朕態闘(馬鈴薯畑)

金問
No.2 

中山 凹r¥1

干狩々 整 干常キ警警

14 15 

60 50 

69 61.3 

一一一ー砕す4i
-申ー-i1~~Æ.

畦幅の広い作物の培土刃としては，補助羽根附の大型培土刃が最適であることが了解出来

た。そうして畦幅の広さに応じて補助羽根開度を加減すれば，問主の冠型が中高，中平の両型の

ものを形成することが出来る。また補助羽根の伸長最大の場合は 90cmの畦幅まで使用し得る

と思われる。

第 40節 培土切崩に闘する費験

I. 実験目的

畦聞の除草には，中耕の際除草も出来るし，又単独に除草作業も行われるが，株聞の雑草
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には根草取り，或いはt-F間草取りと言って，農家はホ{除草:を行うのが常で;¥bるが，覆土法を

行う時には比較的容易にこの株聞の雑草を斐除することが出来るものである。之は培土による

除京法の一つである。更にこの塙土したnI.E上に雑平が繁茂した時には，この畦を切崩し，宿土

して雑平を枯死させる必要がある。これらの方法に適当な刃型を決定するため本実験を行った。

11. 実験方法と伎用歯刃

馬鈴薯の培土した岡J;号に於て，日1の左右両側にl{ii刃を通し，平j:s.化し，その平立[度をiHlJ定

することにしたQ

使用法l刃{r;t七三刃及び中京11刃等が考えられたが， 此処では， 中耕刃 No.4を7本刃カノレチ

ベーターとして{史用することにした。

III. 実験成績と考察

7本刃カノレチベータ{を耕幅30cmとして培土した畦の底部の中央を定規車が進行する様

に調節して牽曳した結果は第30図に示す様に極めて平坦な且つ， H影軟な耕土となった。牽曳抵

抗力は 58.6kgである。

この様なj伏態になる理由は，肉刃 1 及び 4 が先ず自主の両側端を削り落し 2 及び 5 の Î~ì 刃

が次の側面を，最後には畦の中央部近くの培土

した耕土をと漸次内側に向い，削り落す為であ

る。

IV.・結 主主ゐ

日間

本実験により， 切崩しには No.4の中耕刃

を附けたカノレチベ{ターで充分その目的を呆し

得ることを知ったが，問主幅の狭い作物の場合に

ても耕幅を更に狭めて使用すれば充分利用価値

はあるものと認められる。そうして除草の効果

は中耕刃の章にて実験Lた様に充分であるこ

とが，推知される。然し乍ら余り長大となった

雑草の韮除には切崩作用が，詳1刃の雑草茎根纏

絡により.充分行われないから，好結果は挙げ

られないと思われる Q 放に切j請しによる場合ir;t

雑草が10cm以下の時に行うべきである。

実用上から言うならば，培土により根瞭に

ある雑草を抑え，ホー除草による労力を節約し

更に培土後に成育した時上の雑草を切崩しによ

って菱除するならば，除草作業は完全に畜力利

10 

O 

cm 

一一一昨常高

ーー一作芳次

20 10 0 10 20 Cm. 

第30圏 中耕真正に依る時土切崩

用化されるのであって，十勝地方の篤農家はこの方法を行って除草労力の節約を計って居る。
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本年馬鈴薯畑に於て除草ハロ -2回，中耕1回，株間雑草絶滅の目的にて培土することに

よって完全に雑草を菱除し得ることを確認した。将来この穫の方法を大いに活用して除草労力

の低減を計らなければならない。

第 41節 培土に闘する費験の穂、括

本実験によって，従来使用されて居る培土用歯刃が培土の冠型に如何に関係するかを明ら

かにしたのである。

実験結果によって述べるならば，畦幅狭小な麦類，豆類(特に大小豆)にあっては従来使用

されて居た所謂七三刃系統のものは除草と培土とを兼用するものであって，冠型が不整で，且

つ牽曳抵抗力も 52-62kgと言う大きなものである。冠型が不整であることは次回に入る歯刃

の働きを不均等にし，その作業効果を低下させるものであるが，只畦間lの耕土を撹耕，混合，

移動させるのには，この系統のものは効果がある。

プラヲ型系統では，大型，小型共に歯粁の耳の貫入角調節孔の変位によって紅起角がそれ

ぞれ 340-230_120，320-210-100 と変化するから耕土の総牽曳抵抗力も 62.5-52.5-47.5kg， 51.3-

40.1-21.3 kgと低減するし， 冠型の高さも少しく低くなる。 然し乍ら控土作用を伴なうので整

然とした冠型を形成する。然も畦幅の狭小な作物とは言え， 35-70cm聞に於ては， 35-50crn 

までは補助羽根無しで使用され 55~70cm にして冠型不良である時には補助羽根を添加する

ことにより整ーな培土を得られるのである。而も培土した土粒は作物の根際に盛上げられるか

ら株間及び根際の雑草は被覆され窒息死に導かれる。そうして耕土が反転されるから畦聞の雑

草も同一y状態に置かれる。

角箆型ではこの種の畦聞の作物には前系統と同様，優良な働きをするものである。

畦幅大なる馬鈴薯， 青刈玉萄黍等の様に 60-90cmに及ぶものにあっては， 第31表の様

に， 冠型が高さと幅が大とならなければならないので角箆型'は一般的でなく， 第 29図より推

察すれば，自主幅60-70cmまでの作物には使用出来るが，それ以上には不良な結果となるので

ある。プラヲ型にては補助羽根の伸縮によって 60-90crnの各種畦幅により貫入角調節孔を変

位して希望の冠型を与えられる。そうして総牽曳抵抗力も大型にては90-67.5-80kg， 57.5-60-

69kgで，普通の耕馬にとって終日作業に耐えられない程の大なる牽曳抵抗ではない。

培土切崩しは，従来極めて軽視されて居たが，最近これを行い，培土した盛土の表面に成

長する雑草を幼少な時期に菱除する様になった。例えば，虻田郡狩太村の馬鈴薯耕作者，銀[j路

郡鳥取村の競菜農家の高畦栽培等に於て，実行されて居る。この場合，中耕刃を用い切崩して

第30図の様に平坦化するのである。これによって雑草は完全に埋没枯死して終う，それ故に冠

の整った培土をする必要がある。

培土作業には如何なる培土刃が適当であるかと言う問題を次に究明することにしたい。

培土作業の目的は本立の初に述べた様に，培土による培収と雑草菱除にあるが，従来はー
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般的に前者の増収の点のみを考慮して居たのである。然るに農耕技術の向上により両者の併用

が効果的であると認められるに至った。 この様になると培土作業はその作業回数も地方日し，各

種作物に行わなければならないこととなる。

この使用目的に適当した培土刃の種類及び形態はいずれであるかと言うと，種々な観点よ

り考察しなければならないが，筆者は本実験結果より，畦幅の大小に応じ，又打:起角を変化で

き冠型のllX態，培土幅の大小等を自由に変化できるプラヲ型培ニヒ刃系統を最適であると認める

のである。 この型には刃幅の大小があるが，これは耕地の服況，経営規模の大小により，決定

されるものである。

第 13章結論

北海道に於て発達した 1旺用7本刃カノレチベーターは撒j番以外の畑作全般に使用し吋も

中耕，除草及び培土の作業を歯刃の取替装備によって 1台のカノレチベータ{で行うことが出来

たのであったが，最近に及んで，単に中耕のみしか出来ぬカノレチベ{ターが農業者に配給され

たり，完全な作業が出来ない様な形態の歯刃が製作された結果，農業者は完全な作業効果を発

揮できなくなったのである。 これが原因はカノレチベータ{の性能が判然として居ないことによ

ると断定したので， 中耕，除草及び培土の 3作業に於けるカノレチベ{ターの実験的研究を行っ

たのである。

中耕，除草及び培土の 3作業に行った実験結果を次に結論する。

(1) 中耕に関する実験

1. 虹起角 150より 400まで 50毎に与えたうもl幅 30mmの中耕刃を用い， 中耕実験を行っ

た結果は紅起角 300の歯刃が，耕深，膨土率，牽曳抵抗力，安定度及び除草率の諸点よ

り観察して優良である。

ii. 歯粁の貫入角調節孔の変位によって，二次的変化を行う中耕万のナ1:起角は，従米一般

に考えられて居た様に狂起角小となる程耕深を増大するものでなく，却って納i和判長く

J なる事実が判明した。この理由は夜(flニ底部が接地するからである。

iii. JJ.幅 30，35， 40， 50 及び 60mm を有する 5 種の中耕刃を用い，中 ~JI 実験を行い，が|

深， 営曳抵抗力，平坦度及び除草卒等の諸点より観察しfこ結果は 30田旧或いは 35mm

刃幅の中土井刃が優良で，刃幅大となるにつれて，不良となったのであるu 特に*Jt-土の左

右両側への押分けが刃l憶の大となるにつれて，強くなり，又除1'-;1:率は減少して来る。

iv. 刃幅35mmの歯刃を用い， 耕l隔を 35cm及び 40cmより 80cmまで 10cmとびの

6通りの幅を与えて，中耕作業を行い， ~;I十深の変化，平坦度，安定!立を調査した結果は，

初深に於ては耕幅 35cmのものは， 14.4cmなるも .gOcmは10.4cmと大体浅くなり，安

定度は左又は右の一定側に傾くも，大となるにつれて左右交互の蛇行をなす傾向となる。

然しいずれの耕幅にても使用に供することが出来る。
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V. 畦幅の狭い作物(麦類，時には豆類)の中耕に供する歯刃の配列は5本刃として行うを

可とする。使用中耕刃は 30，40及び 50mmの刃幅を用いたが，膨土率及び除草率より

観察して 30mmが優良である。

(2) 除草に関する実験

1. 麦刈取跡地の草丈 40cmにも及ぶ長大な雑草成育地にて，歯刃として三角刃及び瓢箪

刃両系統を用い，且つ，各々大小 2 種の刃幅を有する歯刃の除草率は 62~8596 ， 86~82 

%で三角又l系統の大型は除草率稲々低い。

ii. 蕪脊畑にて主主丈 10cm以下の比較的短小な雑草成育地にて刃幅 35mmの中耕刃 5本

としたもの，三角刃及び瓢箪刃系統の大小合計5種類の誌i刃で除草主将を見た結果は， 中

おt-刃は 94%，三角刃大は 86%，小は 4896，瓢箪刃大は 8296，小は 87%であった。

iii. 麦刈株切断実験にては，三角刃系統の大型のものを内向配列とすれば， 100%の効果

がある。

除草刃は今後の研究に倹つべき点が， (即ち刃幅，切断角に於て)あるが，三角刃系統を

用うべきである。

(3) 培土に関する実験

i. 畦幅の狭い作物の培土には補助羽根を取去ったプラク型培土刃が最良でらり，従来使

用されて居る七三刃系統は不良である。

ii. 畦幅の広い作物の培土には補助羽根を取付けたプラヲ型培土刃が最適である。

iii. 培土した盛土を切崩し，除草を行うには，中耕刃にて切崩せば，耕土の崩壊良く，除

主主の目的を果し得るのである。
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